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  ＣＨＡＲＡＣＴＥＲＳ

  葉ノ宮洋●はのみや・ひろ

  種眠北（たねむきた）高校二年生。園芸部部員。「花視」。

  尊莉花●みこと・りか

  種眠北高校二年生。「花狩」。

  貴島帆鳥●きしま・ほとり

  種眠第二中学校三年生。「花狩」。

  秀●しゅう

  花視査定試験のため、フラワー協会からやってきた花族。二十歳。

  月夏●つきな

  フラワー協会から、秀と共にやってきた花族。十六歳。猫が好き。

  鴻野亜里沙●こうの・ありさ

  種眠北高校一年生。期待のピアニスト。

  鴻野亜子●こうの・あこ

  種眠北高校三年生。亜里沙の姉。

  星音紗代●ほしね・さよ

  種眠北高校一年生。園芸部部員。

  山瀬霞●やませ・かすみ

  洋と莉花のクラスメイト。バスケ部副キャプテン。

  谷野綾子●たにの・あやこ

  洋と莉花のクラスメイト。図書委員。

  鐘綿昌平●かねわた・しょうへい

  洋と莉花のクラスメイト。愛すべきバカ。

  

  



  


  プロローグ

  

  　ギシッ、とベッドが軋きしむ音。

  　スリリ、とささやかな衣きぬ擦ずれの音。

  　チチチ、と窓の外のすずめのさえずり。

  　そして――。

  　ドックン、ドックン、ドックン。

  　心臓の音。

  　薄うす手でのカーテンの隙すき間まから射す朝陽は、ベッドの僕に……いや、僕らに当たっていて。

  「な、な、なななななんっで、こここっにいるわけ!?」

  　裏返ったまぬけな声が、見慣れた部屋にこだまする。

  「……理解不能」

  　小首を傾かしげられた。

  　女の子の少しくせっ毛のショートヘアが揺れる。

  「いや、あの、ぼ、僕のほうが理解不能なんだ……けど」

  　女の子の頭が今度は反対側に傾き、無表情な顔が、つぶらな瞳が僕に向けられる。

  　その落ちついた態度に、僕のほうがなにか間違ってるのかな？　と寝起きでうまく回らない頭をフル回転。超フル回転。

  　むむむむむむ……。

  　なんにも思い出さずに空回り。

  「なんで僕のベッドに女の子がいるの!?」

  　口にしたとたん、はずかしさが天井を突き破るほどに急上昇。僕自身も天井を突き破って逃げ出したかったけど、目の前の女の子がじりりっとにじりよってきたので、じりりっと後退した。

  　女の子はぶかぶかのワイシャツを羽織っているだけ。そんなちょっと目のやり場に困るような姿で、近づいてくる。

  　そんなに広くないベッド。

  　あっという間にベッドの端に追い詰められて。

  「これって夢!?」

  「違う」

  　一秒であっさりと否定され、頭の中はさらにパパパパパニック！

  「ちょ、ちょっと待って！」

  「お？」

  「い、いけないよ、こんなこと」

  　て、どんなこと!?

  　脳のう裏りに描かれそうになったピンク色の妄もう想そうを、頭をブンブンと振って追い払う。

  　すると、髪が長く、意志の強そうな瞳を輝かせた、とある女の子の顔が思い浮かんだ。

  　耳になじんだ、いや、なじんだらダメっぽい罵ば詈り雑ぞう言ごんも頭の中に響いた。

  「ダ、ダメダメダメダメ！　こんなとこ見られたら莉り花かさんに怒られる！」

  　思わず口にしたセリフが、なんだか情けないものだったと気づいたときには、ワイシャツ姿の女の子が僕の顔を覗のぞきこんでいた。

  　なんの感情も浮かんでいない幼さの残る顔が、目と鼻の先で、まっすぐにこっちを向いている。

  　ホントに、なんでこんな状況に!?

  　口の中で呟つぶやいたとき、女の子は抑よく揚ようのない声で言った。

  「――〝種たね植うえ〟……して」

  「!?」

  　その瞬間、僕はベッドの下にドスンッ。

  　さかさまになった視界。

  　カーテンの隙すき間まから、夏の青空が眩まぶしく見えた。



  


  １

  

  「あなたをなめますっ！」

  　本格的な夏の到来を感じさせる、ぎらぎらした日射しの中――。

  　小さな市民公園のベンチでくつろぐその女性の前に立ち、意を決して告げた。

  「なめさせてくださいっ！」

  　ジーンズとポロシャツを着た身体からだにじわわ～と汗をにじませながら、唖あ然ぜんとするその女性に詰め寄る。

  「はあ、はあ、はあ」

  　緊張と焦しよう燥そうで息を荒くしつつ、女性の痩やせた肩を抱いた。だ、抱いたんだ、いや大胆だ。

  　落ち着け、自分！

  　千ち草ぐさ色のブラウスを着た女性はビクッと身体を震わせ、あわあわと言葉にならない声をもらす。

  「し、心配しないでください！　痛くしませんから！　なめるだけですから！」

  　白はく昼ちゆう堂どう々どうそんなことを言われるのは気の毒だけど、言うほうもきつい。いつヘンタイ高校生として警察に捕まってもおかしくないんだから。

  　そんな不安を抱えながらも、最近ようやく芽生えてきた能力者としての使命感が、僕の背を押してくれた。

  　たとえヘンタイ高校生と言われても――言われたくないけど！――僕にはやらなければならないことがある。

  「な、なめまっひゅっ！」

  　ここぞというときにセリフを噛かんだ。顔がカアッと熱くなったが、もうあとは勢いで、その女性の額ひたいに口づけをした。

  　ムチュッ。

  「ひょわ……ほぉっ!?」

  　その女性――成なる尾おヨネさん、御おん年とし七十三歳の悲鳴が、ホント、胸に痛い。

  　目を白黒させてるし、身体は凍こおりついたように硬直している。

  　こ、このまま倒れたりしないよね？

  　そんな心配をしつつ、僕はヨネさんのしわしわの額を、そこに光る一つ葉形の蜜みつ口ぐちをぺロリとなめた。

  　ドクンッ。

  　鼓こ動どうとともに感じる蜜の味。ひそやかな花の香り。

  　ドクンッ。

  　心の花のかたち。秘めた色彩。

  　僕の舌に伝わってきた心の蜜が、ぐるぐると頭を駆け巡るよう。無から有を、不可視から可視を探りながら。

  　そしてその終着点は僕の目。花はな視みの力を宿した視界へ展開される。

  　僕は茫然自失といった表情のヨネさんの額から唇を離し、その背後に視線を向けた。

  　視みえる。

  　ヨネさんの背後には、スミレの花弁に似た小さなピンクの花が咲き乱れていた。まるでホログラムのように、その背から頭上へ向かって放出されている。

  　愛らしく、華やかに開いた花々の扇。その周しゆう縁えんが半透明で、ベンチの背もたれを透とう過かしていることから、実際の花でないことは明らかだ。

  　そう、これは特別な花。普通の人には見えない花。

  　人の心を顕あらわした秘密の花――密みつ花ばな、なのだから。

  　そんな花が視えるようになったのは、今から一ひと月つき半ほど前の五月の終わり。

  　平穏、平凡な日常を送っていた僕、葉はノの宮みや洋ひろは、ある日突然密花が視えるようになり、自分が花か族ぞくという能力者だと知らされた。花族は世間に知られることなく、密花などに関わる事件を解決する役目を担になっている。人それぞれの精神世界の平和を守る、という感じだ。

  　ちなみに僕の能力は〝花視〟。

  　蜜口という身体の一部――それは葉っぱの形の光点で、精神力が強いほど葉の数が多い――をなめることで、人の心を花の形で視みる特殊能力。

  　花か族ぞくであれば、なめなくても密みつ花ばなを視覚化できる。けど、ぼやけていたり、心が弱いためにまったく見えてこない密花もあるようだ。その点、花はな視みはなめなければ見えないが、なめると絶対に〝視る〟ことができる。

  　そう、なめればすごいんです。いやすごくないです。なめるのはずかしいし。

  　ほかにも花視以外の能力者には見えにくい心の事象を捉とらえたりもできる。つまり花視は花族の中でもとくに、精神世界を〝視る〟能力が高いのだ。

  　そして今、僕の目が捉えたヨネさんの密花は、

  「……トレニア？」

  〝穏おん和わ〟を花言葉に持つ美しい花だった。

  　密花と花言葉は密接な関係にある。

  　花族を統括する世界機関『フラワー協会』に残された伝承によれば、花言葉は密花の解かい析せきから派は生せいしたものだという。つまり密花の花言葉の意味が、そのままその人の内面に直結しているということだ。

  　それを示すように、トレニアの花言葉、〝穏和〟は、ここ数日の聞き込みで得た、ヨネさんの近所の評判と通じるものがある。

  　なのにそんなヨネさんが、最近人が変わったように奇声を発したり、近所の子たちに突然激げき昂こうしたりといった姿がたびたび目撃されているのだ。

  　明らかな異変。原因不明の豹ひよう変へん。

  　いや原因不明なんかじゃない。ヨネさんはきっと……。

  　僕はさらに精神を集中させ、トレニアを視る。

  　視つけるんだ。ヨネさんを襲おそった異変の手掛かりを。花視の僕が！

  「う～」

  　唸うなるくらい目に力を込めた、その瞬間。

  　クルッ。

  　トレニアの群ぐん生せいの一部が反転した。まるで僕の視線から逃のがれるように、花片がそっぽを向く。

  「？」

  　密花は心の花。だから基本的に物質世界の影響は受けない。どれほどの強風にもあおられたりはしない。なのにその花弁が今、たしかに動いた。

  　あさっての方向を向いたトレニアを、もう一度真正面から覗のぞき込む。

  　五秒ほどで再びクルリッ。

  　勘弁してよ、と言わんばかりに顔を、いや、花弁を背そむけるトレニア。

  　これは……。

  　しばし熟考。

  　まさか……。

  　ものは試しとばかりに、その怪あやしいトレニアをビシッと指さした。

  「こ、この僕がすべてお見通しだ！」

  　探偵少年っぽいセリフを言ってみた。

  「ひいっ」

  　短い悲鳴を上げたのはヨネさんだが、その背後でトレニアが震えだした。しかも一つや二つではない。先程動いたトレニアの周囲の花びらまでもが一いつ斉せいに振動し、葉や茎にまでそれが伝でん播ぱする。

  　間違いない。この花は――。

  　予感が確信に変わった瞬間、トレニアは、バサッ、バササッ、と互いの花と花、茎と茎、葉と葉を寄せ合わせ、融ゆう合ごうを開始した。

  「や、やっぱり……」

  　あっという間に花の塊かたまりは獣けものの頭部を、束たばとなった茎は首や四足、葉の集合体は胴体を形成した。

  　形は毛をトリミングされたプードル犬を思わせる。が、それは間違いなく僕ら花か族ぞくが戦わなければならないあやかし――密みつ鬼おにだ。

  　密鬼は人の心の弱さや歪ゆがみに付け入り、それを糧かてにしたり、寄生し操あやつったりもする。その存在自体、謎に包まれた部分が多いけど、人間にとって危険な存在であることだけはたしかだ。

  「密みつ花ばなに擬ぎ態たいしてたんだ！」

  　正体を現した獣けもの型がた密鬼の大きさは小型犬ほど。花と葉がひしめき合う頭部には、花びらによって目や鼻、口のようなものが形作られている。

  「フラワ～ン！」

  　プードル密鬼が吠えた！

  　そっか！　花と犬だからその鳴き声なんだ！――って、そんなことどうでもよかった！

  　パニック気味の僕を嘲あざ笑わらうように、

  「フラフラワ～ン！」

  　プードル密鬼はもう一度吠えると、こっちに向かって飛び跳はねた。

  「うわっ！」

  　悲鳴をあげて尻餅をつく。プードル密鬼はそのまま僕を飛び越え、ガサガサと葉は擦ずれの音をたてながら逃げていく。

  「ま、待て！」

  　慌あわてて立ち上がると、ヨネさんの姿が視界の端に映った。

  　ヨネさんは気を失ったようで、目をつむってベンチにぐったり。密花のトレニアは、擬態していた密鬼の分がごっそりとなくなっている。残ったヨネさんの本当の心の花は一握りほどしかない。

  　もっと早くに気づいていたら。

  　悔しさに唇を噛かみながら、僕はプードル密みつ鬼おにを追った。

  　市民公園の広さはサッカー場の半分ほど。滑すべり台などの遊具の置かれた広場と、それを囲む散歩道が巡らされているだけの簡素な造りで、ひっそりと静まり返っている。

  　日曜日の昼間だというのに人の姿が見当たらないのは、ヨネさんが公園に入るのを見み計はからって〝園内整備中につき立入禁止〟の看板を、すべての公園口に立てておいたからだ。

  　準備は万ばん端たんだった。

  　もしこれで失敗したら……怒られるだろうな、罵ののしられるだろうな、莉り花かさんに。

  　そんな心配がよぎる。懸命に走る。

  　プードル密鬼は広場を突っ切り、散歩道に飛び出していく。その向こうの一画が植え込みになっているから、そこに身を隠しながら逃げるつもりだろう。そうなったら見つけだすのは困難だ。

  　しかしそうはいっても、僕の足が急にオリンピック選手並みに速くなるわけはない。ていうか、どっちかっていうと僕は町内こども運動会補欠並みに鈍どん足そくで、

  「ぜはっ、ぜはっ、ぜは～」

  　あっという間に息が切れ、プードル密鬼との距離はぐんぐんと開いていく。

  　そしてついに、

  「フラワ～ン」

  　プードル密鬼が散歩道の中途から、植え込みに向かってダイブした。

  　まにあわない！

  「リーフレットガード」

  　声が響いたのはそのときだった。女の子のしとやかな声。

  　と同時に、ザアッとプードル密鬼と植え込みの間に、どこからともなく無数の緑りよく葉ようが舞い降りてくる。それは瞬またたく間に葉は群ぐんの壁となり、

  「フラワンッ!?」

  　プードル密鬼を跳はね返した。

  　しかし横おう転てんしたプードル密鬼は、すぐに起き上がる。

  「フーッ！」

  　忌いま々いましそうに唸うなると方向転換し、再び散歩道を駆け出した。

  「鬼ごっこはおしまいよ！」

  　さっきとは別の声が、凜りんと響いた。

  　密鬼の前方に、ジップアップのワンピースにニーソックス姿の女の子が一人、立ちはだかっている。

  「莉り花かさん！」

  　僕と同じ花か族ぞくで、戦闘のエキスパート、花はな狩かりの莉花さんだ。

  　莉花さんの瞳は深しん奥おうのきらめきを宿し、桃色の唇は決然と引き結ばれている。細い顎あご、流れるような長髪、華きや奢しやな身体からだ、そのすべてが彼女の存在感を際きわ立だたせていた。

  「覚悟しなさい！　これは鬼のほうが捕まる鬼ごっこよ！」

  　迫せまってくるプードル密みつ鬼おにに向かって莉花さんは右腕を構えた。その手に握られているのは銃じゆう口こうに花弁、銃じゆう身しんに茎、そしてトリガーに葉っぱをあてた、一輪花と拳銃が融ゆう合ごうしたような物体――銃じゆう花かだ。

  「覚悟しなさい！」

  「フラワワワ～ン！」

  　莉花さんの声とプードル密鬼の咆ほう哮こうが交こう錯さくした瞬間。

  　ダンッ！

  　銃花が唸うなった。銃口の白い花弁がパァッと飛び散るとともに、小さな光の弾だん丸がんが迸ほとばしる。

  「ワウンッ！」

  　そして密鬼の断だん末まつ魔まの叫びが響き渡った。

  　プードル密鬼の身体は空中でのけぞり、四、五メートルほども吹き飛ばされる。しかし、弾丸によって頭部を撃うちぬかれたはずのプードル密鬼は、震える足で立ち上がった。

  「!?」

  　莉花さんは意外そうな表情を浮かべ、しかしすぐに銃花を放つ。

  　一発、二発、三発……。

  「ペイジランクのくせに生意気よ！」

  　五発目の弾丸がプードル密鬼を貫つらぬいた瞬間、その身体を構成していた花と茎と葉は爆発するように辺りに散乱。

  　おりしも吹いてきた夏の風――かすかな甘さとむせるようなすっぱさの混じった匂いがした――に、その破片は運ばれていった。

  　公園に静けさが戻ってくる。

  　終わったんだ。

  　ふう～っと安あん堵どの息を吐はいたら、

  「洋ひろさん」

  　名を呼ばれた。

  　振り返ると、散歩道脇の木陰から長い黒髪にリボンの髪留めをした女の子が姿を現した。レース付きの涼しげなブラウスを着た女の子の手には、一輪の花のような三十センチほどの杖つえが握られている。

  「帆ほ鳥とりちゃん」

  　杖じよう花かによって特殊な葉の防壁――葉は叢むらの盾たてを自在に操あやつることのできる花はな狩かりの女の子、帆ほ鳥とりちゃん。先程の〝リーフレットガード〟は彼女によるものだ。

  「おつかれさま、帆鳥ちゃん」

  　蜜みつ鬼おにを倒せたことにほっとしながら言うと、帆鳥ちゃんは悪いた戯ずらっぽく瞳を輝かせた。

  「洋ひろさん」

  「ん？」

  「ヨネおばあちゃんのお味はどうでしたか？」

  　それは訊きかないでください。

  　帆鳥ちゃんの質問から逃げるように、僕は莉り花かさんに視線を戻した。

  「遅～い！　君のあの足の遅さはなによ!?　君のまわりだけ重力がきついのかと思ったわ！」

  　いつものように怒られる。

  　莉花さんは僕をジロリと睨にらんでから、手に持った銃じゆう花かに視線を落とした。腑ふに落ちないような表情を浮かべる。

  「ん～、なんだろ、この感覚……。力が……ビミョーに足りない？」

  　莉花さんは銃花をためつすがめつし、それから僕を見た。探るような眼まな差ざし。

  「君の力を感じない」

  「へ？」

  「花はな視みの力が感じられない。花視の君が視みてるなら、ペイジランクの密鬼なんて一発でしとめられてるはずなのに」

  　フラワー協会によって、密鬼はその強さに応じてランク分けがされている。それには強力なものから順にキング、クイーン、ナイト、ペイジと、タロットの小アルカナ構成が用いられている。

  　莉花さんは僕のほうに一歩近づき、疑わしそうな口ぶりで訊いてきた。

  「君、ちゃんとあたしたちの密みつ花ばな、視えてる？」

  　莉花さんたち能力者の精神力を、普段より高められるのも花視能力のひとつだ。花狩は精神力に比例して戦闘能力が増加するので、花視に視られることは花狩にとっても重要なサポートになっている。

  「も、もちろん、莉花さんたちの密花はちゃんと……」

  　以前に一度でも蜜みつ口ぐちをなめていれば、いつでもその密花を視界に描くことができる。普段はそれを視ないようにしているけど、視ようと思えばいつだって……。

  　集中し目を細める。脳のう裏りに浮かぶ花の形を視界に展開させる。

  　その間、ほんの三、四秒。

  　莉花さんの背後には真っ赤なバラが、帆鳥ちゃんの背後には空色のネモフィラが咲きそろう。

  「うん、ちゃんと視え――!?」

  　言いかけた言葉を飲み込んだ。

  　莉り花かさんのバラが、帆ほ鳥とりちゃんのネモフィラが霞かすんでいた。まるで一瞬で視力が落ちたように全体像がぼやけ、あれほど鮮あざやかだった花弁も色褪あせて視みえる。

  　なんだ？

  　花はな視みができるようになってから、今までこんなことはなかった。目をぱちくりさせ、こすったりしてみても、やはり二人の密みつ花ばなは不ふ明めい瞭りようなまま。輪りん郭かくは溶けたように曖あい昧まいだ。

  　莉花さんと帆鳥ちゃんが訝いぶかしそうに見つめている。

  「君、まさか――」

  　莉花さんが最後まで言う前に、聞き覚えのない女の子の声がそれを遮さえぎった。

  「花視、不安定」

  　大きくも小さくも、高くも低くもない声。

  　振り返るとショートヘアの女の子が立っていた。知らない顔だ。上品さを感じさせる端たん整せいな顔立ちだけど、表情はまるでない。グレーのキャミソール風のトップスにパーカを羽織り、下はハーフパンツ姿。服装からはシックな印象を受けるけど、そのたたずまいには繊細さと脆もろさのようなものが感じられた。

  「花視能力酷こく使しの反動。もしくは……」

  　ショートヘアの女の子は眉まゆひとつ動かさずに言った。

  「……未熟」

  　密花が視えずに動揺していたところに、そんなことを言われ――しかも初対面の女の子にだよ――目が点。

  　どうしたらいいかわからず、莉花さんに視線を戻す。

  「へっ!?」

  　その瞬間僕は目を疑い、現実を疑い、それから愕がく然ぜんとした。

  　あまりにも突然で、予想外で、非常識で、頭の中でバチバチッと火花が弾はじけたようで、胸が高鳴って。

  「ん～、祝運命の再会！　いとしの君!!」

  　シルクハットを被かぶった男に莉花さんが抱きしめられていた！



  


  ２

  

  「な、ななななななにをしてるんですかっ!?」

  　市民公園の中、莉り花かさんを抱きしめた若い男に詰め寄ろうとした僕は、

  「うわっ」

  　不意にポロシャツをうしろから引っ張られて、こけた。

  「あいたたたた」

  　ぶざまに倒れたまま顔だけを上げると、ショートヘアの女の子が、無表情に僕を見下ろしている。この子につかまれたようだ。

  「な、なんで!?」

  　ショートヘアの女の子は、僕のポロシャツをつかんだ自分の手に無感情な視線を向け、

  「お？」

  　自分の行動に今気づいたように、ちょっとだけ目を見開くと、手を離してくれた。

  　女の子の背丈は帆ほ鳥とりちゃんよりも低い。小学生くらいだろうか、ほっそりとした身体からだは、無駄な動きをそぎ落としたように静止し、感情の見えない瞳は黒こく曜よう石せきを思わせた。

  「紹介」

  　まばたきをひとつしたあと、女の子の唇だけが柔やわらかく動いた。

  「瀬せ々せ良ら月つき夏な」

  　自己紹介されたので反射的に僕も名乗る。

  「葉はノの宮みや洋ひろ」

  「十六歳」

  　小学生じゃなかった!?　と内心驚きながら答える。

  「十七歳」

  「好きなもの、にゃんこ」

  「好きなもの、園芸」

  「なぜ、転倒？」

  「あ、いや、それは君が――」

  　指摘しようとしたが、莉花さんの大ピンチ（？）を思い出し、慌あわてて立ち上がった。

  「莉花さん！」

  　莉花さんはすでに男の手を振り解き、真っ赤な顔に憤ふん懣まんを表わして男を睨にらみつけていた。

  「あんたいったいなんなのよ!?　このあたしに――!?」

  　その莉花さんの怒ど声せいが途と切ぎれたのは、男があまりにも迅じん速そくな所しよ作さで莉花さんの両手を取ったからだろうか。有無を言わせぬ早はや業わざ。まるで社交ダンスペアのように、男の勢いのある動きに合わせ、莉花さんの身体もその場でくるりと回った。

  「――撃うって」

  「へ？」

  　男の冷静なひとことを受け、莉花さんの右手に握られたままだった銃じゆう花かが一いち撃げきを放った。

  「ワウッ！」

  　次いで獣けもののような短い叫きよう喚かん。なにが起きたのかわからず、その鳴き声のしたほうへ視線を向ける。と、先程プードル密みつ鬼おにが倒れていた辺りに、塵ちりになっていく一握りの緑りよく葉ようの塊かたまりがあった。

  　どうやら男は、息絶えてなかったプードル密鬼に気づき、莉り花かさんを促うながして銃花を撃たせたみたい。

  「ん～、耐たい久きゆうに秀ひいでた密鬼だったようだね。あはは、油断禁物だぞ、いとしの君」

  　男はにこやかにそう言って、名残なごり惜しそうな表情で莉花さんの手を離した。

  　なんなんだ、この人？

  　その的確な判断とスマートな行動、密鬼のことを知っていることを鑑かんがみても、ただものではなさそう。だいいち……だいいち莉花さんを抱きしめたり、〝いとしの君〟なんて言ったり、いったいぜんたいどういうこと？

  　胸がドキドキしてる僕の前で、莉花さんの表情から怒りが消えた。おや？　と怪け訝げんな眼まな差ざしで男を見つめ、たっぷり十秒ほどの凝ぎよう視しタイム。それからポツリと呟つぶやいた。

  「……秀しゆう？」
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  　しゅ、しゅう？　シュー？　秀しゆう？　名前？　それは名前？　え？　知り合い？

  　僕は帆ほ鳥とりちゃんを見み遣やった。帆鳥ちゃんならなにか知っているかもしれないと思ったからだけど、

  「？？？」

  　帆鳥ちゃんのほうは不思議そうに二人を見て、しきりに首を捻ひねっていた。帆鳥ちゃんは、秀って人と面識がないみたい。

  「ホントに、秀？」

  　秀と呼ばれた男はへらへらっと笑った。

  「ん～、大正解っ。惹ひかれあう二人の記憶は色いろ褪あせないね」

  　そんな発言に僕のほうは色褪せ、じゃなくて冷や汗がでてきた。惹かれあうってなに!?

  　莉花さんと知り合いで、『秀』、『莉花』と呼び合う謎の男の登場に、胸はもやもや、ざわざわ、落ち着かない。

  「なんで秀がここに――」

  　莉花さんのセリフを、秀さんは片手を軽く上げて制すと、僕を横目で見た。そしてニヤリ。

  「葉はノの宮みや……洋ひろくん？」

  　僕の名を知っている？

  　驚く僕に秀さんがゆっくりと近づいてくる。

  　改めて真正面からその姿を見る。年は二十歳前後か。黒の燕えん尾びジャケットにスラックス。シルクハットと細いネクタイを付け、胸のポケットからは白いハンカチが覗のぞいている。なんていうか、時代がかった執しつ事じっぽい。しかし涼しげな目元や鼻筋の通った顔、僕より頭一つ分ほど高い身長は、モデルと言っても通用しそう。笑顔の口元からは白い歯がキラリ。

  「ん～、こんにちは。花か族ぞく候補さん」

  　バリトンの声を響かせ、秀さんは僕の前まで来ると、こっちに向けて両手を開いた。

  「十日以内でどうだい？」

  「？」

  「葉ノ宮くん、君にはその間に花はな視み能力の一つ、〝種たね植うえ〟ができるようになってもらいたい」

  〝種植〟？　なにそれ？

  　答えを求めるように莉花さんを見ると、莉花さんは目を丸くして驚いている。しかし戸と惑まどう僕にかまわず、秀さんはよどみなく言葉を続けた。

  「もしそれができなかったらさ――」

  　秀さんはニコニコしながら、ジャケットのポケットから小こ瓶びんを取り出した。コルクの栓せんがしてあり、中には数枚の葉っぱが浸ひたった透明な液体が満ちている。

  「――これは、フラワー協会が開発した秘薬〝勿わす忘れな菜さい〟」

  　わすれなさい？

  「すまないけど、これを一気飲みしてもらうことになる。で、密みつ花ばなも花はな視みも、花か族ぞくに関する記憶は、きれいさっぱり忘ぼう却きやくの彼方かなたへ」

  「は？」

  「本当に花視としてやっていくだけの力がないなら、そのほうが君にとってもいいのさ。中途半端な花視能力なんて、百害あって一利なし。花族の秘密保全のためにも、君から花族関連の記憶を消し、なおかつ花視能力発動抑よく制せいのため、君の精神を幼児期まで退たい行こうさせる必要があるんだね。催さい眠みん療法とか、薬物投とう与よとかで」

  　な、なんですって？

  「ん～、つまり俺たちは、葉はノの宮みやくんが花視としてやっていけるだけの素質を持っているか見極めに来たってわけさ。もちろんフラワー協会からの指令でね。あ、いちおう俺は莉り花かと同じ花はな狩かり。これでも身を粉こにして、密みつ鬼おに退治では優秀な成績を残してるんだよ」

  　秀しゆうさんは含んだような笑みを浮かべる。

  「いとしの莉花に相応ふさわしい男になるためにね」

  　な!?

  　秀さんの後こう方ほうで莉花さんがため息をついたように思えた。けど、まっすぐ見つめてくる秀さんから僕は顔を背そむけてしまったので、よくわからなかった。

  　秀さんはそんな僕の前で、ん～、と面白そうに唸うなると、月つき夏なちゃんに視線を向けた。月夏ちゃんはなにも映りこんでないような目をして、ひっそりと佇たたずんでいる。

  「それから月夏は、フラワー協会日本支部の事務を手伝ってもらっている花族だ。よかったら仲良くしてやっておくれ」

  　そう軽く紹介すると、改めて僕たち一同を見渡した。

  「さあって、葉ノ宮洋ひろくんの、花視査定試験をはじめよう！」

  

  「〝種たね植うえ〟は花視能力者にとって重要な能力の一つなの」

  　莉花さんはリビングのテーブルにパインジュースのグラスを三つ置いた。思し案あん顔がおのまま、テーブルを挟んだ僕の向かい、帆鳥ちゃんの隣のソファに座る。

  　市民公園で秀さんから花視査定試験の開始を宣告された僕は、莉花さんと帆ほ鳥とりちゃんに連れられ、漣れん芽が町の二人の住むマンションに来ていた。

  　もちろん花視査定試験の対策を三人でするため。

  　ちなみに秀さんは、あの女の子を連れ、

  「俺と月夏は詩し雨さめ駅前の『ホテルフローラル』に泊まってるから。〝種植〟できそうになったら、いつでも来てくれ。そして莉花はいつでも愛を語りにおいで」

  　賑にぎやかに言い残し、去っていった。愛を語るって……。

  　莉り花かさんによると、莉花さんと秀しゆうさんは幼い頃、フラワー協会の花か族ぞく研修プログラムで一緒になったことがあるという。ちなみに月つき夏なちゃんとは、莉花さんも帆ほ鳥とりちゃんも会ったことがないそうだ。

  「秀と会ったのは、あたしが花族の力に目覚めてフラワー協会に保護された直後……だからもう十年前くらい。あたしはすぐに貴き島しま家に引き取ってもらったから、ホントに数回会っただけだけど」

  　なるほど、それなら帆鳥ちゃんが知らなかったのは納得がいく。

  　でも…………なんだろう、この気持ち。もやもやもやもや。

  「まったく秀のヤツ、あのへらへらっぷりとか、慣れ慣れしさとか、だれかれかまわず〝好きだ愛してるいとしの君〟なんていう図々しさとか、全然変わってないんだから」

  　秀さん、すごい子供だったんだ。

  「まあ、そのおかげで、秀だって気がついたんだけどね」

  　莉花さんの話を聞いてるうちに、すっきりしない理由がなんとなくわかった。

  〝秀〟……だ。

  　莉花さんは秀さんの言動に呆あきれ顔だけど、そんな莉花さんの秀さんに対する呼び方が、微妙に引っ掛かる。

  　だって莉花さんが僕を呼ぶときなんかは相変わらず〝君きみ〟。

  　名前を呼ばれたことなんか…………そう、一度しかない。

  　なのに十年前に数回会っただけの秀さんは名前で呼び捨てだ。そりゃあ小さい頃の知り合いだし、自己申告だけど秀さんは優秀な花はな狩かりで、花族として僕は足元にも及ばないのかもしれない。それが呼び方の違いに表われているのかも。

  　でも僕だって莉花さんと出会ってもうすぐ二か月だ。ともに密みつ鬼おにを倒した仲でもある。いいかげん〝君〟じゃなくて、普通に名前で呼んでくれたって…………。いや待てよ、意外に自然な感じでふってみれば、呼んでくれるかも。

  「莉花さん」

  「なによ？」

  「僕は誰？」

  「病院行ってきなさい」

  　ダメだった。完全に。

  　僕と莉花さんの寂しい関係に嘆たん息そくした瞬間、

  「!?」

  　ハッとした。あれ？　あれれれれ？　顔全体が一気に火ほ照てって、頭が茹ゆだってきた。赤面してるのが自分でもわかる。

  　こんなことにこだわってるのって…………まさか……まさかこれ――やきもち!?

  「ええっ!?」

  　思わず声を上げてしまった。莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんから不思議そうに見つめられる。

  　僕は「なんでもない、なんでもないです」と取り繕つくろうように笑って、パインジュースの入ったグラスをあおった。あおった。飲み干した。

  　か、考えすぎだよ。忘れよう。はい、忘れた。

  　とにかく今はそれどころじゃない、花はな視み査定試験のことが最優先だ、とごまかす……じゃなくて気を引き締めなおす。

  「た、〝種たね植うえ〟の話を聞かせて」

  　むりやり作った神妙な顔で二人を促うながすと、グラスを両手で挟んだ帆鳥ちゃんが口を開いた。

  「〝種植〟というのは、花視が創造した種を人の心に移植。そして新たな密みつ花ばなを咲かせることです」

  「……」

  　なんかすごそう……。

  「〝種植〟には高い精神力が必要なのよね。花視能力者が全員できるとは限らないみたいだし、下へ手たをすれば心の操作につながりかねないから慎重に行おこなう必要もあるわ」

  「ええ。ですから〝種植〟は、対象者の密花が回復不能な欠けつ損そんを被こうむった場合で、かつ〝密花の根〟とも呼ばれる、心の素もとが残っている場合。または密花の異常によって、対象者自身、もしくはその周囲に危険が及ぶと判断された場合にのみ可能です」

  「その場合だって、二人以上の花か族ぞくの承認が必要だったわよね？」

  　莉花さんの言葉に帆鳥ちゃんがうなずく。

  「とてもデリケートな能力ですね」

  「だからなんか納得いかないわ。そんな力を査定試験の課題にすることが。だいいち査定試験自体、行われることは稀まれなはず。あたしたちになんの連絡もないってのもひどいわ」

  「運が悪かったですね」

  「ああ、こいつ運に見離されたような顔だもんね。貧ひん相そうだもんね。まったく、そういうところよ」

  　いまさら顔のつくりを責められても。

  「とにかく十日以内に〝種植〟ができなくては、洋ひろさんの記憶は失われてしまいます」

  　改めて言われると焦しよう燥そうにかられる。記憶がなくなるなんてまっぴらだ。

  「そして見た目は高校生のまま幼児に。赤ちゃん言葉で、ハイハイしているような洋さんを想像してみてください……」

  　帆鳥ちゃんは僕をじぃ～っと見つめ、それから、うふふ、と笑った。

  「それはそれでなかなか」

  「ほ、帆鳥ちゃん？」

  「冗談です。妄もう想そうだけにしときますね」

  　いや妄想も勘弁して。

  「まあ、こいつが赤ちゃんになってもゾンビになってもかまわないんだけどさ」

  「いや、ゾンビになる話はどこにもないからね」

  　莉り花かさんはパインジュースをクイッと飲み、それから僕を見み据すえた。

  「せっかくの花はな視みの力を失うのは、あたしや帆ほ鳥とりにとってもマイナスだわ」

  　空からになったグラスをカーンとテーブルに置く。

  「というわけで試すわよ」

  「試す？」

  「いちおう君が今〝種たね植うえ〟できるかどうかをね。もし成功したらそれで解決じゃない？」

  　そう言うと莉花さんは、すっくと立ち上がった。

  「〝種植〟の種を創ることができたら合格ね。実際に〝種植〟が必要な人が現れるとは思えないし。だからそこまでを試せばいい」

  　莉花さんはしかたないといった表情でこっちに来ると、僕の隣に腰を下ろした。

  「ほら、さっさとあたしを花視しなさい」

  　花視？

  「〝種植〟は花視の延長線上の能力よ。つまり対象者とのリンクを強める必要があるってこと。それに君、花視の力が不安定で、あたしたちの密みつ花ばなが視みえなくなってるんじゃないの？」

  「あ」

  　そうだった。僕は今、花視の力をうまく引き出せないでいる。まあ、元々完璧に使いこなせていたわけじゃなかったけど、それでもこんな状態は初めてだ。

  「洋ひろさん、花か族ぞくの力に目覚めたばかりの人には、そういうのたまにあるようですよ」

  　帆鳥ちゃんが慰なぐさめてくれたが、心は晴れない。なんか情けない。花視査定試験に全力で臨のぞまないといけないときなのに、タイミングが悪すぎる。

  『花視、不安定』

  　月つき夏なちゃんに言われたことを思い出す。

  　その原因は、一ひと月つき半前の花はな瀑ばく布ふという異常時に、花視の力を限界以上に発揮した反動…………か、単に僕がどうしようもないくらい未熟なだけだという。

  　どちらかといえば前者のほうがいい――。

  「まったくどうしようもないくらい未熟なんだからっ」

  　莉花さんによって後者決定。がっくりと肩を落とす。

  「だからこそもう一度……ううん、必要なら何度だって花視をしなくちゃいけないわ」

  「何度も!?」

  「なんで鼻息荒いのよ!?」

  　い、いや、べつにやましい気持ちで言ったわけじゃないのに。

  　莉り花かさんは、ちっと舌打ちをし、

  「とにかく――」

  　開き直ったように言った。

  「――君、あたしをなめなさいっ！」
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  　ソファに座ったまま莉花さんと向き合った。

  　至近距離四十センチくらい。莉花さんはその首筋が僕によく見えるように、というより、照れくさそうに顔を横に向けている。

  　僕のほうもまともに莉花さんの顔は見られず、蜜みつ口ぐちのある首筋を、そのなめらかなラインを、きめ細かい肌だけを凝ぎよう視しする。

  　三度目の花はな視みなのに、なんでこんなに緊張するんだろ？　心臓が飛び出しそうになるんだろ？　ほかの人を初めて花視するとき以上に、なんだか平静でいられない。

  「早く……なめなさいよ」

  　莉花さんは僕に横顔を向けたまま言う。またすぐに唇を軽く噛かんで押し黙る。その頬ほおが赤く染まっているのを見て、僕のほうがどぎまぎする。

  　そんな僕らとは対照的に、涼しい顔でパインジュースを飲んでいた帆ほ鳥とりちゃんが、うふふ、と笑った。

  「私、席を外はずしましょうか？」

  　莉花さん、大おお慌あわてで振り返る。

  「な、なんでよ!?　ダメよ！　いてよ！」

  「あとは若い人同士で」

  「あんたが一番若い！」

  　帆ほ鳥とりちゃんの好奇心たっぷりの視線を受けつつ、莉り花かさんは僕を上うわ目め遣づかいで睨にらんだ。

  「なにぼさっとしてんのよ!?」

  「いや、だって……」

  「だってじゃない！」

  　莉花さんはそう言って、僕の頬ほおをギュ～とつねった。

  「いひゃい、いひゃい」

  「自分の置かれた状況わかってんの!?　記憶がなくなってもいいの!?　花はな視みのことも、密みつ花ばなのことも、密みつ鬼おにと戦ったことも……――あ、あたしたちのことも忘れて、それで平気なの!?」

  「！」

  　頬をめいっぱい引き伸ばされながら、僕はハッとした。事の重大さにようやく気づき、血の気がひく。

  　そりゃあ、記憶を失うのはイヤだし、精神的に赤ちゃんになるのなんてぞっとする。

  　でもそれよりも、もっともっとイヤでつらいこと……。

  　莉花さんと帆鳥ちゃんを忘れてしまうこと。

  　花か族ぞくに関する記憶を失うのなら、当然、莉花さんと帆鳥ちゃんのことも、僕からは消えてしまうに違いない。

  　たった一か月半の記憶。

  　でもそれを失うことは、僕の身体の半分を持っていかれるのと同じような気がした。

  「ひゃる。ほふ、れっらいひゃっへひへひゅよ！」

  　やる。僕、絶対やってみせるよ！　と言ったつもりだが、ほっぺをつねられているので言葉にならなかった。でも、

  「忘れるんじゃないわよ。今の言葉」

  　莉花さんに伝わったことが嬉しかった。

  「そうですよ、洋ひろさん。せっかくお友達になれたのですから、三人で頑張りましょう」

  「ありがとう、帆鳥ちゃん」

  「でも、赤ちゃんになった洋さんでも喜んで面倒みますけど」

  「なめますっ！」

  「よ、よし、来なさいっ」

  　莉花さんは再び僕に横顔を向け、目を強く瞑つむった。そんな仕し種ぐさにドキドキしながら、僕は莉花さんの首筋に口を近づけていく。

  　莉花さんを最後に花視したのは、花はな瀑ばく布ふが起きたとき。

  　あのときは無我夢中で花視をして、一度は失われた莉花さんの密花を再生させることができた。そのときなぜかバラ以外の密みつ花ばなも顕けん現げんし、花園のように色とりどりの花が咲いたのを覚えている。

  　しかしそれが莉り花かさんの潜在能力によるものなのか、僕の花はな視みの力なのかは判然としなかった。あのあとすぐにほとんどの密花は消え、莉花さんの背中には、いつものバラだけが残ったから。そしてそれ以来、同じ現象は起きていない。莉花さんがそのことをフラワー協会に伝えたようだけど、まだ返答はないらしい。

  　もし……。

  　莉花さんの四つ葉形の蜜みつ口ぐちを視みつめながら思う。

  　もしあのときの現象が僕の花視の力によるものなら、それは〝種たね植うえ〟に近いものではなかったか、と。一時的だったけど、あのとき莉花さんには新たな密花が咲いたのだから。

  　それなら〝種植〟ができる可能性だって……。

  　そんなかすかな期待を抱きつつ、そっと莉花さんの蜜口に唇をくっつけた。

  「んっ……」

  　莉花さんが喉のどの奥で声をもらす。僕は一気に汗ばんで、それが莉花さんに気づかれないことを祈る。震える両手はどこに持っていけばいいのかわからず、自分の膝ひざの上で固く握った。そして――。

  　ぺろっ。

  　莉花さんの蜜口をなめた。

  「ひゃんっ」

  　莉花さんの小さな悲鳴を耳にしながら、もうひとなめ、ぺろり。

  　舌に心の蜜をなじませる。蜜が描く花の形を僕の心に刻んでいく。それを脳のう裏りで再構成し、描かれた密花の姿形を視界へ描いていく。

  　ゆっくりと舌を、唇を、顔を、莉花さんから離した。

  　莉花さんの背後には、ひとつひとつが精せい緻ちな細さい工くのようなバラが、真紅を湛たたえて咲き零こぼれていた。

  　やっぱり綺麗だ。

  　繊細なフォルム、光彩を放つような鮮あざやかな赤。〝愛〟と〝美〟を花言葉に持つバラは、気高さと清せい麗れいさを織り込んだドレスを思わせ、それを背に纏まとった莉花さんは、まるでおとぎの国のお姫さまのようだ。

  「視えてる、わね？」

  　まだ頬ほおを淡く染めた莉花さんが、僕の顔を窺うかがうように見つめている。

  「うん、はっきりと。とても綺麗だよ、莉花さん」

  　それを聞いた莉花さんは、なぜかいちだんと真っ赤になった。

  「莉花さん？」

  「なんでもないっ」

  　と言いながら、ソファに置いてあったクッションを僕の顔に思いっきり投げつけた。

  　な、なんで!?

  　鼻をさする僕から顔を背そむけ、莉り花かさんは両手をうちわ代わりにひらひらさせている。帆ほ鳥とりちゃんはそんな僕らを、ニコニコ、笑顔で眺ながめている。

  「花はな視み自体は問題なくできるようですね」

  　口を開いたのはその帆鳥ちゃん。

  「ということは、洋ひろさんは今、その効果を持続できない状態ということですね」

  　帆鳥ちゃんは人差し指を顎あごにあて、う～ん、とかわいらしく唸うなった。

  「力が過か渡と期きにあるということでしょうか？」

  　ようやく落ち着きを取り戻した莉花さんが、言葉を継ぐ。

  「過渡期でもなんでもいいけど、君はその状態で十日以内に〝種たね植うえ〟をしなくちゃいけない。花視でいるために。花か族ぞくでいるために。それから――」

  　莉花さんが僕をまっすぐに見つめる。その瞳は真しん摯しな光で輝いていて、それが僕をなによりも励ましてくれた。

  「――あたしたちの仲間でいるために」

  　僕はうなずいた。
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  　花はな視み能力が不安定なのは最悪に不都合だけど、でも僕は僕のために、そして僕のことに真剣になってくれる仲間のために、やらなくちゃならない。

  　僕はソファの上に正座して言った。

  「〝種たね植うえ〟の方法を教えて」

  　莉り花かさんは満足そうに目を細め、帆ほ鳥とりちゃんは優しい笑みを浮かべ「はい」と首しゆ肯こうした。

  「〝種植〟はですね……」

  　帆鳥ちゃんの真剣な表情に、僕は固かた唾ずを呑のんで次の言葉を待った。

  「洋ひろさんが、その人の心を強く想えばできます」

  「……」

  「頑張ってください」

  「ええ～!?　そんなアバウト!?」

  　百パーセント精神論な答えに困こん惑わくする僕に、莉花さんが堂々と言い放つ。

  「ようするにあたしの〝愛〟と〝美〟のバラを感じればいいのよ。あとは気合と勢いね」

  　ますますわからない。

  　帆鳥ちゃんが、莉花さんの説明に苦笑しながら言った。

  「その人の心を想う強さが、きっとその人の密みつ花ばなの根を視みせてくれると思います。洋さんはその根から花を想像して創造すればいいのですよ」

  　その心を想う強さ？

  　莉花さんを……想う強さ？　強く想う心？

  　莉花さんが思い出したように口を開く。

  「そういえば全身に、こう……フルパワーを込めて、えいりゃあ！　って念じればいいとかって、フラワー協会の教本で読んだことがあるようなないような……気がしないでもないような……記憶があったりなかったり……どっち？」

  　どっちなのかこっちが訊ききたい。

  　莉花さんの言葉に混乱しつつ、集中、集中、と自分に言い聞かせる。

  　莉花さんのバラを視る。

  　目に力を、いや、莉花さんが言うように、全身に力を込める。

  　そして強く、心の底から想う。

  　莉花さんを。そのバラを。

  　自分の心に描くように、念じるように。ただひたすらに。

  「ド～ンと踏ん張るのよ！」

  　え？　踏ん張る？

  「う、う～ん！」

  　正座したままどうやって？　と思ったが、とりあえず手足を硬こう直ちよくさせるように力を入れる。ふくらはぎがつりそうになった。が、やめるわけにはいかない。おなかに渾こん身しんの力を漲みなぎらせる。

  「うぬ～っ！」

  「もっとよ、もっと！　えいりゃあって言いなさいよ！」

  「え、えいりゃあっ、えいりゃあっ、えいりゃあっ」

  　な、なんか間違ってない？

  　などと思いつつ、ぶるぶると全身の筋肉を震わせ、歯を食いしばる。身体からだがギシギシ、ミシミシいう。それでも満身で念じる。

  　身体を、心を、生命すらも、莉花さんの心と共鳴させるように。

  　強く！……ひたすら強く！

  「ぐおおおお～！」

  　おなかに、手足に、力を奔ほん出しゆつさせる。

  「おおおおおおお～！」

  　ありったけの力を～！

  「ふんがあああああああ～」

  　――――バタッ。

  　倒れた。

  「…………死んだ？」

  　莉り花かさんの声と、

  「貧血のようですね」

  　帆ほ鳥とりちゃんの声をはるか遠くに聞きながら……意識が……遠とお退のき…………さようなら。

  　しばらくして目覚めたときの、莉花さんの冷ややかな視線に落ち込む僕。

  　結局〝種たね植うえ〟じゃなく、ただのヘタレ印象を二人に植えつけ、家いえ路じについた。
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  　翌朝、いつもより一時間近くも早く家を出た。

  　通学路の道端に咲く草花を眺ながめながら駅に向かい、電車に揺られながら夏季の花のことを思う。

  　夏は花の世話が難しい季節でもある。暑さに弱い花も少なくなく、園芸部員としては、日よけ対策や水やりの頻ひん度どなどにも気をつけなければならないからだ。

  　ま、そういうのが楽しいんだけどね。

  　種眠たねむ北高に到着すると、教室ではなく花壇に向かった。室外の花には、気温が上がらないうちに、水をあげといたほうがいいものもあるからだ。

  「ふあわわわ～、葉はノの宮みや先輩、おはようございます～」

  「え!?　紗さ代よちゃん!?」

  　誰もいないと思ったのに、中庭の花壇にはもう一人の種眠北高園芸部員、一年の星ほし音ね紗代ちゃんの姿があった。紗代ちゃんは肩の下あたりまで伸ばした髪を揺らし、ペコッと会え釈しやくをした。いつもはクリッとした瞳を眠そうにしょぼしょぼさせつつ、如じよ雨う露ろで花に水をあげている。

  「こんな早くどうしたの？」

  　同じ部員だけど、紗代ちゃんがこんなにも朝早くに花壇に来ているのは、僕の知っている限りでは初めてだ。

  　そっか。紗代ちゃん、そこまで園芸部のことを、花たちのことを考えてくれてたんだね。僕、感激だよ。

  「紗代、今日クラス日直で、いつもより一時間も早くおうちを出てきちゃったんですよ」

  　あれ？

  「そしたらなんとなんと！　驚きよう愕がくの新事実がド～ン！――日直は明日～！　うう、早起きはサイモンの毒なんかじゃないですよ、昔の人！」

  　三文の徳だよ、紗代ちゃん。早起きしてサイモンさんが毒を盛るって、怖すぎるからね。

  「しょうがないので、お花たちに水をあげて時間を潰してました」

  　ちょっとがっかり。でも理由はどうあれ、花に水をあげにきてくれたことはうれしかった。

  　僕一人だけだった園芸部に、今年の春入部してくれた紗代ちゃん。

  　先の花はな瀑ばく布ふに大きく関わった一人だけど、今はそれも解決し、本人にはそのときの記憶はない。以前と同じように明るく、少しドジだけど、素直でかわいい後輩だ。

  「でも、朝一番にこうしてお花と会えるのは、結構うれしいかもです、にはは」

  　涼しげなアサガオや、漏ろう斗と型がたの花弁が美しいグラジオラスを眺めながら、紗代ちゃんは晴れやかに笑った。

  　夏の花々は水滴を弾はじき、朝陽の中で輝くように咲きそろっている。青空の下のその美び麗れいないでたちは、僕の心を和なごませ、涼を感じさせる。

  　ああ、癒いやされる。

  　朝早くに家を出てきた理由は、もちろん花の世話もあったが、大好きな花に接し、気持ちを落ち着かせようとも思ったからだ。

  　やっぱり花はな視み査定試験のことが不安でならない。

  　十日以内にそれができなければ記憶を失い、幼児モード突入。人生的に崖っぷちに立たされそうだし、両親も泣きそう。

  　なにより莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんのことを忘れてしまう。

  　それを思うと、じわじわと危機感が増した。怖くなった。

  　絶対に〝種たね植うえ〟できるようにならないと。

  　改めて決意を固めつつ、花壇の花を眺ながめていたら、

  「ところで葉はノの宮みや先輩」

  　紗さ代よちゃんの不思議そうな声が聞こえた。視線を動かすと、紗代ちゃんがこっちを見ながら小首を傾かしげている。

  「なに、紗代ちゃん？」

  「先輩のうしろの小さな子、誰ですか？」

  「へ？」

  　なんのこと？　と思いつつ振り返ると、

  「え？　あれ？　な、なんで!?」

  　そこには瀬せ々せ良ら月つき夏なちゃんが立っている。

  「観察。執しつ行こう官かんの責せき務む」

  　驚く僕に、月夏ちゃんは事務的な口調でそう言った。昨日とは色の違う服を着てるけど、派手さのない落ち着いた印象は変わらない。そして昨日は気づかなかったけど、被っている帽子は猫の耳が付いたような形をしていて、そういえば、にゃんこが好きって言ってたなあ、と思い出した。

  「観察って――」

  　聞き返そうとして、紗代ちゃんが興きよう味み津しん々しん、僕らのほうを窺うかがっていることに気がついた。まずい。花か族ぞくに関することを聞かれるわけにはいかない。

  　僕は咄とつ嗟さに月夏ちゃんの手をとり、逃げるようにその場をあとにした。紗代ちゃんにはあとできちんとフォローしておこう。

  「観察って、花視査定試験中は僕を見張るってこと？」

  　再び月夏ちゃんと向かい合ったのは体育館裏だった。ほかに人影はなく、風通しが悪いのか、じめっとした熱気が身体に纏まとわりついてくる。

  「……」

  　月つき夏なちゃんは無言でパチリとまばたきした。肯こう定ていの意味かな？

  「ま、待って。そんなの無理だよ。授業中とかどうすんの？　月夏ちゃんを教室に連れていけないよ。皆になんて説明すんの？　いや、その前に先生に追い出されちゃうよ」

  　フラワー協会の方針なのかもしれないけど、学校にまで来られたらたまらない。

  「お？」

  　僕の言葉に月夏ちゃんは首を傾かしげた。その瞳がちょっとだけ見開かれている。

  　僕、ヘンなこと言ったかな？

  　月夏ちゃんの態度にこっちが心配になったとき、彼女の傾げた首がゆっくりと元に戻った。

  「観察。同行、相違」

  　え～と、つまり……。

  「ずっと僕のそばにいるってことじゃ……ない？」

  　こっくりと、月夏ちゃんはうなずいた。

  　学校に現れて「観察」なんて言うもんだから、てっきり月夏ちゃんに付きまとわれるのかと思ったけど、違ったらしい。

  「そっか。ごめん、僕、勘違いしてたみたい」

  　ほっと息を吐はくと、月夏ちゃんの瞳に一瞬、冷ややかなものがよぎったように見えた。

  「理解。私と一緒、忌き避ひ」

  「え？」

  　淡たん々たんとした口ぶりだったが、なんだかその言葉と一緒に月夏ちゃんの想いがポロッと捨てられたような気がした。僕は慌あわてて口を開く。

  「イ、イヤとか、そういうんじゃないからね。先生が許してくれないだろうし、それに、ほら、なんていうか、月夏ちゃんみたいなかわいい子と一緒にいると、それだけで注目の的で、冷やかされて、いろんな噂がたったら月夏ちゃんにも迷惑がかかるよ。そ、そういう意味の言葉で、うん、月夏ちゃん自身がイヤとか、そういうの全然ないからっ」

  　ちょっとなに言ってるかわからなくなった。

  　そんな僕のしどろもどろっぷりを、月夏ちゃんはまるで関心がないような表情で見つめ、それからかすかに眉まゆ根ねを寄せた。

  「かわいい？…………理解不能」

  「あ」

  　そこで初めて、自分が月夏ちゃんに面と向かってかわいいと言ったことに気づき、頬ほおが熱くなった。

  「あ、い、いや、それは、そ、その」

  　なにか言わなきゃと言葉を探していると、体育館の向こうのほうから笑い声が聞こえてきた。振り向くと、裏門から体育館脇を通っていく生徒たちの姿が見える。そろそろ皆が登校してくる時間のようだ。

  　そう思いながら視線を戻すと、

  「あれ？」

  　そこに月つき夏なちゃんはもういない。

  　狐きつねにつままれたよう、とはこういうことを言うのかな？

  「不思議な女の子だな」

  　独り言を零こぼし、それから体育館裏を離れ、校舎脇を歩きだした。中庭に戻ろう。

  「ん？」

  　不意にピアノの音が聞こえてきた。

  　音楽のことには疎うといので曲名なんてわからない。ただそれは遠い日の雨音を思わせるような、少し寂しげな旋せん律りつで、でも心に染しみる優しい音色だった。

  　中庭に向かう足を止め、近くの窓に近づいた。そこが音楽室だということは把握してたし、どんな生徒が――先生かもしれないけど――弾いているのか単純に興味が湧いたから。

  　演奏者の邪魔になってはいけないと思い、そっと窓の端から中を覗のぞいてみる。

  　てっきり合唱部あたりが朝あさ練れんで使用しているのかと思ったけれど、室内には生徒が一人だけ。ピアノを弾いている女の子しかいなかった。

  　僕の位置からは、女の子の演奏する姿を真横から見ることができた。女の子は瞳を細め、上体をかすかに揺らしながら、流れるような指さばきで鍵けん盤ばんを叩たたいている。

  　フランス人形のようなふわふわの髪の女の子。指を躍おどらせるたびにその柔やわらかそうな髪と、大きな胸が揺れていた。

  　……。

  　…………え？　胸？

  　知らず知らず、女の子の胸に視線を注いでいることに気づき、慌あわてて窓の下に顔を引っ込めた。

  「な、なに考えてんだ、僕」

  　ピアノの音色に耳を傾けながら、まるで引きつけられたかのように、我を忘れたかのように彼女の胸を見ていた。異常に凝ぎよう視ししていた。

  「ダ、ダメダメだ……」

  　自分の取った行動に幻げん滅めつ。朝っぱらから、ちょっとおかしい。これも花はな視み査定試験に対する不安から来るものだろうか……と考えるのは言い訳っぽい。

  　頭を軽く振り、なんだかぐったりしながら中庭に戻った。

  

  　種眠たねむ北高。二年Ｃ組。

  　朝のホームルーム前。クラスメイトたちの賑やかな声を聞きながら、僕は窓際の一番うしろの席で嘆たん息そくした。

  「朝から疲れたな……」

  　机に頬ほお杖づえをつき、室内をぼんやりと見つめる。

  　窓の外から射し込む朝陽が、クラスメイトたちの笑顔を眩まぶしく照らしている。

  　誰の表情も明るい。うきうきしている。それもそのはず、先週で期末テストが終了し、あとは二週間後の夏休み突入を待つだけという、お気楽期間なのだから。

  　なのに僕だけが沈んでいる。

  　疲れの原因はたぶん精神的なもの。花はな視み査定試験のことで憂ゆう鬱うつになっているのだろう。

  「試験……試験……花視査定試験……〝種たね植うえ〟……〝種植〟……」

  　呪じゆ詛そのように呟つぶやいていたら――バシンッ――いきなり頭をスクールバッグではたかれた。

  「なに朝から辛しん気きくさい顔してんのよ？　君には華ってもんがないんだから、そうしてるとまるで枯れ木よ」

  　莉り花かさんのご登校。ていうか、十七歳で枯れ木と言われる僕って……。

  「おはよう、莉花さん」

  　昨日のマンションでの失態のことがあるので緊張したが、莉花さんはべつに怒っている様子もなく、隣の席に座った。

  「昨日、帆ほ鳥とりと二人で話し合ったんだけど」

  「僕の軟弱さについて!?」

  「そっちは、フラワー協会の〝筋肉盛り上げ隊〟に頼もうか検討中よ」

  　どんな隊？　そしてそんな隊があるフラワー協会って……。

  「ああ、もしくは秀しゆうに君を鍛きたえてもらうのもいいかもね」

  　莉花さんの口から秀さんの名を聞くだけで、少し胸がざわめいた。

  「秀のヤツ、性格はアレだけど、花か族ぞくとしては君より二十倍はマシなはず。教わること多いかもしれないわよ」

  　ぐうの音もでない。しかも秀さんと僕を比べる莉花さんがちょっとだけ恨うらめしく思え、そんな自分に嫌いや気けも差した。

  「まあ、それはともかく」

  　莉花さんが話題を変えてくれてほっとした。それもまた情けないけど。

  「〝種植〟のことよ」

  　そうだ。今一番の懸けん案あんは花視査定試験の〝種植〟のこと。それだけを考えるべきだし、こうして莉花さんと帆鳥ちゃんが協力してくれることはなにより心強い。

  「結局、〝種植〟をするにしても、君の花視の力を高めなきゃどうしようもない。それをするには花視の経験を重ねるしかない。つまり君には修行が必要ってわけなのよ」

  　修行？

  　ちょっとだけイヤな予感がする。

  　修行と聞いて思いだすのは、以前やらされたペロペロ修行。

  　あれは失敗だった。大失敗だった。そりゃあそうだよ。いきなりなめさせてくれと頼んでなめさせてくれる人が、普通いるだろうか？　ええ、いませんでしたとも。

  　まさか、悪夢再び？

  　僕の不安そうな顔に気づいたのか、莉り花かさんはわかっている、というように重おも々おもしくうなずいた。

  「検討に検討を重ねた結果、ペロペロ修行には無理があったという結論に達したわ」

  　検討に検討を重ねる前に気づいてほしかった。

  「そこで帆ほ鳥とりからの新提案。やっぱあの子、天才ね」

  　とてもイヤな予感がする。

  　胸騒ぎを感じる僕の前で、莉花さんの目がきらりと光る。その腕がバッグの中から一枚の紙を引っ張り出した。

  「これよ！」

  　それを意気揚々と僕の眼がん前ぜんにかざした。

  『ペロペロ占いオープン!!』

  　悪夢再び。

  　僕はがっくりとうなだれた。
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  『ペロペロ占いはじめました』――。

  　達筆で書かれた、そんなたすきを肩に掛けた僕、葉はノの宮みや洋ひろ、十七歳。生きることがちょっと困難に思えてきました。

  「なんでこんなことに……」

  　悲ひ愴そうな呟つぶやきをもらす僕の前には、一脚の机。一つだけの窓から照りつける日射しを背に、僕は机のそばのイスに座っている。

  　莉り花かさんからペロペロ占い構想を聞かされた日の放課後。

  　場所は校舎一階の端にある資料室。

  　教室の半分ほどの広さ。並んだ整理棚にはファイルや本がぎっしり。うっすらと埃ほこりのたまった床にはボール紙の束たば、壊れた石せつ膏こう像ぞうや古ぼけたラジカセ、大きな三角定規やコンパスなどの備品が無造作に置かれている。

  　ほとんど物置部屋と化したここは、以前は莉花さんが休憩時間によく来ていた場所だ。

  　転校してきたばかりの莉花さんは、クラスメイトといっさい関わろうとせず、一人でいることが多かったから。たしか昼食もここで食べていた。でも最近はクラスメイトの谷たに野のさんや山やま瀬せさんと一緒に、教室や中庭で楽しそうに食べている姿をよく見かける。

  「たま～に一人になりたいときに来てるわ」とは、机やイスを並べ、ペロペロ占いのセッティングをしていたときの莉花さんの言葉。でもその表情に以前のような寂しさは感じられなかった。

  　そして今、そんな資料室が『ペロペロ占いの小部屋』に名を変えていた。扉とびらにそんな張り紙をしちゃった。

  「心の準備はいい？　今にどっと人が押し寄せるわよ。ポスターも貼ったんだし」

  　校舎一階の掲示板に――『ペロペロ占いはじめました　資料室にて』――と書いたポスターを、昼休み中に莉花さんに命じられて貼った。掲示板を利用するには生徒会の許可が必要だけど、莉花さんは気持ちよくそれを無視した。

  　まあ、あんなポスターを貼る許可なんて、どうしたって下おりなかったと思うけど。

  「初日なんだし、百人くらい来ればいいほうかしら」

  　莉花さんの豪ごう快かいなポジティブさは大好きだ。

  　でもなあ……。

  　そっとため息をつく。

  　ペロペロ占いとは――花はな視みによって得た心の情報を元に、アドバイスをすること。

  　ペロペロ修行ではこっちから対象者を求めて奔ほん走そうしなければならなかったのに、誰もが関心を持っている（？）〝占い〟の体てい裁さいをとることで、今度は逆に対象者のほうから集まってくるという利点がある。とても画期的なアイディアだ――と、莉り花かさんは力説した。

  　画期的が末期的に聞こえたのは内緒だ。

  「これで君がガンガンなめて、花はな視み能力をグングン向上させれば、〝種たね植うえ〟だってできるようになるわ。完璧でしょ？」

  　僕のために考えてくれたんだし、莉花さんがそう言うなら信じたい。信じたいけど……。

  「無む謀ぼう」

  　壁際のイスに座った女の子が、僕の心の声を代弁したかのように呟つぶやいた。

  「な、なにが無謀よ！　これは昨日帆ほ鳥とりが五分もかけて考えたのよ！」

  　五分だったんだ……。

  「ていうか、あんたこんなとこまで来て、こいつを〝観察〟する必要がホントにあるの？」

  　莉花さんにそう言われた月つき夏なちゃんは、

  「ある」

  　即答した。

  　月夏ちゃんが現れたのは、放課後になって資料室に向かおうとしたとき。

  　彼女は廊下に精巧な人形のように立っていた。私服姿で、外見が小学生くらいの女の子の登場にクラスメイトたちがざわめいたが、月夏ちゃんはなんの動揺も見せず、じっと佇たたずんでいた。そして、

  「葉はノの宮みや洋ひろの、観察」

  　アサガオの観察、とでも言うような調子で言い、

  「放課後は至近距離」

  　そう付け加えた。

  「フラワー協会がそこまでやれって言ったの？」

  　月夏ちゃんはうなずいた。黙っていると、そのまま室内の薄暗さの中に溶けて消えてしまいそうにも見える。

  　莉花さんは腑ふに落ちないのか、う～んと唸うなる。それを見た月夏ちゃんが、

  「お？」

  　なにかに思い当たったように、立ち上がった。

  「な、なによ？　フラワー協会から言われたことでも思い出したの？」

  　月夏ちゃんはそれには答えず、莉花さんの前まで進むとハーフパンツのポケットから折りたたまれた紙切れを取り出した。莉花さんがハッとする。

  「フラワー協会からの伝言ね？」

  　緊張した面おも持もちで紙切れを受け取り――パラリ――それを開いた。

  「ええっと、〝学校で教えることって、五十音の最初の二文字だけ――あ・い〟」

  「秀しゆう。本日の愛の言葉」

  「いらないわよ！」

  　莉り花かさんはそれを丸めて、ゴミ箱へナイスシュート。顔が少し赤いように見えたのは怒っているからで、照れてるわけじゃないんだ。僕はそう思うことにした。

  「とにかく！」

  　気を取り直すように莉花さんは月つき夏なちゃんに言った。

  「あんた、ここにいてもいいけど、そっちの棚の陰に隠れてなさいよ。こんなとこに子供がいたら占いの客にヘンに思われるわ」

  「……」

  　月夏ちゃんは眉まゆ一つ動かさずその言葉を聞き、イスのとこまで戻った。それからおもむろにイスを持って移動を始める。そんな月夏ちゃんの唇が、心なしかツンとしているのに気づき、僕はくすっと笑ってしまった。

  「ダメだよ、莉花さん。月夏ちゃんは僕たちの一個だけ下だよ。子供扱いしたら怒られるよ」

  　すると月夏ちゃんはイスを持ったまま足を止め、僕に顔を向けた。今までで一番表情が変わっているかもしれない。これはそう、たぶんきょとんとしている。なにか言いたそうに唇がピクリと動いたけど、結局なにも言わず整理棚のうしろへ行ってイスを下ろした。

  「そっか。たしかにそうね。つい……。悪かったわ」

  　莉花さんは少しばつが悪そうに月夏ちゃんに謝る。月夏ちゃんは気にしてない、とでも言うように、小さく首を横に振った。

  　コン、コン。

  　資料室――今はペロペロ占いの小部屋――の扉とびらがノックされたのはそのときだった。

  「来たわ！」

  　莉花さんが、待ってましたとばかりに声を上げる。僕はまさかと思いながら居住まいを正す。月夏ちゃんはピクリとも動かず、整理棚の陰からこっちを見つめている。

  「いい？　しっかりやるのよ」

  　莉花さんはイスから立ち上がると、僕の肩をポンッと叩き、

  「どうぞ」

  　扉の向こうに声をかけた。と同時にガラッと扉が開かれる。

  「うっわっ、ホントにいた。超ウケる」

  　聞き覚えのある声とともに、見知った顔が現れた。長めのボブヘアを右サイドだけ留めた髪とパッチリした瞳が目を引く女の子。

  「山やま瀬せさん？」

  　莉花さんと仲のいい、クラスメイトの山瀬霞かすみさんだった。

  

  「尊みことちゃんに頼まれたからね、葉はノの宮みやの占いに協力してやんよ」

  　山やま瀬せさんはそう言って、机を挟んだ僕の向かいのイスから身を乗り出してきた。さばさばした性格が人気の山瀬さんが、大きな瞳で見つめてくる。

  「当たるんだろーね？　ペロペロ占い」

  　山瀬さんには、莉り花かさんが声をかけてくれていたらしい。

  「しっかし、葉ノ宮が占い師目指してるなんてねえ。まあ、死んだ親おや父じさんが伝説の占い結社の総そう帥すいだったっていうんだから、跡を継げるように頑張んなよ」

  　莉花さん、設定作りすぎ！　父さん、生きてるし！　サラリーマンだし！

  　素知らぬ顔の莉花さんをとがめるように見てから、改めて山瀬さんに向き直った。

  「でもホントにいいの？　僕が……山瀬さんを……なめるんだよ」

  　最終確認のつもりで訊きいた。山瀬さんにイヤな思いをさせるわけにはいかない。

  「ほかの男子だったら、まちがいなくやんないね」

  　山瀬さんは快活に笑った。

  「葉ノ宮は……なんていうかな、そういうの気にならないっていうか……男を感じない？　男として眼中にない？　男じゃない？　みたいな。だからまあ、いいかなって」

  　男として泣きそうになった。莉花さんはクックッと笑ってるし。

  　が、今は僕の男らしさについて議論してる場合じゃない。

  　花はな視み能力を上げるために経験を積むことが最優先。花視査定試験の期限まであと九日。時間は決して多くはない。

  「よし」

  　気合を入れなおしたら、莉花さんから囁ささやかれた。

  「真ま面じ目めに視みてあげてよ。霞かすみ、友達なんだし」

  　僕はうなずき、席を立って山瀬さんに近寄った。

  「あ、でもさ葉ノ宮、あんま、シャレんなんないとこはなめないでよ。あたし、男にそういうことされた経験ないし」

  　微妙に聞いちゃいけないことを聞いたような気もしたけど、僕は花視に集中することにした。

  　山瀬さんの蜜みつ口ぐちを探す。イスに座っている山瀬さんの身体に視線を這はわせた。

  「おや？　その目つき、エロくない？」

  　エロくないです！――と、心の中で否定しつつ目を凝こらす。

  　あった。

  　それは左手の甲に、一つ葉の形に光っていた。

  　山瀬さんの左手を取り、一度深呼吸をする。そして、

  「なめます」

  　厳おごそかに言って、左手の甲こうにそっと口づけた。

  　心の花を探るように、感じるようにゆっくりと蜜みつ口ぐちをなめる。ペロペロ。

  「お……ふ……くすぐったいっ、こ、こりゃ、結構くるね。人前でやっちゃいけないや」

  　笑いながら言っているが、山やま瀬せさんの顔はみるみるうちに真っ赤に。それを見て僕のほうもなんだかはずかしくなってしまう。

  　でもそこで顔を伏せていたら花はな視み失格だ。莉り花かさんに怒られる。

  　僕は山瀬さんの甲から口を離し、紅潮した顔の向こう、その背後を注視した。

  　密みつ花ばなはヒルガオだった。

  　淡たん紅こう色しよくの小さなラッパ型の花弁を持つ蔓つる性せい植物は、互いに絡からみ合いながら山瀬さんの背後に広がっていた。

  　その花言葉は……。

  「……〝絆きずな〟」

  「へ？」

  　僕の零こぼした言葉に、山瀬さんはきょとんとする。

  「人との〝絆〟……〝友達のよしみ〟……、山瀬さんは、なによりもそういうことを大事にする人？」

  　密花の花言葉をもとに懸命に言葉を紡つむぐ。真しん摯しに、山瀬さんの心を僕なりに捉とらえながら。

  　山瀬さんはゴクリと喉のどを鳴らし、神妙な顔つきになった。

  　外はずれてはいないようだ。

  　その反応にほっとし、僕は続ける。

  「……友達思いで、〝優しい情愛〟を持った人。そして……」

  「そして？」

  　ヒルガオの花言葉はほかにもある。

  「なによりも〝はかない恋〟に憧あこがれてる、とか？」

  「ななっ」

  　当たってるみたい。

  「あとはあとは？　注意することとかないの？　葉はノの宮みや！」

  　詰め寄る山瀬さんに、ヒルガオの最後の花言葉を告げる。

  「えっと……――対人関係において、相手を〝拘こう束そくする〟と失敗するから……やめたほうが？」

  「!?」

  　山瀬さんはなぜだか、がっくりとうな垂れた。

  「や、山瀬さん？」

  「霞かすみ？」

  　僕と莉花さんが困こん惑わくする中、山瀬さんが悄しよう然ぜんと呟つぶやく。

  「似合わないよね？　うん、はかない恋に憧れてるくせに、いざつきあっちゃうとダメなんだ。あはははははは」

  　乾いた笑いが……。

  「独占欲強すぎって何度言われたと思う？……ドン引きされたと思う？……結局長続きしないんよ。やっぱそういうことか。自分でもわかってはいるんだけど。あははは……はは……」

  　フォ、フォロー、無理。誰か助けて。

  　おろおろする僕の前で、しかし山やま瀬せさんは不意に吹っ切れたように顔を上げた。驚きよう愕がくと感嘆に満ちた眼まな差ざしが、僕に向けられる。

  「葉はノの宮みや、あたし、あんたに言われたこと気をつけるよ。胸に刻きざんで生きてくよ」

  「い、いや、そんなおおげさな――」

  「やるね葉ノ宮！　くるかもよ、ペロペロ占い！　よっし！　友達にも勧めてやんよ！」

  　そう言い残して、なんだか晴々とした表情で資料室から出て行った。

  　僕は呆あつ気けにとられて見送った。



  


  ６

  

  　結局ペロペロ占い初日は、山瀬さんを花はな視みしただけで終わった。

  　結果としては妥だ当とうと言えなくもないけど、莉り花かさんはそのことにがっかりしたようだ。昇降口で靴を履はき替え、校門へ向かう足取りはちょっと元気がなさそう。

  　ペロペロ占い自体は無む謀ぼうだけど、僕のためにつきあってくれた莉花さんが気落ちした姿を見て、申し訳なくなってしまった。だから提案。

  「あ、あのさ、おなかすかない？　なんか食べていこうか？　僕、おごるから」

  　校門を出たあたりで、なるべく明るい口調で言ってみた。今月は『花好きのための園芸大百科事典完全限定版チューリップフィギュア付』を衝動買いしたので、小遣いはだいぶピンチだけど気にしない。莉花さんが元気になってくれるならどうってことない。

  「ね、莉花さん、そうしようよ。なんでも食べてかまわないよ」

  「んじゃ、回らない寿司を」

  「それは勘弁してください」

  　もう少し高校生らしい要求を期待して、僕は振り返った。

  「月つき夏なちゃんはどう？　なにか食べたいものとかない？」

  　資料室から一緒に来た月夏ちゃんは、校門の前で立ち止まっていた。その向こうに広がる校庭と隣接する運動場を見つめている。僕の声は聞こえていないかのよう。

  「月つき夏なちゃん？」

  　運動場では陸上部やラクロス部、ハンドボール部などが夕影の中で練習をしている。土つち埃ぼこりを上げ、生徒たちは躍動し、ときに喚かん声せいが混じる。

  　月夏ちゃんは無表情だけど、その光景を一心に見つめている。

  「学校、放課後、生徒、部活……？」

  　運動場に視線を向けたまま、月夏ちゃんはポツポツと呟つぶやいた。そこにはかすかに熱っぽさがあった。

  　ふと疑問に思う。

  　花はな視み査定試験の執しつ行こう官かんとしてやってきた月夏ちゃんだけど、その間学校を休んでいて問題はないのだろうか、と。十六歳ということはたぶん高校一年生。夏休みにはまだちょっと早い。もちろん、花か族ぞくの仕事をなによりも優先しなければならないのはわかるけど。

  「月夏ちゃん、学校は休んでて平気？」

  　月夏ちゃんは、ようやく僕たちに気づいたようにこっちを向いた。

  「学校？」

  　月夏ちゃんは二、三度まばたきを繰り返し、それから口を開いた。

  「通学経験、なし」

  「え？」

  「お？」

  　驚いた僕が意外だったのか、月夏ちゃんの目がちょっぴり見開かれた。

  「それって高校には行ってないってこと？」

  　月夏ちゃんは前髪をわずかに揺らす程度に首を横に振り、

  「通学経験、なし」

  　もう一度同じセリフを、さっきと寸すん分ぶん違たがわぬ調子で繰り返した。

  　学校に行ったことがない？

  　事情が飲み込めない僕の横で、莉り花かさんが「そっか、この子……」と、月夏ちゃんを複雑そうな目で見つめた。

  「花族では珍しいことじゃないわ。力を制御できなかったり、密みつ鬼おにが見えることで外の世界を恐れたり、疎そ外がい感かんを覚えたり、周りと壁を作って閉じこもっちゃったり……」

  　そういった事情で、フラワー協会の管理する施設で生活する花族は多いらしい。

  「あたしだって似たようなもんだったし」

  　莉花さんは消え入りそうな声で付け加えた。

  　莉花さんは幼い頃、両親が密鬼に襲おそわれたことがきっかけで心を閉ざしていた。独りぼっちだった。それを解きほぐしてくれたのが、帆ほ鳥とりちゃんや帆鳥ちゃんのご両親だったらしい。

  　そのときのことを思い出し、自分の境遇と月つき夏なちゃんのそれを重ねているのだろうか。莉花さんの月夏ちゃんを見つめる顔は少し悲しそうで、でも優しかった。

  「どんな事情かは知らないけど、月夏もそうやってフラワー協会の中だけで過ごしてきたんだと思うわ」

  　言われてみると、僕だって莉花さんや帆ほ鳥とりちゃんがいなかったら、花はな視みの力に戸と惑まどい、密みつ鬼おにを恐れ、部屋で独りガタガタ震えていたかもしれない。学校に通いたくても通えなかったかもしれない。

  　そう、もし独りだったら……。

  　そんなことを思うと、莉花さんへの感謝の気持ちも強くなる。

  「ふふん、回らない寿司をおごる気になった？」

  　僕の心を見み透すかしたように、莉花さんはニヤリと笑った。感謝の気持ちは特上だけど、財さい布ふの中身は回転寿司にも届かない僕は、慌あわてて月夏ちゃんに視線を向けた。

  　月夏ちゃんは、また運動場を見つめていた。夕陽がその顔を照らしている。陰影の射した表情は、ドキッとするほど大人びて見えた。

  「月夏ちゃん」

  　思わず声をかけていた。月夏ちゃんがゆっくりと振り返る。

  　もし独りだったら……。

  　その言葉が脳のう裏りをよぎった瞬間、口が勝手に動いていた。

  「査定試験が終わったら、皆で遊びに行かない？　種眠たねむ市を案内してあげるよ。大きな町じゃないけど、いいとこはあるんだ。植物園とか」

  「一番に植物園って……」

  　今は莉花さんの言葉は聞き流す。

  「僕、なるべく早く〝種たね植うえ〟できるようになるから。そしたら月夏ちゃんの行きたいところに行って、めいっぱい遊ぼう。皆で。きっと楽しいと思うんだ」

  　月夏ちゃんの口が、本当に注意して見ないとわからないくらいに開いている。戸惑っているよう。でもイヤそうには見えない。その視線が僕と莉花さんの間を行ったりきたりして、

  「理解不能」

  　結局途と方ほうに暮れたように地面に落ちた。

  「ああ、もうじれったいわっ」

  　そんな月夏ちゃんに莉花さんがずかずかと近づく。

  「こういうときは素直にうなずいとけばいいの。あいつのおごりで遊びに行けるんだから」

  　いや、そこをおごるとは一言も言ってない。

  　慌あわてて訂正しようとしたけど、それよりも早く月夏ちゃんがポツリと呟つぶやいた。

  「遊び、了解」

  　その頬ほおが赤いのは、夕陽のせいだけじゃないような気がした。なんだかとてもかわいらしく、いじらしい。

  　莉り花かさんも僕と同じような気持ちになったのだろう。本当に小さな子供にするように、頭をぐりぐりと撫でた。

  　そしたら――。

  「!?――にゃは～」

  「……」

  　力の抜けた奇声が聞こえたのは気のせいか？　空そら耳みみか？

  　莉花さん、再び、月つき夏なちゃんの頭をぐりぐり。

  「はにゃ～ん」

  　気のせいじゃなかった。奇声の主は――こりゃびっくり――月夏ちゃんだ。あれほど無表情だった顔が、莉花さんに頭を撫でられ、ふにゃふにゃに緩ゆるんでいる。すごくわかりやすい恍こう惚こつの表情。

  　珍ちん獣じゆうを発見したような顔の莉花さんと唖あ然ぜんとする僕。そんな中、月夏ちゃんはハッとして、飛び退のくように莉花さんから離れた。

  「頭、愛撫禁止」

  　冷静な口調だけど、少し息が荒い。
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  「あんた……頭撫でられるの弱いの？」

  「違う、決まっちゃってる」

  　言葉遣いもおかしくなった月つき夏なちゃん。

  　莉り花かさんの目に、悪ガキがオモチャを見つけたような、そこにＳっ気が頭をもたげたような、そんな不ふ穏おんな光が瞬またたいた。

  　サッと、それはもう密みつ鬼おにとの戦闘で見せるような素早さで、莉花さんが月夏ちゃんの頭に手を伸ばす。

  「にゃはは～ん」

  　月夏ちゃんはうっとりしてから、しまったという表情で、莉花さんから遠ざかる。そのまま、タタタタッと駆けてくると僕の背後に隠れてしまった。

  「あ、あの、月夏ちゃん？」

  　顔だけ向けると、月夏ちゃんは普段の無表情に戻っていた。が、僕の背後から出てこようとしない。莉花さんのほうは、

  「なんて面白い子なの！」

  　とても楽しそう。

  　僕は一つため息をつき、それから口を開いた。

  「あの～、そろそろ帰ろうよ」

  「――ケーキ」

  　背後で聞こえた月夏ちゃんの声が、さっき僕が訊きいた『食べたいもの』への答えだと気づくには、ほんの少し時間がかかった。

  

  　詩し雨さめ駅の駅ビルの中にあるスイーツのお店。

  　種類豊富なケーキバイキングが評判だというそこで、莉花さんと月夏ちゃんに心行くまでケーキを味わってもらい、帆ほ鳥とりちゃんの分も忘れずテイクアウト。僕の財さい布ふはゲームセット。

  　それでも莉花さんの楽しそうな表情と、月夏ちゃんが最後の一個を食べ終わったあとに「堪たん能のう」と、ひとこと言ってくれたので、僕も満足だった。

  「あたし子供の頃、ケーキ屋のショーケースに並んであるの、一気に全部食べるっていう壮大な夢があったのよね」

  　スイーツのお店を出ると莉花さんが口を開いた。今までいた店内を外から懐かしそうに見つめる。

  「すっごい小さい頃、ママに店のケーキを全部ねだって怒られたことがあったわ」

  　莉花さんの語尾に重なるように、

  「…………ママ……」

  　月つき夏なちゃんの消え入りそうな声が聞こえた気がした。けど振り向くとその表情にはなにも浮かんでいない。空そら耳みみ……かな？

  「まあ、子供の頃の話よっ」

  　莉り花かさんは言ってしまってからはずかしくなったのか、ごまかすように月夏ちゃんに話しかけた。

  「月夏、あんたはどうなのよ？　そんなのないの？　なんかこう、夢とかってヤツ？　暴ばく露ろしなさいよ」

  　その言葉に月夏ちゃんは視線を逸そらすように俯うつむいた。

  「……ない」

  　拒絶するような声だった。

  　駅前通りのホテルに泊まっている月夏ちゃんとは詩し雨さめ駅の前で別れ、僕と莉花さんは電車に乗った。座席は埋まっていたので、扉とびら口ぐちに並ぶようにして立った。僕はそこから三つ目の果か彩さい駅まで、莉花さんは六つ目の漣れん芽が駅に向かう。

  　おなかいっぱいでご機嫌なのか、窓の外を見ながら小さく鼻歌を歌っていた莉花さんが、

  「そういえば……」

  　と、切り出したのは果彩駅に着く寸前だった。

  「あの子……月夏、さっき別れるとき、なんかヘンなこと言ってなかった？」

  「ヘンなこと？」

  　とくに心当たりはない。

  　下校中の生徒たちや家路に向かうサラリーマンが行き交う駅口で、周囲の喧けん騒そうから遠く離れた、そんな静せい穏おんさを醸かもし出す月夏ちゃんに、僕は手を振った。「じゃあ、また」と。

  　月夏ちゃんはわずかに顎あごを引くようにうなずいた。少し儚はかなげで、神秘的な瞳が印象的だった。

  「あたしが別れ際に訊きいたじゃない？　今日はもう〝観察〟しなくていいのかって？」

  「ああ、そうだったね」

  　僕らに背を向け歩き出そうとした月夏ちゃんに、莉花さんが声をかけたんだ。

  「たしか月夏ちゃん……」

  　月夏ちゃんはそのとき、顔だけを振り返らせて言った。

  「準備、する」

  　そう言い残して、雑踏の中に呑のまれていったんだ。

  「準備する？」

  　電車のスピードが落ち、車内アナウンスが果彩駅への到着を告げる。僕は莉花さんに首を傾かしげてみせ、莉花さんは「ま、いっか」と肩をすくめた。

  　電車が果か彩さい駅のホームに止まり、扉とびらが開く。僕は電車から降りて、莉花さんに言う。

  「今日はありがと」

  「？」

  「あ、いや、ペロペロ占いにつきあってくれて」

  「明日も明後日あさつても……。君が〝種たね植うえ〟できるまで続けるわよ」

  「うん」

  「あたしだって君と離れたくないし」

  「え!?」

  　驚く僕を見て、莉り花かさんはハッとした。慌あわてて手をわたわたと振る。

  「ち、違う！　そうじゃない！　言い方違った！　え～と、そう！　花はな狩かりとして花はな視みを失いたくないってことよ！　力よ、力を失いたくないの！　この世は力！　勘違いするな！　老いたクラゲみたいな君はどうだって――」

  　扉とびらが閉まった。電車が動き出す。

  　莉花さんの納得のいかない表情を、とりあえず笑顔で見送った。

  「……老いたクラゲみたいな高校生って……」

  　ため息混じりに呟つぶやきながらも、なんだか嬉しくて、僕は月つき夏なちゃんが言い残した『準備』について深く考えなかった。

  　それがなんの準備だったのか、約十時間後、衝しよう撃げき的てきに判明。たまげた。



  


  ７

  

  　たまげた僕は、ベッドの下にドスンッと落ちた。

  　見慣れた自分の部屋。

  　カーテンの隙すき間まから射し込む朝の光が、壁かべ際ぎわの机や園芸関連の本で埋まった本棚、枕元のチェストやブルーのカーペットなどを浮かび上がらせている。

  　しかし今、そんな光景の中に明らかに異質な存在が一人、ベッドの上から顔を覗のぞかせていた。

  「つ、月夏ちゃん、どうしてここに!?」

  　なぜか月夏ちゃんが部屋にいる。

  　僕はひっくり返った体を慌あわてて起こした。その拍子に机の上のデジタル時計が視界に映る。〝ＡＭ04：40〟――まだ夜が明けたばかりだ。

  　なんでこんな時間に!?

  　月夏ちゃんはベッドの上にぺたんと座ったまま、表情を変えずに口を開いた。

  「――観察。準備完了」

  　ぶかぶかのワイシャツ姿をお披ひ露ろ目めするように両手を開く。

  　あれ？　そのワイシャツ、なんだか見たことがある。

  「て、それ僕のシャツじゃない？」

  　部屋のパイプハンガーに掛けてあったものだ。

  「準備。でも……」

  　チラッと視線を逸そらす月つき夏なちゃん。ばつが悪そうに見えなくもない。

  「パジャマ、忘却、うっかり」

  「……」

  　な、なるほど、それでしかたなく僕のを――って今考えるべきことはそれじゃなかった。

  　え～と、準備？　準備って言ったよね？

  　まさか昨日月夏ちゃんが言った〝準備〟って、僕の部屋に忍び込む準備ってこと!?

  　もうなにがなんだかわからない。

  　落ち着け、と口の中で唱えながら、数分前を思い出してみる。

  　今し方まで眠っていたのに、寝返りを打ったら頭がコツンとなにかにぶつかったんだ。

  「――痛い」

  　女の子の声がすぐ近くで聞こえた気がして目を開けると、

  「!?」

  　月夏ちゃんの顔が目の前にあったとさ。

  　そりゃ驚きます。夢かと思ったけど夢じゃなくて。

  　なぜかじりり、じりりと無言で迫せまられた僕はベッドの端に後退し、月夏ちゃんの「〝種たね植うえ〟……して」の一言を聞いたところで落下したんだ。

  「か、観察はわかるけど！　いや、やっぱわかんないけど！　なんで!?　どうやって僕の部屋に入ったの!?」

  　月夏ちゃんは無言で窓を指さした。朝の清せい澄ちような風がカーテンを揺らしている。最近は暑くて寝苦しくなってきたので、窓を開けたままにしている。

  「でもここ二階だよ」

  　僕の部屋は葉はノの宮みや家の二階。ちなみに父さんと母さんは下の階で眠っている。

  　月夏ちゃんはかすかに視線を下げ、逡しゆん巡じゆんするようにしてから口を開いた。

  「花か族ぞく、だから」

  　わかったようなわからないような、やっぱり全然わからない答えに頭を抱えた。とにかく冷静になろうと試みる。しかし――。

  「協力」

  　月夏ちゃんがベッドの上から身を乗り出してくる。表情はないけど秀しゆう麗れいな顔が近づき、しかもワイシャツの首もとが大きく開いているので、目のやり場に困ってしまう。落ち着けるわけがない。

  「花はな視み能力向上方法」

  「は、花視能力向上？」

  　月つき夏なちゃんがうなずく。

  「瀬せ々せ良ら月夏の花はな視み」

  「へ？」

  「高次共鳴。葉はノの宮みや洋ひろの花視能力向上。〝種たね植うえ〟可能」

  「た、〝種植〟可能って……、よくわかんないけど……月夏ちゃんを花視すれば、〝種植〟ができるくらい僕の能力が向上するってこと？」

  「可能性大」

  　理屈はさっぱりだけど、そういうことらしい。予想外の状況に頭がくらくらする。

  　でも本当なんだろうか？

  　月夏ちゃんの花視をすることで、〝種植〟が？　本当に、そんなことで？

  　僕は無意識に目に力を込め、月夏ちゃんの蜜みつ口ぐちを探していた。

  　月夏ちゃんもそれを察したのか、身じろぎもせず僕をまっすぐに見ている。

  　月夏ちゃんを花視すれば……。

  　心の内で呟つぶやいたとき、月夏ちゃんの蜜口が視界に浮かび上がった。

  　それは五枚葉――莉り花かさんや帆ほ鳥とりちゃんより上!?――の形をして……淡く光りながら……月夏ちゃんの……さくらんぼのような…………唇にあった。

  「無理無理無理無理無理！」

  「お？」

  　いくらなんでもそこは不可能！　なめられません！

  　ブルンブルンと頭を振る僕にかまわず、月夏ちゃんは静かに言う。

  「問題ない。花視推すい奨しよう。そして――」

  　その刹せつ那な、月夏ちゃんの瞳が哀しく翳かげったように見えた。

  「〝種植〟して」

  　抑よく揚ようのない月夏ちゃんの一声。そこに深いあきらめのようなものが感じられ、思わず息を呑のむ。

  「……怪かい物ぶつ、なる前に……」

  「え？」

  　吐と息いきのような囁ささやきが聞こえた気がした。

  　月夏ちゃん？

  　月夏ちゃんはただ僕をじぃ～と見つめている。闇夜のようなその瞳。

  「…………ごめん。できないよ」

  　見つめ返しながら、そう答えていた。

  「……」

  　震えるように首を傾かしげた月夏ちゃんに、おずおずと言う。

  「だって月つき夏なちゃん…………〝種たね植うえ〟してって言ったとき、なんだか……なんだか寂しそうだったから」

  　月夏ちゃんは昨日の資料室で見せたのと同じ、きょとんとした表情を浮かべた。

  「……理解不能」

  　独り言のように言って、ゆっくりと肩を落とすように俯うつむく。小さい体が、さらに縮んでしまったように思えた。

  「つ、月夏ちゃん？」

  　なにかまずいことでも言ったかと、慌あわてて言い足した。

  「そ、それにほら、やっぱりなるべく自分の力で査定試験をクリアっていうか、〝種植〟できるようにならないといけないような気がするし。月夏ちゃんに迷惑掛けられないし」

  「……」

  「う～ん、というより、く、唇はまずいというか、月夏ちゃんの花はな視みは、その……やっぱり……キ、キスになってしまうわけで」

  　言ってるうちに心臓が飛び出しそうになってきた。

  「や、やっぱそれはできないというか……月夏ちゃんを傷つけてしまうというか……キキキキスは大切にしなければ、な、ならなっ……」

  　頭に血が上のぼって、舌も回らなくなった。

  　そこで月夏ちゃんは顔を上げた。いつもの感情のない瞳で僕を見つめ、それから呟つぶやいた。

  「葉はノの宮みや洋ひろ……理解不能」

  　そのとき――。

  〝ねえ、君、起きてる!?　ていうか死んでても起きなさい！〟

  　突然莉り花かさんの声が室内に響き渡った。

  「り、莉花さん!?」

  　飛び上がらんばかりに驚きながら、枕元のチェストの上に視線を向けた。そこには桜の花びらを模もしたイヤリング通信機がある。

  　フラワー協会が開発したイヤリング通信機を、僕と莉花さんと帆ほ鳥とりちゃんは持っている。特殊ＩＣチップと花か族ぞくの力を融合させたそれは、花族同士のパルスを共鳴させることで通信が可能となる…………らしいんだけど、僕はまだ使いこなせていない。こっちから誰も呼び出せない。

  　以前帆鳥ちゃんからレクチャーを受けたときには、

  「周波数の合わせ方はデュエットするようなものです。その人の歌を聞いたことがあれば、自分がどんな歌い方をすれば響き合うか想像できますよね。それと同じことです」

  　と言っていたけど、よくわからなくて。

  「想像の描き方は人それぞれですよ。結局はその人のことを、自分の中にどれだけ認識して存在させることができるかどうか。私も莉り花かさんも、洋ひろさんに対してはレシーバーオープンにしておきますから。洋さんが本当に私たちを必要とするときには、きっとつながるはずです」

  　最後は励まされて終わった。

  　本当に莉花さんや帆ほ鳥とりちゃんを必要とするとき。

  　正直、常にそんな心境のような気もしたけど、もしかしたら僕のほうにまだ二人を呼び出す資格がないのでは、と思った。未熟なおまえが誰かを呼び出すなんておこがましい、と通信機に言われているような気さえした。

  　とにかく僕のイヤリング通信機は、莉花さんや帆鳥ちゃんのほうからつなげてもらわない限り役に立たない。

  〝ん？　起きてるなんて意外。それにしても君、なんか異常に焦あせってない？〟

  　莉花さん、鋭するどい。

  　なぜか月つき夏なちゃんがいることを知られてはならない気がして、慌あわてて口の前に人差し指を立てた。

  （お願い、今は黙ってて）と、月夏ちゃんへジェスチャーと目め顔がおで伝える。

  「了解」

  　了解してくれた！――って、声出しちゃったよ！

  〝へ？　今の月夏の声じゃない!?　ちょっ、なに？　あんたら、こんな時間になにしてんのよ!?〟

  〝あら洋さん、スミにおけないですね〟

  　帆鳥ちゃんにまで知られた。

  　もうこうなったらきちんと説明しようと口を開く。声がうわずった。

  「莉花さん、帆鳥ちゃん、話を聞いて。僕らはなにをしていたわけでもなく、ましてや誰が悪いわけでもなくて」

  〝その話、長いの？〟

  「うん、僕らが潔けつ癖ぺきだということを懇こん々こんと――」

  〝じゃあいいわ。君が悪いことにしとく〟

  　誰も悪くないって言ったのに……。

  　胸中で嘆なげく僕の耳に、莉花さんの切せつ迫ぱくした声が聞こえた。

  〝それよりも君、今すぐ来なさい！〟

  「え？」

  〝密みつ鬼おにが現れたのよ！〟

  

  　月夏ちゃんを置いて家を飛び出した。

  　莉花さんからの通信では、まずは漣れん芽が町まで来いという。

  　電車の始発にはまだだいぶ時間があったので、迷った末に自転車で行くことにした。果か彩さい町からなら駅三つ分。四十分くらいで着けるだろう。そう判断し、人ひと気けの少ない道路を爆走した僕は、莉り花かさんからの通信を頼りにようやく目的地にたどり着いた。

  「ぜえっ……ぜえっ……ぷは～っ」

  　へとへとだ。

  　そこは漣れん芽が町の莉花さんたちのマンションから程近い住宅地の外はずれ。新たなマンションが施せ工こう中なのか、高さ三十メートルほどの直方体の建物が、上部以外を白いシートで覆おおわれ鎮ちん座ざする建築現場の前だった。

  　自転車から降り、辺りを見る。

  　しかし、

  「莉花さん？　帆ほ鳥とりちゃん？　どこ？」

  　二人の姿が見当たらない。

  　眼前には、巨大な棺かん桶おけのようにも見える建物とクレーン重機があるだけで、周囲に人影はない。

  　腕時計で時間を確認する。午前五時半。密集した住宅地から外れていることもあって、辺りはしんと静まり返っている。

  「莉花さ～ん？　帆鳥ちゃ～ん？」

  　僕は建築現場に向かって、そしてイヤリング通信機にも呼びかけるように声を上げた。

  「二人とも、どこに――」

  　ビリーッ！

  　不意に短く、鋭するどく、なにかを引き裂さくような音が、早朝の静せい謐ひつな空気を破った。

  　僕は思わず立ち止まり、耳をそばだてる。音は一瞬だった。が、数秒後、今度は木の枝葉が風に揺れるような、別の音が聞こえてきた。

  　葉は擦ずれの音？

  　すぐに気づいた。今のは帆鳥ちゃんの杖じよう花かが操あやつる葉は叢むらの盾たて――リーフレットガードが舞う音じゃなかったか、と。

  　音は道路に面した建築現場の裏手のほう、建物の反対側から聞こえたような気がした。

  「莉花さ～ん？　帆鳥ちゃ～ん？」

  　もう一度名を呼びながら、僕は建築計画が書かれた看板と〝立入禁止〟の看板の間を通って現場内に侵入した。目の前の建物は、そのシートの中に不穏な気配を内ない包ほうしているように威い圧あつしてくる。

  　ぐっと奥歯を噛かみ締め、駆け足で建物を回りこんでいく。

  　はらり、と葉っぱが一枚落ちてきたのは、建築現場の裏手に差し掛かったときだった。

  　地面に落ちたその青葉は半透明の一枚葉で、間違いなく帆鳥ちゃんのリーフレットガードの破片だ。

  　そう確信しながら頭上を仰あおぐと、

  「な!?」

  　十メートルほど上、建物のシートの一部が縦に二メートルほど引き裂かれ、その内部から葉は群ぐんの壁となったリーフレットガードが覗のぞいていた。

  　しかし驚いたのは、その葉群の壁が、まるで建物内部からの強烈な圧力に押し返されるように、外側へ湾曲しつつあることだった。堪こらえきれないといった様子で、リーフレットガードの葉が、ひらひらと落ちてくる。

  　いったい中でなにが？

  　ゴクリと喉のどを鳴らしたとき、シートで覆おおわれた建物内部から――ダーンッ！――鋭い音が鳴り響いた。

  　莉り花かさん!?

  　おそらく銃じゆう花かの発動音だろう。その音を聞いたとたん、いてもたってもいられず、目の前のシートをグイッと捲まくり上げた。が、五十センチくらいしか上がらない。急いで這はいつくばって、上半身をシートの中へ突入させた。

  「莉花さん！　帆ほ鳥とりちゃん！」

  　そして叫んだ僕の視界には――白い太ももが！

  「…………――って、なんで太もも？」

  「な、なな!?」

  「あらあら？」

  　莉花さんの声と帆鳥ちゃんの声。視線を上げると白い太ももの先に、さらに白い――。

  「ぐえっ！」

  　電でん光こう石せつ火か。莉花さんの足に僕の頭は踏みつけられました。容よう赦しやなく。地面にめり込むくらいの勢いで。

  「な、なんで君はそんなとこから出てくるのよ!?」

  　どうやら僕は、スカート姿の莉花さんの足元から顔を覗かせてしまったらしい。

  「うふふ、莉花さん、今日が白の日でよかったですね。これが豹ひよう柄がらの日だったら――」

  「あたし、豹柄なんて持ってなあい！」

  　そんな莉花さんの声が響くのと同時、シートで覆われた内部にズンッと衝しよう撃げき音おんが走った。

  　莉花さんが這いつくばった僕から離れ、頭上に向けて銃花を構える。その横で帆鳥ちゃんも視線を上げ、杖じよう花かを掲げている。

  　僕はようやく起き上がる。

  　内部は鉄骨だけが建物の輪りん郭かくに沿って組まれた状態だった。床や天井はなく、支し柱ちゆうの鉄骨が何本も伸びている。階を分けているのは組まれた鉄骨の上に置かれたベニヤ板で、そこから上下に、階段代わりの分厚い木の板が立てかけられている。

  　ズンッ。

  　再び、内部を揺るがす衝撃音が頭上で響いた。

  　僕は莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんの緊張を感じつつ、おずおずと上方を見上げる。

  「!?」

  　そして愕がく然ぜんとした。

  　見上げた視線の先、ちょうど建物の半分ほどの高さの虚こ空くうを、大きな物体が優雅に泳いでいる。

  「さ……魚!?」

  　緑の葉や蔓つる、そして白い花で構成された巨きよ大だい魚ぎよだった。
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  　施せ工こう中の建物をシートで覆おおった建築現場の中。

  　シートの白さと吹き抜けの上方に覗のぞく空からの光を受け、淀よどんだ沼のような色の巨大魚は、シートの壁に向かって突進を繰り返していた。

  　その大きさは体長が三メートルほど。身体からだは胴体から、えら、背びれ、尾ひれ、鱗うろこに至るまで、八重咲きの白花と、円形の葉や茎で構成されている。丸々と太っていても、空中を泳ぐ挙きよ動どうは迅じん速そくで、獰どう猛もう。シートを破って逃げようとしているのか、あちこちに身体を打ちつけ、そのたびに建物を包囲したシート全体が鳴動する。

  「完全魚型の密みつ鬼おにです」

  　巨大魚を逃がさないよう、その突進していく先にリーフレットガードの壁を展開させながら、pちゃんが言った。

  「夜明け前にあやかしの気配を感じて、ここに追い詰めたのですけど」

  　帆鳥ちゃんが口をつぐみ、莉花さんが地上から巨大魚に向かって銃じゆう花かを放つ。

  　銃花は銃じゆう口こうの花びらを散らしながら、光の弾だん丸がんを射しや出しゆつした。それは組み上げられた鉄骨の間を突っ切り、巨大魚の頭部を撃うち抜いた。しかし――。

  「――攻撃が効かないのよ」

  　莉り花かさんが忌いま々いましそうに言う。

  　弾だん丸がんが穿うがった巨きよ大だい魚ぎよの頭部は、すぐに周囲の葉が集まって修復されてしまった。巨大魚は何事もなかったように、シートに、いや、その手前に張られたリーフレットガードに体当たりをしている。

  「あの密みつ鬼おにからあやかしの強さは感じない。どう見たってペイジランクよ。なのに物体化して、こっちの攻撃も通用しないなんて、どういうことよ!?　あったまくるわ！」

  　密鬼は常じよう人じんには知覚できないあやかしだ。でも稀まれに物体化するものもいて、それらはクイーンランク以上の強力な密鬼だと考えられている。

  　だからペイジランクの密鬼に攻撃が効かず、なおかつ物体化するなんてことは普通はありえない。

  　莉花さんは舌打ちをした。

  「このままだと帆鳥がもたない」

  　そう言って心配そうに帆鳥ちゃんを見み遣やる。帆鳥ちゃんは長時間リーフレットガードを展開していたのだろう。その額ひたいには玉のような汗が浮かんでいる。

  「あたしの精神力を最大限まで高めて撃ってみる。だから君の花はな視みの力でサポートしなさい」

  　花視の目で視みることで花はな狩かりの精神力は高まり、それに比例して戦闘能力も増加する。その最大の攻撃を巨大魚に当てようというわけだ。

  「うん、わかった」

  　僕はうなずき、花はな視みを発動させるため視覚を研とぎ澄ませた。

  　莉花さんをなめたときに感じた密みつ花ばなの記憶が喚かん起きされ、それが明確な花の形となって、脳のう裏りに描かれていく。

  　そして莉花さんのバラが、僕の視界に咲き開いた。

  「ふん、まあまあね」

  　花視の力を感じてくれているのだろうか、莉花さんは手にした銃じゆう花かを満足そうに見る。その銃花はパワーを漲みなぎらせるように、バラ色に発光している。

  「あいつの正面に回りこんで、至近距離で撃うちこんでやるわ」

  　銃花を構え直した莉花さんは、いつもはその美しさに吸い込まれそうになる双そう眸ぼうを鋭く細めた。

  「行くわ！」

  　次の瞬間、階段代わりに立てかけられた木の板を、猛もう然ぜんと駆け上がり始めた。

  「莉花さん気をつけて！」

  　心配する僕の声に、莉花さんは迅じん速そくな身のこなしで応こたえる。

  　飛ぶように、まるで背中のバラが真紅の軌き跡せきを描くように、板の足場を疾しつ駆くし、二階、三階、四階部分にあたる高さに到達する。

  　巨きよ大だい魚ぎよとの距離は七、八メートルほど。莉り花かさんの視界には、巨大な植しよく物ぶつ魚ぎよの下した腹ばらが不気味に映っているだろう。

  　莉花さんは一瞬、巨大魚の様子を窺うかがうように立ち止まり、それから再度、鉄骨だけの階上へ向かって足を踏み出した。

  「!?」

  　鉄骨が落下してきたのはそのときだった。見ると、今までシートを突破することに専念していた巨大魚が、空中で身を躍おどらせ、周囲の鉄骨をなぎ倒していた。

  「莉花さん!?」

  　莉花さんは不安定な足場をものともせず、落ちてくる鉄骨を素早く回避すると、その場で銃じゆう花かの銃じゆう口こうを斜め上に向けた。

  　巨大魚は莉花さんを目がけ、まっすぐに滑かつ空くうしてくる。

  　莉花さんは一歩も引かず、銃口を静止させている。巨大魚の進行によって再び鉄骨が倒され、莉花さんのほうに落ちてきても動かず、

  「リーフレットガード」

  　葉は群ぐんが横合いから飛び出し、その鉄骨を弾はじき返したのを見て、唇の端に笑みを浮かべた。

  　その二人の花はな狩かりのコンビネーション、いや、互いの信頼の強さに感嘆する僕の視線の先で――。

  　ダンダンダンッ！

  　銃花が発動した。

  　迫せまり来る巨大魚に向かって、莉花さんは精せい悍かんな表情で撃うち続ける。

  　しかし巨大魚の進行も止まらない。銃花の弾だん丸がんによって身体からだの花や葉を盛大に散乱させながらも、莉花さんに急速接近する。

  「莉花さん!?」

  　連発される銃声の中、莉花さんの背中のバラが、燃え上がるように彩さい度どを増す。

  　ブシャッ！

  　不意に巨大魚の頭部が爆ばく砕さいするようにひしゃげ、大きく陥かん没ぼつした。

  　弾丸を受け続けていた身体はその穴を起点にし、まるで大おお鉈なたで一いつ刀とう両りよう断だんされるように、中心からまっぷたつに裂さけていった。

  　それを見た莉花さんが、終わったとばかりに銃花を下ろす。

  　莉花さんの目と鼻の先に迫っていた巨大魚の身体は断だん裂れつし、莉花さんの左右にその遺い骸がいを落下させた。

  　すごいよ……。

  　僕は巨大魚を真正面から迎げい撃げきした莉花さんに感動し、板の階段を下りてくるその姿に見とれていた。

  　だからその背後で巨大魚の二つの残ざん骸がいが、すうっと浮上し、

  「？」

  　むくむくむくっと、それぞれの半身の花弁と葉が沸き立つように再生したのを見ても、それがなにを意味しているのか理解できなかった。

  　代わりに口を開いたのは帆ほ鳥とりちゃんで。

  「莉り花か……さん？」

  　階下に下りてくる莉花さんの背後を指さす。その指の先では、巨きよ大だい魚ぎよの二つの残骸が、空中でそれぞれ修復と再構成を繰り返し、みるみるうちに元の巨大魚の姿（×２）に変へん貌ぼうしていった。

  　ようやく僕も、さっきより悪化した状況に気づき、ポッカ～ン。

  　顔色の変わった僕らを見て、莉花さんが振り返る。

  「……」

  　巨大魚（×２）とご対面。

  「……」

  　またこっちを向く。

  「え～と…………これってあたしのせい？」

  　そんなことはない！　莉花さんは懸命に密みつ鬼おにを倒そうとしただけだ！

  「結果的には、そうなっちゃいました」
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  　帆ほ鳥とりちゃん、言っちゃったよ。

  　莉り花かさんはぶつけようのない怒りを堪こらえるように、二匹の巨きよ大だい魚ぎよを睨にらみつけ、

  「刺身にしてやるっ！」

  　怨おん念ねんのこもった声で言い放った。

  　が、それを嘲あざ笑わらうように二匹の巨大魚は空中で翻ひるがえり、再び鉄骨を吹き飛ばしていった。鉄骨の雨が僕らに降りかかってくる。

  「莉花さん、ひとまず外に！」

  　帆鳥ちゃんが僕らの頭上にリーフレットガードを広げる。しかしとてもじゃないが、それだけで防ぎきれるような状況ではない。僕らは階下に飛び降りた莉花さんとともに、急いでシートの外に飛び出した。

  　内部では二匹の巨大魚が暴あばれているのだろう。建物全体が揺れだしていた。

  「なんで!?　なんで攻撃が効かないのよ!?」

  　莉花さんが唇を噛かむ。

  「分裂しても、あやかしの気配自体は微弱なままです。もしかしたら本体が別にあるのかもしれません」

  　帆鳥ちゃんの声にも焦しよう燥そうがにじむ。

  「でも、それなら本体はいったいどこに!?」

  　莉花さんが苛いら立だつように、足元に落ちていた一輪の花を蹴けり上げた。それは巨大魚の体たい躯くの一部だったもの――物体化した花と葉だった。

  「？」

  　尖とがった花先を上部に向けた白い花弁、そこから伸びる細長い茎、そして茎に付いたほぼ円形の厚手の葉っぱ。

  　その形状を見て、おや？　と思った。見覚えがある。

  　足元に転がっている一輪の花を拾い上げ、まじまじと見つめた。

  　これって……？

  　ハッとする。ある考えが浮かんでくる。

  　もし……もしこれがそうなら――。

  　慌あわてて周囲を見回した。

  　それらしきものは見当たらない。

  　僕は建築現場の外に飛び出し、もう一度周囲に目を凝こらす。

  　帆鳥ちゃんの言うとおり巨大魚の本体が別にあるなら、きっとこの近くに――。

  「ちょっと、なによ!?　どうかしたの!?」

  　莉花さんの怪け訝げんな声が背後から聞こえたとき、

  「あった！」

  　百メートルほど離れたところにある橋と、その向こうに朝陽を浴びて煌きらめく水面みなもが見えた。

  　と同時に、建築物を覆おおうシートが裂さける音が聞こえた。振り返ると、シートを突き破った巨きよ大だい魚ぎよが一匹、それに続いてもう一匹、飛び出してくる。

  「くっ」

  　莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんがそれぞれ銃じゆう花かと杖じよう花かを掲げるが、僕はそんな二人に懸命に呼び掛けた。

  「莉花さん！　帆鳥ちゃん！　走って！」

  　二人が僕を横目で見る。僕は建築現場から離れた歩道の先の橋を指さした。

  「走って！　密みつ鬼おにの本体はきっとあそこにある！」
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  　建築現場を背に、僕は歩道を駆け出していた。

  　推測にすぎないけど、なぜか確信に近いものを感じていたし、莉花さんと帆鳥ちゃんが一瞬顔を見合わせ、すぐに僕のあとについてきてくれたことで、勇気が湧いた。

  　ただし足の遅い僕はあっという間に二人に追い抜かれ、

  「わざと遅れて囮おとりになってくれるのね！　君、やるわね！」

  　明らかにそうじゃないとわかっているはずの莉花さんに、そう言われた。

  　否定する余裕もなくてうしろを振り返ると、二匹の巨きよ大だい魚ぎよが後方二十メートルほどの空中を飛んでくるのが見える。

  「!?」

  　その近くの家の玄関脇で、ゴミ袋を持って腰を抜かしているおばさんの姿があった。が、巨大魚はそっちには目もくれずに僕らを追いかけてくるので、目撃されたことは気にしない。今は一刻も早く密鬼を殲せん滅めつさせることが先。密鬼が消滅したら、こんな非常識すぎる光景はかえって見間違いだと思ってくれるはずだ。

  　とにかく人通りが多くなる前に、密鬼を倒さなきゃ。

  「で、どこに密鬼の本体があるのよ!?」

  　そこには池が広がっていた。

  　僕らがたどり着いた池はひょうたんのような形で、もっとも離れた岸と岸の間は、ボートを漕こいだら五分くらいはかかりそうなほどの距離だ。ひょうたんのくびれにあたる部分に、道路から続く木製の橋が架かかっている。橋の幅は車が二台ぎりぎり通れるくらいで、対岸の雑木林の中の一本道につながっている。

  　僕は橋の欄らん干かんから身を乗り出し、池を見下ろした。水面までは二メートルほど。思ったよりも透過度が高い清涼な水を湛たたえている。

  　その水の表面を食い入るように見つめる。

  「早くしなさい！　密みつ鬼おにが――!?」

  　莉り花かさんがそう叫んだとき、追ってきた巨きよ大だい魚ぎよが橋の欄干に体当たりした。

  「うわわっ!?」

  　盛大に橋が揺れ、バランスを崩した僕は危うく落ちそうになった。が、帆ほ鳥とりちゃんが両腕をめいっぱい伸ばして僕の身体をつかんでくれた。

  　危なかったあ。

  　そう思った瞬間、もう一匹の巨大魚の体当たりが橋を再び揺らし、

  「きゃっ」

  　僕をつかんだせいで、僕よりも不安定な体勢になっていた帆鳥ちゃんが――ドッポーンッ――欄干を乗り越え、池に落ちた！

  「帆鳥ちゃん!?」

  「帆鳥!?」

  　巨大魚を牽けん制せいするため銃じゆう花かを撃うっている莉花さんが蒼そう白はくになった。

  「ダメ！　あの子、カナヅチなの！」

  　ええ!?

  「あ、うわっぷ、わっぷ、ぷはっ、はふっ、ぶくぶくぶくぶくぶくぶく」

  　いつもの帆鳥ちゃんらしからぬ必死の形相と、手をめちゃくちゃに振り回して水みず飛沫しぶきを立てている様子に、僕は迷わず欄干を飛び越えた。

  「帆鳥ちゃん！」

  　バッシャーンッ――池に着水……いや、着地？

  「あれ？」

  　飛び込んでみて初めてわかった。池の水深は一メートルもない。

  「……」

  　僕は、冷静さを失ってもがいている帆鳥ちゃんの両脇に手を入れ、グイッと引き起こす。

  「洋ひろ……さん？」

  　ポカンとした表情の帆鳥ちゃん。僕の顔と水に浸つかった足元を見つめ、

  「……」

  　状況を理解したのだろう、頬ほおを赤らめた。

  　僕は安あん堵どの息を漏もらし、

  「莉り花かさん、こっちは大丈夫――!?」

  　言いかけて、ハッとした。

  　橋の真下の水上に一輪の花が浮かんでいた。白い八重咲きの花と円形の葉。巨きよ大だい魚ぎよを構成していたものにそっくりだ。

  　あれだ……やっぱりあった！

  「莉花さん！　橋の下だ！」

  　しかし僕のその呼びかけが、莉花さんの危機を招いてしまった。

  　莉花さんがこっちに気を取られたことで銃じゆう花かの射しや出しゆつに間かん隙げきができ、それを突くように二匹の巨大魚が莉花さんに肉にく薄はくした。

  「莉花さん!?」

  　橋の上の光景に血の気が引きそうになったとき――。

  　ブオオオンッ！

  　派手で重いエンジン音が鳴り響き、莉花さんの後方から一台の車が登場した。流線型の車体と鮮あざやかな黒が眩まぶしいスポーツカーだ。車はその勢いのまま二匹の巨大魚に衝突し、それらを十メートルほども吹き飛ばして、停車した。

  「ん～、大丈夫かい？　いとしの君」

  　車の運転席のドアが開き、颯さつ爽そうと、まるでヒーロー執しつ事じ（？）登場のように姿を見せたのは秀しゆうさんだった。黒の燕えん尾びジャケットが朝陽を浴びて映はえる。

  「秀？　どうして？」

  　目を丸くする莉花さんに、秀さんはへらへらっと笑った。

  「おやおや、俺だって花はな狩かりだよ。密みつ鬼おにの気配には敏感だし、なにより女の子のピンチにはどこにいたって駆けつけるのが、男ってもんさ」

  　秀さんは悠然と語ると、視線を巨大魚へ向けた。浜辺に打ち上げられた魚のようにのたうっていた巨大魚は、すでに体勢を立て直していた。花と葉でできた魚ぎよ眼がんが莉花さんと秀さんに向けられる。

  「まあ、俺たちの愛の語らいはまたあとで。今はお邪魔な密鬼を片付けるのが先だね」

  　秀さんがそう言うと、莉花さんがそれにうなずいた。

  　一瞬、橋の上の二人が舞台上の役者のように見え、とても遠くに感じた。

  「行くわ」

  　そう言って、莉花さんは橋から飛び降りた。水みず飛沫しぶきが上がり、莉花さんの真紅のバラと重なる。

  　僕は焦あせりのような感情を押さえ、莉り花かさんに叫んだ。

  「あの花を撃うって！」

  　莉花さんが橋の下を振り返り、銃じゆう花かを構える。

  「物体化したクイーンランク!?」

  　莉花さんは目を丸くしたが、すぐに銃花を発動させた。

  　花弁の銃じゆう口こうから迸ほとばしった弾だん丸がんは、光こう跡せきを描き白い花を撃ち抜いた。撃げき砕さいされ、花弁を散らしたそれは、茎、そして葉を、氷が溶けるように消失させていく。

  　そして同じ現象が橋の上の二匹の巨きよ大だい魚ぎよにも起きていた。その体たい躯くは路上に落ち、そのままゆっくりと朽くちていく。

  「あの花はなに？　どうして君に本体がわかったのよ？」

  　しだいに消えていく水面みなもの花と巨大魚を見つめながら、莉花さんが口を開いた。

  「魚の身体からだがハスで作られていたから」

  「沼とか池に浮かんでるアレ？」

  　僕はうなずいた。

  　建築現場で拾った花は、水生植物としてもっともポピュラーなハスの花と葉っぱ。

  　本体が別にある可能性とハスの花。その二つから、僕は本体が近辺の水のあるところに潜ひそんでいるのではないかと推測した。そして視界に映ったのが、この池だったのだ。

  「言われてみればそうだったような気もするけど、戦闘でそれどころじゃなかったし。まあ、園芸オタクの目の付け所が違ったってことね」

  「うん。僕、園芸オタクでよかった！」

  　莉花さんに褒ほめられた（？）ことが嬉しくて、胸を張った。が、すぐに莉花さんは橋の上に目を向ける。

  「助かったわ、秀しゆう」

  　秀さんは橋の上から手をひらひらと振っていた。爽さわやかな笑顔はタレントのピンナップ写真のそれみたい。ハスのことに気づいた誇らしさが、あっという間に僕の中で色いろ褪あせてしまった。

  「気にしないでいいよ」

  　にこやかに答える秀さん。

  「今度デートに付き合ってくれれば」

  「な!?」

  　と、声を上げたのは僕と莉花さんで同時。思わず莉花さんと顔を見合わせ、なぜか莉花さんから睨にらまれる。

  　びゅうっと一いち陣じんの風が吹いたのはそのときだった。

  　それは生ぬるく、なんだか胸の奥がかき乱されそうな、獣けもののざらついた舌で心をなぶられるような、そんな感覚に襲おそわれる不気味な風。かすかな甘さとむせるようなすっぱさの混じった匂いがした。

  「あやかしの気配!?」

  　莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃん、そして橋の上の秀しゆうさんも身構える。

  「ハスが!?」

  　僕は橋の下のハス密みつ鬼おにを――すでに葉っぱ一枚だけになっていたものを指さした。

  　黄色の旋せん風ぷうがそこに出現していた。消えゆくハス密鬼の頭上に、子供の背丈くらいの大きさでそれは渦巻いている。

  　花びら？

  　黄色の旋風は無数の黄色い花びらを内ない包ほうした風だった。まるで楕だ円えん形けいの透明な容器の中で花びらが吹き荒れているように、旋風は花びらを纏まとい、しかし少しも飛び散ることなく浮遊している。

  「なによ、あれ!?」

  　莉花さんが銃じゆう花かの銃じゆう口こうをその旋風に向ける。しかしそれより早く、旋風はハス密鬼をすくうように水面みなもを弾はじき、次の瞬間、ハス密鬼ともども一点に収しゆう斂れんし、消失した。

  　そして――。

  「ひょっほっほっ」

  　突然の笑い声。

  「糧かてとして喰くらっちゃったわね。ハチのくせに卑いやしいわ」

  　背後から聞き覚えのない女性の声が聞こえ、慌あわてて振り返った。

  「!?」

  　唖あ然ぜんとした。思わず自分の目を疑った。

  　僕らから十数メートルほど離れた池の中央。その水面には、まるで地面を踏みしめるように立つ女性の姿があった。

  　人型の密鬼？

  　年は三十前後だろうか。背丈と同じくらいの長さの髪が絹糸のように垂れ落ちている。切れ長の瞳は翡ひ翠すいのような緑色、白い肌と真っ赤な唇とのコントラストが鮮せん烈れつだ。

  　妖よう艶えんな美女というに相応ふさわしい顔立ちだと思う。

  　ただし僕が目を疑ったのは、その美び貌ぼうでも水中に沈まず佇たたずんでいることでもなく、その奇き抜ばつな服装のためだった。

  　いったいあれはどうしちゃったんだ？

  　そう思わずにはいられない女性の服装。それは赤い生地に金きん糸しで描かれた睡すい蓮れん模様の豪ごう奢しやな着物。でも帯はなく、前はあけっぴろげ。その下に着けてるのは襦じゆ袢ばんではなく、花を模したビキニ。腰にはビキニと同じ柄のパレオのようなミニスカートを着けている。

  「……」

  　扇せん情じよう的てきとか個性的とかいうレベルじゃない。これはそう…………ずれている。たぶん、いや、間違いなく。

  　微妙に緊張感がそがれる光景だが、莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんは身構えたまま、硬かたい表情で着物の人と対たい峙じしている。

  　二人の緊張がひしひしと伝わり、僕も慌あわてて気合を入れなおした。

  　しっかりしろ！　見た目に惑まどわされちゃダメだ！

  「ひょほっ、花か族ぞくと会うのは久しいわね。しかも若い子ばっかり、ぞくぞくするわ」

  　着物の人は嫣えん然ぜんと笑った。その声が目に見えない重しとなって落ちたように、足元の水面みなもに波紋が浮かぶ。

  「このまえの花はな瀑ばく布ふのせいよ。密みつ鬼おにが騒ぐようになって、守もり人びととしてはいい迷惑だわ」

  　そう言って着物の人はくるりと背を向けた。袖が優雅になびき、その袖口から右手が覗のぞく。

  「！」

  　着物の人の右手は、暗あん緑りよくの葉で完全に覆おおわれていた。

  　密鬼に間違いない！

  　その事実にゴクリと喉のどを鳴らしたとき、その人は面倒くさそうに息を吐はいた。

  「あ～あ、ハチのくせにオイタが過ぎるんなら、あちきも腰を上げようかしら――」

  　着物の人が僕たちを、いや、なんだか僕を流し目で見たような気がした。
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  「でも、坊や」

  　背中がぞくり。

  「人の心を救うのは――人の心だって、お・わ・か・り？」

  　ニィッと赤い唇で笑うと、足元の波紋に吸い込まれるように――トプンッ――一瞬で姿を消した。

  　そして水を打ったような静けさが、辺り一面に満ちた。

  　僕だけじゃなく、莉り花かさんも帆ほ鳥とりちゃんも惚ほうけたように池の中に立ち尽くしていたが、

  「くちゅんっ」

  　帆鳥ちゃんのくしゃみをきっかけに、水辺に上がった。

  「大丈夫かい？　みんな」

  　橋の上からこっちの様子を窺うかがう秀しゆうさんの表情もさすがに硬かたい。

  「な、なんなのよ、あいつ……」

  　莉花さんが着物の人が立っていた辺りを睨にらみながら言った。

  「密みつ鬼おに……だと思われますが……」

  　帆鳥ちゃんが濡ぬれた服の裾すそを絞りながら唸うなった。

  「力の強さは感じられませんでした」

  　しかしそれは……。

  　そう、力が弱いというニュアンスではなく、〝力〟では言い表わせない、存在自体の脅きよう威いを感じているような、そんな帆鳥ちゃんの口ぶりだった。

  「いったいどういうことよ？」

  　莉花さんが拳こぶしを握って、秀さんに視線を向けた。秀さんは苦にがいものを噛かんだような顔で、首を横に振る。莉花さんは舌打ちして、視線を下げた。

  「なんなのよ？　あの冗談を着たような女も、その前の妙な風も」

  　莉花さんは苛いら立だちを露あらわにして、それから思いついたように振り向いた。

  「それから――」

  　じろっと見み据すえられる。

  「君の部屋に月つき夏ながいたことも！」

  

  　僕と莉花さん、帆鳥ちゃんの三人を、秀さんは車で送ると言ってくれた。

  　三人ともずぶ濡れで、高そうな車のシートを汚よごしてしまうことは正直気が引けた。なのに秀さんはまったく気にするそぶりもなく、莉花さんと帆鳥ちゃんを後部座席に、僕を助手席に乗せ、車を走らせた。

  　車内では、僕の部屋に月夏ちゃんがいたことについての説明を求められた。もちろんやましいことはないので、包み隠さず本当のことを言った。けどなんだか自分でも嘘っぽく聞こえて冷や汗をかいた。まあそれだけ常識外れの出来事だったというわけで。

  　莉り花かさんは胡う散さん臭くさそうに顔をしかめていたけど、聞き終わると秀しゆうさんに、

  「いくらなんでもやりすぎ。秀、あんたから月つき夏なにきちんと言い聞かせなさいよ」

  　そう言ってくれた。

  　秀さんはハンドルを握りながら、ちょっとだけ首をすくめた。

  「ん～、たしかに葉はノの宮みやくんだって男の子。我慢できなくて間違いが起きないとも限らないし」

  「起きませんよっ」

  「それとももう起きた？」

  「起きてませんよっ！」

  　秀さんは楽しそうに目を細め、帆ほ鳥とりちゃんはうふふ、と笑い、莉花さんは不機嫌そうにシートに深くもたれた。

  「月夏には観察するのを控ひかえるよう言っとくよ」

  　秀さんは先に漣れん芽が町の莉花さんと帆鳥ちゃんのマンションで二人を降ろし、それから果か彩さい町の僕の家に向かってくれた。

  　二人だけになると沈黙状態に。

  　秀さんは表情こそにこやかだけど、なぜか盛んにため息をついていたし、僕は秀さんとなにを話していいのか見当もつかなかった。なんだか気まずい。

  「莉花は……」

  　だから果彩町に入った辺りで、秀さんが突然莉花さんの名を出したときには慌あわててしまった。

  「は、はい？」

  　秀さんの顔を窺うかがう。秀さんは前を向いたまま、

  「莉花は変わったね。俺と出会ったころは誰とも話そうとしない子だったのに」

  　含むように笑った。アクセルを踏んだのか、車が加速したように思えた。

  「俺さ――」

  　心なしか声を弾はずませ、秀さんは言った。

  「真剣に莉花と愛を語らおうかな」

  「は？」

  「ん～、俺が告白したら、莉花はどんな顔をすると思う、葉ノ宮くん？」

  　こ、告白!?

  　秀さんがあはは、と笑う中、僕の頭の中では秀さんの言葉が何度も繰り返し響いた。そのたびに内心の焦あせりは増し、結局なにも答えることができずに帰宅。

  　巨大魚のいた建築現場に自転車を忘れたと気づいたのは、濡れた服を着替えたあとだった。

  　あ～あ、最悪。
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  　ペロペロ占いに鴻こう野の亜あ里り沙ささんがやってきたのは、ハス密みつ鬼おにを倒した次の日。

  　僕の花はな視み査定試験の期限まで、残り一週間となった日の昼休みだった。

  「葉はノの宮みや、この子占ってあげて！」

  　種眠たねむ北高資料室。

  　僕と莉り花かさんがきょとんとして見つめる中、机を挟んで僕らの対面に座った山やま瀬せさんは、真剣な表情で言った。

  　その山瀬さんの隣に、フランス人形のようなふわふわの髪の女の子が座っている。

  　それが鴻野亜里沙さんで、顔に見覚えがあった。一昨日の朝、音楽室でピアノを弾いていた女の子だ。あのときの寂しく優しい旋せん律りつが頭をよぎった。

  　亜里沙さんは種眠北高一年Ａ組で、山瀬さんと同じ中学出身の後輩だという。

  「中学のおり同じ委員会になったのがご縁で、先輩とは懇こん意いにさせていただいております」

  　やけに丁てい寧ねいな口調で亜里沙さんはそう言った。柔やわらかな物もの腰ごしが印象的だ。

  　しかし亜里沙さんの表情は思いつめたように硬かたい。長い睫まつ毛げと優しそうなとろんとした瞳は伏せたままだ。

  　そして――。

  「姉の行ゆく方えを占っていただけないでしょうか？」

  　控ひかえ目に顔を上げると、亜里沙さんはそう言った。思いもよらない話に僕はゴクリと喉のどを鳴らす。

  「四日前から、わたくしの姉がいなくなってしまったのです。連絡もなく、携帯電話はお部屋に置いたままでした」

  　亜里沙さんの一つ年上で、種眠北高三年のお姉さん――鴻野亜あ子こさんが行方不明なのだという。

  「姉は父や母と折り合いが悪く、今までたびたび家出をしたことがあるのです。ですから今度も父と母はそう思っているようで……」

  　学校や警察には相談していないらしい。

  　でも亜里沙さんだけは今回の亜子さんの失しつ踪そうに、いつもの家出とは違うただならない雰囲気を感じているようだ。ここ数日心当たりを捜し回っているという。

  「どうしてこんなにも胸騒ぎがするのか……わたくしにもわかりかねるのですが……。ですが姉がお部屋からいなくなってから、なにか大だい事じが起きているような予感がして胸が苦しくなってしまうのです」

  　そう言って、亜里沙さんは自分の胸に手を置いた。

  「!?」

  　それを見た僕の胸がドキンと鳴った。鳴ってしまった。

  　こ、これは？

  　動どう悸きが増す中、またもや僕の目は亜あ里り沙ささんの胸に引きつけられてしまう。

  　な、なんでこんなに、亜里沙さんの胸……気になるんだろ？

  　女の子の胸をまじまじと見つめるなんて失礼もはなはだしい。そう自覚してるのにやめられない。

  　大きいから？

  　目の前で見る亜里沙さんの胸はたしかに大きかった。すごかった。身体からだ自体は細いのに、その胸がはちきれるように、弾はずむように視界に飛び込んできて――……って、な、なに考えてんだ、僕！

  　視線を亜里沙さんの胸からむりやり引き剥はがして、俯うつむいた。

  　最低だ。お姉さんのことで気に病んでいる亜里沙さんの前でこんな……、胸が気になってしかたないだなんて……。ホントどうかしてる。ビョーキだ。滝にうたれたい。

  　僕がそんな自己嫌悪に苛さいなまれる中、亜里沙さんは不安げに続けた。

  「姉は、自分のお部屋からまるで忽こつ然ぜんと消えてしまったようでした」

  　自分の部屋に入っていくのを見かけたが、それから数分後に一緒にお茶でもしようと部屋を訪れてみると、もうそこに亜あ子こさんの姿はなかったという。

  「出掛けたような気配もなかったのですが」

  　亜里沙さんは沈痛な表情でしきりに首を捻ひねっている。

  　僕は言葉もない。

  「葉はノの宮みや、頼むよ。亜里沙はもうどうしていいかわかんないっていうんよ。そりゃあ、ただの家出で亜里沙の取り越し苦労ならいいんだけどさ。いなくなった状況もなんかヘンじゃん？」

  　山やま瀬せさんが亜里沙さんを気き遣づかうように見る。

  「警察に行っても、家出癖へきがあるんじゃ真剣に取り合ってもらえない。で、あたしに相談しにきてくれたってわけ」

  　山瀬さんはそう言って、ズイッと僕のほうに身を乗り出した。

  「そこでピンときたのよ。葉ノ宮の占いでなんかわっかんないかなってね」

  「そ、そんな……」

  「些さ細さいなことでもかまわないって。だいじょーぶ。あたしを占った葉ノ宮ならできる。ペロペロ王を目指してるあんたなら、きっと」

  　そんな王、目指した覚えないし。

  　僕は困こん惑わくし、助けを求めるようにうしろにいる莉り花かさんに目を向けた。

  　莉花さんは眉まゆを寄せ、探るような眼まな差ざしを亜里沙さんに注いでいる。

  「莉花さん？」

  　莉り花かさんは僕の視線に気づいて、それから残念そうに首を横に振った。

  　僕はうなずき、山やま瀬せさんと亜あ里り沙ささんに向き直る。

  「ごめん。ホントごめんなさい。申し訳ないけど、僕の占いじゃ力になれそうにない」

  　素直に謝った。亜里沙さんの悲しそうな表情が胸に痛い。

  　でも僕のペロペロ占い、というか花はな視みで、行ゆく方え不明の人の居場所なんて捜せっこない。それが明らかなのに引き受けることなんてできないし、莉花さんが首を振ったのも、そういう意味だろう。

  　しかし山瀬さんは諦あきらめきれないのか、ガバッと僕の肩をつかんで揺さぶった。

  「なんとかしてやりたいんよ、葉はノの宮みや。亜里沙、心配であまり眠れてないって言うし。かわいそうで見てらんないよ」

  「先輩、わたくしのことはべつに……」

  「べつにじゃないよ。そりゃあ亜あ子こさんのことも心配だけど、あたしは亜里沙のことがそれ以上に心配なんよ。大好きなピアノもあまり弾けてないってことは、あんた、よっぽどまいってるってことじゃん」

  「ピアノ、習ってんの？」

  　山瀬さんと亜里沙さんのやりとりに莉花さんが口を挟んだ。その反応に山瀬さんは意外そうに目を丸くし、僕の肩から離した手で亜里沙さんを指し示す。

  「亜里沙はピアニストじゃん。それもチョー期待の星！」

  「山瀬先輩」

  　戸と惑まどう亜里沙さんを無視し、山瀬さんは自慢げに言った。

  「亜里沙はピアノの賞、チョー取ってるし。もし今度のコンクールで優勝したら海外に留学できるかもしんないって。ね？」

  　亜里沙さんは困ったように微ほほ笑えんだ。

  「そのようなことはありませんよ、先輩。好きでやらせていただいてるだけですから。それに……」

  　亜里沙さんが遠くを見るように目を細めた。

  「わたくしは姉のあとを追いかけていただけですから」

  「亜里沙？」

  「先にピアノを習いだしたのは姉なのです。わたくしは姉のピアノに憧あこがれて、それで姉に追いつこうとして。いつのまにかピアノを弾くことが好きになっておりました」

  「へ～、そうだったん？」

  　亜里沙さんは寂しそうに微笑み、

  「姉はもうやめてしまったのですけれど」

  　呟つぶやくように言った。

  「とにかく葉はノの宮みや！」

  　しんみりしそうになった空気を、山やま瀬せさんが阻そ止しした。机に手をつき、僕にぐっと詰め寄ってくる。

  「亜あ里り沙さのために、あんた服脱ぎなよ！」

  「え!?」

  「間違った！　ひと肌脱ぎなよ！」

  　亜里沙さんが亜あ子こさんのことで心を痛めていることも、山瀬さんが亜里沙さんの力になってあげたいという気持ちもひしひしと伝わってくる。

  　でもそれに応こたえられる力が僕にはない。しょうがないことだけど、悔しかった。

  　そんな僕の代わりに莉り花かさんが口を開いた。

  「ごめんね、霞かすみ。それに亜里沙ちゃんも。でもこういうときはたしかな情報を得るようにしないとダメ。中途半端な占いとかに頼ったら、かえって惑まどわされるものよ。混乱するだけ。だから、こればっかりは引き受けられない」

  「尊みことちゃん……」

  　莉花さんの言葉に、山瀬さんもようやく引き下がってくれた。

  「本当にごめん、亜里沙さん」

  　僕がもう一度謝ると、亜里沙さんは「いえ、そんな」と慌あわてて首を振った。

  「わたくしのほうこそ申し訳ありません。皆さんにご心配をおかけしてしまったようです」

  　亜里沙さんは頭を下げ、それから腰を上げた。

  　気落ちしている山瀬さんに気丈にも笑顔を向け、それからもう一度僕たちに向かって深々とお辞儀をした。

  「ありがとうございました。それでは失礼いたします」

  　そう言って、しとやかに踵きびすを返したとき――。

  　焦しよう燥そうが体中を駆け巡った。

  　なんだ？

  　疑問に思ったときには立ち上がっていた。莉花さんの怪け訝げんそうな顔が視界の端に映ったが、僕の焦点はただまっすぐに、吸いつけられるように亜里沙さんの――胸へ！　大きな胸へ！

  　衝動が身体を貫く。

  　やばい、落ち着けと心のどこかが叫んでいるが止まらない。

  　胸……胸……亜里沙さんの胸！

  　口が勝手に動いていた。

  「亜里沙さん、その胸が気になってしょうがないんですっ！」

  　言っちゃった！

  「…………」

  　その場が凍こおりつきました。

  「ペロペロ王がエロエロ王になったよ」

  　山やま瀬せさんに屈辱的にうまいことを言われた。人生の階段も踏み外したような気がする。穴があったら入りたいと思ったけど、たぶんそれ、奈な落らくの底へ続く穴だと思うので、なんとかその場に踏みとどまった。

  　山瀬さんの冷たい目、赤面した亜あ里り沙ささんの獣けものを見るような目、そして莉り花かさんの――。

  「やっぱりそっか」

  「え？」

  　意外にも莉花さんだけが冷静で、納得したような表情で亜里沙さんを見つめていた。

  「あたしもちょっと気になってたのよね」

  　莉花さんの言葉に、山瀬さんと亜里沙さんが目を丸くする。それを見た莉花さんが、慌あわてたように早口で答えた。

  「いや、その……え～と、ああ、そうよ、こいつの占いの力がなにかを感じたのよ。ほら、こいつの占いの力は精神感かん応のう力りよく？　とかって、そんなのに近いから、その力が亜里沙ちゃんに反応したんだわ。変な意味じゃなくて、なにか気になることがあるのよ。そこに……亜里沙ちゃんの胸に」

  「む、胸に……ですか？」

  　亜里沙さんと山瀬さんが半信半疑の様子で顔を見合わせる中、莉花さんは僕にそっと耳打ちした。

  「ホントのこと言うと、彼女に違和感みたいなものを感じてたの。君が言ってるのもそういうことなんでしょ？」

  　それにきっぱりとうなずけるほどの確信はない。言われて初めてそうかもと思う始末だ。でもその違和感が、花か族ぞくにしかとらえられない精神世界に関するものなら、亜里沙さんが〝花〟がらみの問題を抱えている可能性がある。

  「気のせいかもと思ったけど、君も感じてるのなら間違いなさそう。あたしには見えないけど、君なら花はな視みをすればその理由が視みえるかもしれない」

  「え？　じゃ、じゃあ？」

  「うん、花視をするべきだわ。ていうかしなさい。エロエロ王になりたくないならね」

  　なりたくない。

  　そう思ったとき、亜里沙さんが「あ」と、なにかに思い当たったように声を上げた。

  「もしかしたら、このことではないでしょうか？」

  　亜里沙さんの疑ぎ心しんに満ちた表情に、ほのかな期待のようなものが浮かんだ。亜里沙さんは制服の襟えり元もとに手を入れ、ごそごそとなにかを引っ張り出した。

  「ネックレス？」

  　それは金色の細いチェーンのネックレスで、直径四センチほどのまるいロケットがついている。

  　僕の目はそれに釘くぎ付けになった。ぐいぐいと強力に引き付けられる。

  　ああ、間違いない。僕は亜あ里り沙ささんの胸に魅み了りようされてたんじゃない。あのロケットに引き寄せられていたんだ――エロエロ王じゃなかったんだ！

  　声を大にして言いたい気分だったけど、どうしてロケットが僕の関心を引いたのか、そっちのほうが今は重要だ。

  「ここには姉との大切な思い出が収まっておりますから」

  　そう言って、亜里沙さんはロケットの蓋ふたを開けた。

  　クローバー？

  　誰でも一度は目にしたことがあるだろう、見慣れた形状の多年草。細い茎とふくよかな丸型の葉のシンプルな作りには、清すが々すがしさを感じる。

  　一般的にクローバーは三枚の複葉だけど、ロケットの中に収まっているそれは、押し葉にした二枚葉だった。

  　しかし亜里沙さんはそれを、

  「四つ葉のクローバーです」

  　と言って、いとおしそうに見つめた。

  「幼少のおり、姉と二人で見つけたものを半分ずつに分けたのです。クローバーは幸せの象徴だと聞いておりましたから。それを分けて携たずさえれば、ずっと一緒にいたいという願いをこめられる。わたくしたちが離れなければ、それはいつでも四つ葉のクローバーなのですから。ですからこうして肌身離さず持っております」

  　クローバーの花言葉は、三つ葉で〝愛情〟や〝希望〟。四つ葉だと〝幸運〟や〝幸福〟という意味にもなる。

  　しかし今、その亜里沙さんの〝幸福〟の象徴には異い物ぶつが付着していた。

  　ロケットの中のわずかなスペースの中。

  　緑の二枚葉クローバーの横に、まるで片割れのクローバーを補うかのように――。

  　密みつ花ばな？

  　黄色い花びらがくっついているのを、僕の目はとらえていた。
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  　問題は亜あ里り沙ささんの蜜みつ口ぐちが胸とおへその中間、みぞおちの辺りという、きわどい場所にあるということと、

  「え？　あ、あの……占いって、そ、そのような破は廉れん恥ちな――あ、いえ、そうではなくて、そのような特殊な手法で行おこなわれるのですか!?」

  　亜里沙さんが、ペロペロ占いがどんなものか聞かされていなかったことだった。

  「あ、あのそれは、その、わたくし困ってしまうといいますか、しかもおなかをなめていただくなんて……お、およ、およおよ……」

  　およ？

  「――お嫁にいけなくなったりはしないでしょうか!?」

  「……」

  　なんだか花はな視みがとてもひどい行為に思えてくる。いや改めて考えてみると、やっぱりひどいから恐ろしい。花視、恐ろしい。

  　しかし今は亜里沙さんのためにも――それが亜あ子こさんの手掛かりにつながるかどうかはともかく――花視をする必要があると思った。

  　亜里沙さんと亜子さんの思い出の品という押し葉のクローバー。そこにくっついていた密みつ花ばならしき黄色い花がどうしても気になった。

  「変な占いでごめん。でもそれが必要っていうか……。やらしい気持ちとかふざけてとか、そういうんじゃないから。真ま面じ目めに、真剣に占うためになめなくちゃいけないわけで」

  　薄暗い資料室の中、戸と惑まどう亜里沙さんを必死に説得。

  　莉り花かさんと山やま瀬せさんも加わって十分ほど。昼休みの残り時間が気になりだした頃になって、ようやく亜里沙さんは同意してくれた。

  「そ、そうですわね。わたくしからお願いしたことですもの。姉の……ためですから」

  「そうだよ、亜里沙。ここは野良犬に噛かまれたとでも思って、ガマンガマン」

  　野良犬って……。

  　切なげに呻うめいた僕に、莉花さんが励ますように囁ささやいた。

  「君は野良犬じゃない。あたしと帆ほ鳥とりの飼い犬よ」

  　励まされなかった。

  　花視をする前に微妙にテンションが落ちたけど、せっかく亜里沙さんが決意してくれたんだからと、気合を入れなおす。

  　が、だからといって平然と花視ができるケースではない。

  　だって蜜口がみぞおちだよ。ていうか胸のすぐ下だよ。

  　狼ろう狽ばいする自分を、自分で叱しつ咤たする。

  　今は花か族ぞくとしての役割を真しん摯しに果たせ、葉はノの宮みや洋ひろ！

  　何度も胸中で唱えながら、もじもじと立っている亜あ里り沙ささんの前にひざまずいた。亜里沙さんからは、清涼で気持ちのいい柑かん橘きつ系けいの香りがした。

  　亜里沙さんはすでに真っ赤な顔で、ひざまずいた僕に頭を下げた。

  「お願いいたしますっ」

  　そう言うと、きゅっとつかんだブラウスの裾すそを、そろりそろりと上げ始めた。

  　僕の心臓は、大太鼓乱れ打ち。

  　その下から白い、まるで陶磁器のような肌が露あらわになっていく様子は、ちょっともう直視できない。いや直視できないのは花はな視みとして失格だけど、視線がさまよってしまう。

  「あ、あの、このぐらいでよろしいでしょうか？」

  　亜里沙さんの消え入りそうな声に、僕は目を戻した。

  　どはあっ！

  　もう少しで胸の膨ふくらみが見えるってところで、亜里沙さんの手は止まっていた。

  　そんな刺激的な光景に目め眩まいがしそうになったが、莉り花かさんからの冷ややかな視線を感じ、なんとか堪こらえた。

  　平常心、平常心。

  　僕の顔を見下ろすような格好の亜里沙さんは、ギュッと目を瞑つむっている。
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  　眼がん前ぜんに亜あ里り沙ささんのおなか。蜜みつ口ぐちはみぞおちの近くに一つ葉の形でほんのりと光っている。ごくりと唾つばを飲み込む。

  「葉はノの宮みや、これってペロペロだよね？　エロエロじゃないよね？」

  　山やま瀬せさんの声を無視して、亜里沙さんの蜜口に唇を近づけていく。

  　チラリと視線を上げたら、

  「!?」

  　ブラウスの隙すき間まから、零こぼれるような亜里沙さんの胸が見え――クラッ――魂たましいが抜けそうになった。いやたぶん抜けた。

  　ゴホンッ、と莉り花かさんの咳せき払ばらいが聞こえたので、昇天を免まぬがれた。

  　ビッグバン平常心!!

  　わけのわからない叫びを心に響かせ、そして――。

  　くちゅっ。

  「!?――んんっ」

  　ピクッと震えた亜里沙さんの蜜口をなめた。

  「……や……ぁ」

  　亜里沙さんのせつなげな声。

  　ぺろり、ぺろ。

  　僕はその肌の熱さを感じる。舌先から体内へ流れ込む、彼女の心の花の存在をとらえようとする。花の輪りん郭かくが脳のう裏りに浮かぶ。

  　画家が筆を動かすように、それを流りゆう麗れいな線で明確に結んでいく。

  　ゆっくりと顔を離し、ふうっと一息。

  「ひゃはんっ」

  「あ、ごめんっ」

  　その息がおなかにかかってしまったようで、亜里沙さんは身をよじった。

  「は、はひ、ご、ごめんあそばせ～」

  　亜里沙さんはぐったりとイスにもたれ、僕はその背後に目を向ける。

  　そこにはピンクの花――小さな五弁の花がいくつも集まり、傘状に連なったバーベナが咲いていた。

  　バーベナの花言葉は……。

  　しだいに落ち着いてきた頭で思い出す。

  　――〝家族との融ゆう和わ〟。

  　姉の亜あ子こさんをこんなにも想っている亜里沙さんには、相応ふさわしい密みつ花ばなだ。

  　だがそのバーベナのピンクの群ぐん落らくの中に、またしても異質な黄色い花びらが混在していた。茎や葉はない。縁が波打つように折れ曲がった花片だけが、数枚まぶされている。

  　それは亜あ里り沙ささんのネックレスのロケットに入っていた、あの黄色い花びらと同じように視みえた。

  　密みつ花ばなに別の花びらが、まるでどこからか風で飛ばされ、たまたま引っ掛かったようにくっつくなんてことあるのだろうか？

  　さらに花はな視みの目を凝こらす。

  　いったいなんの花だろう？

  　見覚えはある。その花びらの一部から花弁の全体像を想像する。頭の中でひとひらを何枚も集め、いろんな花の形に当てはめていく。そして――。

  「！」

  　その花びらで菊のような大輪の花か序じよを組み立てたとき、ようやくある花に思い当たった。

  「マリーゴールド……？」

  　口にした名は、〝嫉しつ妬と〟と〝悲ひ哀あい〟を花言葉に持つ華美な花。

  　あっ。

  　そしてそれがきっかけとなって記憶が喚かん起きされた。

  　昨日の密みつ鬼おにとの戦闘のあと、消失間ま際ぎわのハス密鬼をさらうように吹き去っていった旋せん風ぷう。あの黄色い花の風。

  　あれもそうじゃなかったか？

  　あの旋風が内ない包ほうしていた黄色い花びらも、亜里沙さんの密花にまぶされた花びら――マリーゴールドだったような気がして、背筋がすうっと寒くなった。

  

  　亜里沙さんの花視によって、不思議なマリーゴールドを視つけた僕は、莉り花かさんにだけこっそりそのことを告げた。莉花さんはしばらく思し案あん顔がおで押し黙ったあと、亜里沙さんに「お姉さんが消えたっていう部屋を見せてくれない？　なにかわかるかもしれない……って、こいつが言ってるわ」と、僕を指さして言った。亜里沙さんは逡しゆん巡じゆんしたが、結局はうなずいてくれて、僕らは放課後、彼女の自宅に行くことに決まった。

  　マリーゴールドのことが頭から離れず、授業にあまり身が入らなかった。気がつけば五時間目終了後の休憩時間。

  　前の時間に返却された期末テストの答案を眺めていたら、ひょいっとそれを抜き取られた。

  「ふっふ～ん、その冴えない顔、やっぱり君もテストの点が悪かったんだ？」

  　莉花さんだ。莉花さんはどこかに行っていたのか、今教室に戻ってきたところ。

  「こればっかりはしょうがないわ。密鬼との戦いとかあったし。そうよ。あたしたちは学校の勉強よりももっと大切なことをしてたのよ。テストの結果が悪いぐらい気にすることじゃないわ。胸を張りなさい」

  　自分に言い聞かせているような莉り花かさんの口調。

  「で、何点よ？　笑い飛ばしてあげ――……きゅ、九十二点!?」

  　莉花さんは僕の答案を見て目を丸くし、わなわなと震えた。

  「あ、あたしはその半分の……半……分……」

  　笑い飛ばせないくらいの点数っぽい。

  「き、君はそうやって人を秘かに見み下くだすタイプ？　ビルのてっぺんから下を見て、ひ、人がゴミのようだって言うタイプ？」

  　意味がわかんないよ、莉花さん！

  　莉花さんは僕に答案を突き返すと、憮ぶ然ぜんとした表情で席に着いた。

  　そして不意に、

  「放課後、あたしちょっと用があるから、亜あ里り沙さちゃんの家には行けないわ」

  　と、言った。

  「用？」

  　莉花さんはうなずいた。

  「ええ、今、秀しゆうから通信があったのよ。よくわかんないけど、話があるって言うから」

  　ドキリとした。

  　昨日の車の中で聞いた秀さんのセリフが思い浮かぶ。

  『俺が告白したら、莉花はどんな顔をすると思う、葉はノの宮みやくん？』

  　告白……。ま、まさかね。あれはきっと冗談で……それに昨日の今日でそんな……。

  　胸の中で呟つぶやきつつも、ちょっと、いや、かなり動揺している自分を自覚して、さらに狼ろう狽ばいした。

  「こっちも用事があるって言ったんだけど、なんだか、いつもと様子が違ったし」

  「でも、亜里沙さんの件だって〝花〟がらみの重要な調査だよ」

  　焦あせって言った。

  　莉花さんはこっちを不思議そうに見つめ、それから僕の肩をポンポンと叩いた。

  「一人じゃ心細いんでしょ？　わかってるわよ」

  「いや、そうじゃなくて」

  「強がんなくていいわよ。君のヘタレっぷりはこの二か月でイヤってほど見てきたんだし…………ホント、出会ったときから、もうイヤってほどねえ……」

  　しみじみと言い出したので、慌あわてて話を戻した。

  「そんなことより、どうしてもダメなの？　秀さんとの約束、伸ばすわけにはいかないの？」

  「無理ね」

  　にべもない。

  「秀の話を聞く必要があるとあたしが判断したの。もう決めたことよ」

  「でも――」

  「おい、洋ひろ、俺様のかっこよさって海外のほうがウケんじゃね？　さっき後輩の子に言われたぜ。鐘かね綿わた先輩ってルイ十六世に似てますよねって。うっひょ～。外タレですか？　俺って狭い日本には収まらねえ器？」

  　前の席から友人の鐘綿昌しよう平へいが話しかけてきたので、それ以上、莉り花かさんと話すことができなかった。

  　帰りのホームルームが終わると莉花さんは、

  「それじゃあ、気合入れて行ってきなさいね」

  　そう言い残して、さっさと教室から出て行った。

  　僕は呼び止めることもできず、歯は痒がゆさを感じながらカバンを手にした。

  　昇降口に行き、下校する生徒たちに混じって靴を履はき替えていると、玄関口のほうから声を掛けられた。

  「洋さん」

  　振り向くと、中学の制服姿の帆ほ鳥とりちゃんが立っていた。
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  「びっくりしたよ。まさか帆鳥ちゃんが来るなんて思わなかったから」

  「うふふ、洋さんの驚く顔が見たかったのです」

  　そんな会話を交わしながら、帆鳥ちゃんと校門に向かって校庭を横切っていく。亜あ里り沙ささんとは校門で待ち合わせている。ちなみに山やま瀬せさんは部活――彼女は女子バスケ部の副キャプテン――の対抗試合があるため、亜里沙さんの家への同行を泣く泣く断念した。

  「明るくて活気があって、いい学校ですね」

  　中学の制服姿だけでも目立つのに、さらに帆鳥ちゃんの可か憐れんな容姿が、帰る途中の生徒たちや、隣の運動場で部活動中の皆の注目を集めている。

  　帆鳥ちゃんは周囲に控ひかえ目めな笑みをふりまきながら、言った。

  「一時間ほど前に莉花さんから通信を貰もらったのです。洋さんが鴻こう野のさんという方の行方不明事件を調べに行くから、付き合ってやってくれないかと」

  　莉花さん、自分が行けないからって気を使ってくれたんだ。

  「洋さんが胸の立派な女の子を襲おそわないよう、見張ってくれと」

  　莉花さん、気を使う方向が違うよ。

  　ため息をつくと、帆鳥ちゃんが、うふふと笑った。

  「でも洋ひろさんは偉いと思います」

  「偉い？」

  　首を傾かしげると、帆ほ鳥とりちゃんは艶つややかな黒髪を揺らしてうなずいた。

  「花はな視み査定試験で大変なときなのに、ほかの人のために行動できるのですから」

  　帆鳥ちゃんは本当に感心したように、

  「なかなかできることではありませんよ」

  　と柔にゆう和わな表情で言った。

  　それは……。

  　花視査定試験の期限まであと七日。もちろん忘れてなどいない。頭の中で時限爆弾がカチカチ鳴ってるみたいに怖くて、焦あせりと不安に襲おそわれるし、心が本当に晴れることはない。

  　でも……。

  　自然と言葉が口をついて出た。

  「〝種たね植うえ〟ができなくて、僕は莉り花かさんや帆鳥ちゃんを忘れちゃうかもしれない。もちろんそうならないように頑張るけど……。でもわからない。だからそれまでは二人のそばで、今持ってる僕の花視の力をできるだけ役立てたいんだ。そうしたいんだ」

  　帆鳥ちゃんをまっすぐ見て続ける。

  「未熟だけど。僕を、僕の花視の力を……二人には覚えていてもらいたいから」

  「洋さん」

  　帆鳥ちゃんが顔をほころばせた。

  「グッときますね、今のセリフ。好きになってしまいそうです」

  「え？」

  「とりあえず冗談です」

  　そんな面おも映はゆいやりとりをしているうちに校門に着いた。

  　亜あ里り沙ささんは校門の脇に、楚そ々そとした雰囲気を漂わせて佇たたずんでいた。

  

  　鴻野家は種眠たねむ北高前のバス停から、隣町の星ほし庭ば町行きのバスに乗り、約二十分ほど行った辺りの、星庭と詩し雨さめの町境にある。

  　その辺りは古い町並みの残る住宅地だったはず。そこからもう少し山手のほうに入ると、田畑が広がる緑豊かな地域になる。草花も豊富に咲いているため、僕は何度か遊びに行ったことがある。いろんな花と出会える場所。そういう意味では、とてもいいとこだ。

  　ああ、今ならノアザミとかヤナギランが咲いているかもしれない。すっごい見たいなあ……。

  「…………はっ!?」

  　そんな呑のん気きなことを考えてる場合じゃないと、気を引き締めなおした。

  　バスの中は帰宅する生徒たちで混んではいたが、運よく二人分の席が空いていた。もちろん亜あ里り沙ささんと帆ほ鳥とりちゃんに譲ゆずり、僕は近くの吊り革につかまった。

  　亜里沙さんは初対面の帆鳥ちゃんにだいぶ戸と惑まどっていた。が、ペロペロ占いの助手です、という帆鳥ちゃんの自己紹介と巧たくみな話術の前に、詮索してくることはなかった。

  「ピアニストさんなんですよね？」

  　走行するバスの中、帆鳥ちゃんが亜里沙さんに話しかける。莉り花かさんから、亜里沙さんや亜あ子こさんのことについてすでに聞いているようだ。

  「とても興味があるのですけど」

  　なんだろう？　ピアノのことかな？　楽曲のことかな？

  「ピアノを弾くとき、その胸は邪魔にならないんでしょうか？」

  「ぶふぉっ」

  　思わず車内でこけそうになった。帆鳥ちゃん、君、なんてことを。

  　亜里沙さんは赤面しながら胸を両手で押さえ、

  「え、ええ。大丈夫です。申し訳ありません」

  　なぜか謝ってる。

  　でもそれで少し打ち解けたようで、そのあとは笑みを交まじえながら会話をしていた。

  　バスから降り、一軒家が立ち並ぶ閑かん静せいな住宅地を五分ほど歩く。

  　亜里沙さんの家は生いけ垣がきに囲まれ、芝生の前庭を抱えた二階建て。刈り込まれた芝は夏の暑さの中でも青々としているから、コウライシバだろうか？　いや最近はセイヨウシバでも暑さに強い品種があるというし、あるいは……などと園芸好きの血が騒いだけど、今はそれどころじゃないと自重した。

  　二階の窓にはバルコニーが設けられている。壁は全面白いタイル張りで明るく、でも重厚さも感じられるかなり大きな家だった。

  「素敵なおうちですね」

  　帆鳥ちゃんの言葉に、亜里沙さんは微笑で応こたえた。少し寂しそうに見えたのは、今はその家に亜子さんがいないせいだろう。

  「どうぞ、お入りになってください」

  　両親はまだ仕事から帰ってきていない、と亜里沙さんは言って、僕らを案内してくれた。

  　亜子さんの部屋は二階だという。

  　重い静せい寂じやく。僕と帆鳥ちゃんは亜里沙さんについて廊下を進む。突き当りの階段をのぼり二階へ。

  「手前がわたくしの、奥が姉のお部屋です」

  　その言葉どおり、そこには手前と奥に部屋が二つ並び、廊下の窓からだいだい色の陽光が射している。亜里沙さんの首もとのネックレスがそれを反射し、きらりと光った。

  　亜あ里り沙ささんは奥の部屋の前で止まった。ドアは周囲を拒絶するように、ぴっちりと閉じられている。

  「お部屋は、姉がいなくなったときのままのはずです」

  　そう言って亜里沙さんはドアノブを回し、ゆっくりと開けた。

  「!?」

  　室内の光景に息を呑のむ。隣では帆ほ鳥とりちゃんが眉まゆをひそめている。

  　帆鳥ちゃんにも見えているのだろうか。いや、完全に見えていないにしても、花か族ぞくならこの部屋から異常な気配を感じているはずだ。

  　そこはマリーゴールドで覆おおわれた、黄色い花の部屋だった。

  

  　亜あ子こさんの部屋は八畳ほどの広さの洋室で、観かん音のん開びらきの大きな窓から少し離れたところにベッド、対面の壁かべ際ぎわには机やクローゼット、本棚などがある。

  　棚や机の上にちょこんと置かれたぬいぐるみや、ピンクのカーテン、ペンギンがプリントされた枕カバーなどが、かわいらしい。

  　しかしそこに花族の視点を重ねると、室内の様相は一変する。

  「洋ひろさん」

  　帆鳥ちゃんが亜里沙さんに聞こえないように囁ささやいた。

  「花……、密みつ花ばなのようなものがぼんやりと見えるのですが」

  「うん。マリーゴールドの花でこの部屋は覆われている」

  　花はな視みの僕には、室内の床や天井、クリーム色の壁、置かれた調度品など、部屋全体に黄色い花びらが付着している様子がありありと見えていた。そのせいで部屋の輪りん郭かくが曖あい昧まいに思えるほどだ。

  　帆鳥ちゃんは人差し指を細い顎あごにあて、小首を傾かしげた。

  「亜里沙さんのロケットや密花にくっついて、そして亜子さんの部屋にも蔓まん延えんしているマリーゴールド……。亜子さんが花のなにかに関わって行方不明になったのは間違いなさそうですね」

  　僕はうなずき、なにか手掛かりがないか注視する。それが実際に物質的に存在するものでも、精神世界のものでもかまわない。亜子さんの行ゆく方えにつながるものであれば。

  「あの……なにか？」

  　僕たちの態度にただならないものを感じたのだろう。亜里沙さんが心配顔だ。僕は安心させるように、笑顔で答える。

  「ううん、まだとくには。でも少し調べてもいいかな？」

  「はい、お願いいたします」

  　亜里沙さんはペコリと頭を下げてから、

  「あ、いけない。わたくしったらお茶もお出ししないで」

  　うっかりしていたとばかりに言って、足早に部屋をあとにした。

  「洋ひろさん、マリーゴールドの花言葉はなんですか？」

  　階段を下りていく亜あ里り沙ささんの足音が聞こえなくなってから、帆ほ鳥とりちゃんは質問した。

  「〝嫉しつ妬と〟、〝悲ひ哀あい〟」

  「華やかな花ですけど、花言葉はあまりいい感じのものではないのですね」

  　部屋を物色しながら、帆鳥ちゃんは意外そうに言って、

  「もし……」

  　憂うれうように呟つぶやいた。

  「もしこの花が亜あ子こさんからのメッセージだったら……それはちょっとつらいですね」

  　つらいのが亜子さんなのか亜里沙さんなのか、帆鳥ちゃんは言わなかった。

  　ピアニストとして注目を浴びる亜里沙さんへの〝嫉妬〟が、亜子さんの〝悲哀〟を深めたのだろうか？　自身の精神世界になんらかの異変を起こしてしまうほどに。

  　とにかく亜子さんが戻らなければ、二人のつらさは行き場のないまま、重くのしかかったままになってしまう。

  　亜子さんを捜してあげなくちゃ。

  　そう心に誓ったとき、机に目が留まった。それはデスクスペースが本体に収納できるライティングデスクだけど、目を引き付けたのはその下の引き出しだった。

  　なんだろう、あれ？　緑色に光っている。

  　デスク全体はマリーゴールドまみれだけど、その引き出しは内部からにじむような、柔やわらかい青せい磁じ色いろの光を発していた。周囲がマリーゴールドの黄色で満たされているからかえって目立つけど、実際の光ではない。花はな視みの力が視みせる特別な発光だった。

  「ねえ帆鳥ちゃん、あの机の――」

  　ガシャンッ！

  　突然、階下から大きな物音が聞こえ、同時に、亜里沙さんの悲鳴が響いた。

  　ハッとして振り返ったときには、帆鳥ちゃんはもう部屋から飛び出していた。いつもはおっとりとしているけど、いざとなると素早い。僕も急いで帆鳥ちゃんのあとを追う。

  「亜里沙さん!?　どこ!?　大丈夫!?」

  　呼び掛けながら階段を駆け下りていく。帆鳥ちゃんはすでに階段の下で周囲を見み遣やり、それからドアの開いた右隣の部屋へ飛び込んでいった。

  　そこはリビングだった。大きな革かわ張ばりのソファにテーブル、大画面のテレビやチェストが置かれている。部屋の奥でキッチンとつながっており、亜里沙さんはそのキッチンとリビングの境で、そばの柱にしがみつくように倒れていた。床にはお盆と割れたグラスが落ちている。

  　僕は急いで駆け寄り、亜里沙さんを抱き起こした。

  「亜あ里り沙ささん!?」

  　不意に、かすかな甘さとむせるようなすっぱさの混じった匂いがした。

  　なんだろう、この匂い？

  　それは亜里沙さんが苦しそうに身をよじると、なおさら強まったような気がした。

  　これって……？

  　その独特な匂いを吸い込んだせいだろうか。胸に焦こげ付くような不快感を覚え、それがひとつの記憶と結びつく寸前、亜里沙さんが呟つぶやいた。

  「怪かい物ぶつ……恐ろしい怪物が……」

  　怪物？

  　亜里沙さんは呆ぼう然ぜんとしたまま、震える手でリビングのほうを指さした。そこには庭に面したアルミサッシの引き戸があり、庭に出られるようにもなっている。引き戸は開いており、夏の風に白いカーテンがふわりと舞い上がる。

  　そしてその軽やかに躍ったカーテンの向こう、庭の芝生の上に月つき夏なちゃんの姿があった。

  「え!?　月夏ちゃん!?　どうしてここに!?」

  　鴻こう野の家の庭に佇たたずむ月夏ちゃんは、いつもどおりの無表情。なんの感情も見えない眼まな差ざしでこっちを見つめている。

  「理由？　気配捕ほ捉そく」

  　月夏ちゃんは平板な声で答えたが、その意味はよくわからない。

  「…………か、怪物……」

  　僕の腕の中の亜里沙さんは、もう一度振り絞るように言うと、ぐったりとうなだれた。

  「亜里沙さん!?」

  　慌あわてて顔を覗のぞきこむ。呼吸はしっかりとしている。気を失っただけのようだ。少しほっとしたら、亜里沙さんの首もとにネックレスがないことに気がついた。大切な亜あ子こさんとの思い出の品。外はずれて落ちたのだろうかと周りを見るが、それらしきものはない。

  　いったい……いったいなにが起きたんだ？

  　状況が飲み込めない中、帆ほ鳥とりちゃんの声が響く。

  「洋ひろさんっ」

  　帆鳥ちゃんはすでに庭に降り立ち、全身に緊迫感を漂わせながら頭上を見上げている。それに倣ならうように、月夏ちゃんも白い喉のど元もとを露あらわに、顔をゆっくりと上げた。

  　僕は亜里沙さんをリビングのソファに寝かし、サッシ戸をくぐって庭に飛び出した。二人と同じように頭上を仰あおぐ。

  「な!?」

  　思わず顔が引きつった。目を何度もパチパチさせても、それは消えてはくれない。信じがたい光景に全身が震えだした。

  　なんだ!?

  〝怪かい物ぶつ〟はオレンジ色の夏の夕空に、悪あく夢むのように存在していた。常識外れの大きさで。黒々と。

  　あ、あれって……まさか!?

  「お、おおおお音符!?」

  　間違いない。それは巨大な音符だった。
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  　音符の大きさはジェット旅客機ほどもある。たぶん地上から数百メートルは離れているはずなのに、手を伸ばせば届きそう。形は符ふ尾びがひとつなので四分音符か。色は周囲のあかね空を霞かすませるような漆しつ黒こくで、音符の符尾部分が竜のしっぽのように蠢うごめいている。そしてなにより不気味なのが、岩のような符ふ頭とうにギョロリと開いた、真っ赤な一つ目だった。

  「巨大ですが、物体化はしていません。あやかしの気配からしてナイトランクの密みつ鬼おにと思われます」

  　帆ほ鳥とりちゃんはそう言うと、銀色のステッキを取り出し、

  「風ふう韻いん萌ほう芽が花か機き発はつ動どう――ステッキ・ブロッサム」

  　杖じよう花かをセットアップする。

  　それに反応するように、頭上の音符密鬼がぐにゃぐにゃと形を変えだした。

  　ぐにゃぐにゃ――その符尾を増やし八分音符へ。ぐにゃぐにゃ――さらに増やして十六分音符。そしてぐにゃぐにゃ――再び四分音符へ。

  　その変化に合わせ演奏するように、獣けものの威い嚇かくを思わせる声が轟とどろいた。

  「くっ」

  　たまらず耳を覆おおった。おそらく周囲の物質世界に音は聞こえていないはず。しかし密鬼を知覚できる花か族ぞくには、鼓こ膜まくが破れるかと思うほどの大騒音だ。

  「来る」

  　そんな中でも平然とした月つき夏なちゃんの口が動いた。と同時に、上空の音符密みつ鬼おには、符ふ尾びを削そいだ全音符となり、空全体にひときわ盛大な音を響かせた。まるでフィナーレを告げるかのように。

  　そして――。

  　ゴオッ！

  　巨大な楕だ円えんの塊かたまりが落下を始めた。空気がびりびりと震え、風は強引に引き裂かれ、地響きのような重低音とともに音符密鬼が落ちてくる。見上げた視界の半分がそれによって埋めつくされ、さらに大きさを増していく。確実に地面に近づいてくる。

  「あ、あんなのが落ちちゃったら……」

  「この辺り一帯の人たちの心は、間違いなく潰つぶれるでしょう」

  　精神的圧死だ。それを想像して目め眩まいを覚えたとき、帆ほ鳥とりちゃんが決然と声を上げた。

  「リーフレットガード！」

  　葉は叢むらの盾たてが僕らの頭上に構成される。が、その大きさは音符密鬼と比べると象とネズミほどの差がある。とてもじゃないが防ぎきれるとは思えない。

  「洋ひろさん！」

  　帆鳥ちゃんが左手で杖じよう花かを掲げつつ、右手をさっと僕のほうへ伸ばした。

  「花はな視みをお願いします！」

  「！」

  　そのひとことで、やるべきことを思い出した。

  　花視はその目で密みつ花ばなを視みることで、花族の精神力を増ぞう幅ふくさせ、戦闘能力を高めることができる。

  　僕は花視の力を発動させる。

  「!?」

  　迂う闊かつだった。帆鳥ちゃんの密花、ネモフィラはぼやけてしまっている。このまえ僕の花視能力の不安定さが露ろ呈ていしたとき、莉り花かさんの花視はしたけど帆鳥ちゃんはしないままだった。

  　もう一度花視をする必要がある。そしてそれがこの最悪のピンチを切り抜けられる唯ゆい一いつの可能性になるはずだ。

  「帆鳥ちゃん！」

  　差し出された帆鳥ちゃんの右手を取った。帆鳥ちゃんの蜜みつ口ぐちはその人差し指にある。

  「なめるよ！」

  「はい！」

  　チュポンッ。

  「…………」

  　ひとんちの庭で……女子中学生の指をしゃぶっている……男子高校生の図。

  　ダメダメ、客観視したら絶望する！　今はそれどころじゃない！

  　羞しゆう恥ち心しんをかなぐり捨て、僕は帆ほ鳥とりちゃんの人差し指を、全力で――ペロチュバッ――なめた。

  「ぁ……感じ……ます。洋ひろさんの力――！」

  　帆鳥ちゃんの背に、清せい爽そうなブルーのネモフィラが花開く。

  　鮮あざやかに、優しく、帆鳥ちゃんの心を象徴する〝可か憐れん〟な花は、湧き上がる生命力を感じさせるように咲きそろう。

  　上空からは雷鳴のような音が降ってくる。音符密みつ鬼おにの影が地上を覆おおう。なめるのをやめ頭上を仰あおぐと、音符密鬼の巨きよ躯くは空を隠すほどに迫せまっていた。あと数秒もすれば、音符密鬼は地上に落下し、僕らの心を、この辺り一帯の人々の心を圧殺してしまう。

  　冗談じゃない！

  「帆鳥ちゃん！」

  　帆鳥ちゃんの名を叫びながら、僕は花はな視みの目を帆鳥ちゃんのネモフィラに集中させる。

  「リーフレットガード――」

  　帆鳥ちゃんの密みつ花ばなのネモフィラと、その手に掲げた杖じよう花かがライトブルーの光を纏まとった。

  「――海かい嘯しよう葉は叢むら！」

  　帆鳥ちゃんの杖花がひときわ凄せい烈れつに輝き、煌きらめく蔓つるが迸ほとばしり本体を覆っていく。三十センチほどだった杖花は光の蔓を幾いく重えにも纏い、瞬またたく間に、二メートルほどの光の杖つえになった。

  「!?」

  　そしてその変化に呼応するように、僕らの頭上の葉叢の盾たてが津波のように、音符密鬼を飲み込むように、爆発的に広がった。

  「すごい」

  　落下してくる音符密鬼と対たい峙じする広大なリーフレットガード。不気味な漆しつ黒こくと清せい浄じような青葉の狭はざ間まに、夕陽がキラリ、射し込んだとき――。

  　音符密鬼とリーフレットガードが激突した。

  　大砲が撃うたれたような巨大な音。それが空気の波動となって地上を襲おそい、僕は気け圧おされるようにへたりこむ。

  　視線の先では、リーフレットガードが音符密鬼をがっちりと受け止めていた。しだいにそれを押し返し、高度を上げ始める。

  「さすがですね、洋さん」

  　帆鳥ちゃんが光の杖となった杖花を掲げたまま言った。頭上を見つめる眼まな差ざしはいまだ緊張しているが、その口元にはいつもの笑みが浮かんでいた。

  「いや、さすがなのは帆鳥ちゃんで」

  　僕はこうしてへばっているわけで。

  　帆ほ鳥とりちゃんは頭かぶりを振った。

  「洋ひろさんのおかげですよ。洋さんの花はな視みの力、それが私たちを支えてくれるかぎり――」

  　帆鳥ちゃんが杖じよう花かをブウンッと振り回した。ブルーの光の弧こが描かれる。

  「私たちは負けませんっ」

  　その声に応こたえるように、上空で音符密みつ鬼おにを押し返していたリーフレットガードが上昇を早めた。と同時にその中心が、グググッと隆起し、尖とがった先端が音符密鬼の符ふ頭とうの中心、赤い一つ目に突き刺さった。

  　音符密鬼の最さい期ごの咆ほう哮こうが空いっぱいに広がり、巨大な矛ほことなったリーフレットガードが、その巨体を貫通する。

  「やった！」

  　中央に大穴を開けた音符密鬼は静止し、次の瞬間――バサッ――漆しつ黒こくの楕だ円えん形けいはクルリと反転するように、全身を大量の黄色い花びら集合体へ変へん化げさせた。

  「花!?」

  　その花びらも、マリーゴールドのように思えた。が、それをたしかめるには地上から離れすぎていたし、その塊かたまりは蝶の大移動のように――あの橋の下で遭遇した黄色い旋せん風ぷうのように――あっという間に空の彼方かなたへ飛び去ってしまった。

  「!?」

  　気のせいだろうか？　そのときほんの一瞬、遠く、かすかに犬の遠吠えのようなものが聞こえた。

  　今のは？

  　聞き覚えのある特徴的な鳴き声。あれは……。

  　答えを探すように見つめた空には、穏やかな夕映えが戻ってきていた。

  「危機を回避できました……ね……でも……」

  　リーフレットガードも消え、光の杖つえだった杖花も小さな銀のステッキに戻る。と、帆鳥ちゃんは足元をふらつかせた。

  「帆鳥ちゃん!?」

  　慌あわてて駆け寄り、その肩を支える。

  「ひとりでは発揮できないような力は……心身への負荷が……少し疲れました」

  　そう言うと僕の腕に身体を預け、すうっと目を閉じた。

  「帆鳥ちゃん？」

  　すぐに小さな寝息を立て始める。

  　無理もない。あんな大スペクタクルで密鬼を撃げき破はしたのだから。

  　帆鳥ちゃんの安心した寝顔を目まの当たりにして、ようやく僕も息をついた。

  「助かったんだ……」

  　なのに、胸の中には違和感のようなものがしこりとなって残っている。それがなんなのか判然としない。喉のどもとまで出掛かってるのに出てこないような感じ。

  　なにか、おかしい……。

  　心の中で呟つぶやいたとき、今まで沈黙していた月つき夏なちゃんが口を開いた。

  「敵、他種吸収可能」

  　敵？　敵って今のあの敵のこと？　え？　他種吸収？

  　月夏ちゃんは密みつ鬼おにのいた空から、ゆっくりと視線を下ろし、僕へ向けた。

  「能力吸収。強力進化」

  　独り言のように言葉を紡つむぐ月夏ちゃん。

  「月夏ちゃん、君はいったい……」

  　月夏ちゃんの表情が冷たく凪ないだ。

  「……怪かい物ぶつの娘」

  「へ？」

  　怪物と言われ、すぐに脳裏に浮かんだのはドラゴンやオークなど映画や漫画でおなじみのもの。でもそこに実際に目の当たりにした蜜鬼が加わると、慌てて頭かぶりを振った。どっちにしたって、月夏ちゃんがそんなものの娘であるはずがない。

  　そう心の中で呟いたとき――。

  〝ねえ、聞こえる？　そっちはなにかわかった？〟

  　僕の右耳のイヤリング通信機から、莉り花かさんの声が聞こえてきた。

  「莉花さん!?」

  　莉花さんの声に、なぜかホッとした。

  「莉花さん、こっちはすっごい大変だったんだよ！　ねえ、今どこにいるの!?」

  〝どこって、え～と、海の見えるレストラン？〟

  　秀さんと一緒にそんなとこに!?

  「とにかく僕たち今、空に音符がドーンッだったんだから！」

  〝いや、なに言ってるかわかんないし。それにこっちだって大変だったのよ〟

  　莉花さんのため息が聞こえる。胸騒ぎがした。

  「あの、莉花さん、秀しゆうさんの用ってなんだったの？」

  　我慢できずに訊きくと、莉花さんの疲れたような声が答えた。

  〝なにって……、秀のヤツ、あたしに告白してきたわ〟

  「!?」

  　頭の中で銅ど鑼らがドッシャーン！　と鳴ったような衝しよう撃げきを受けた。

  「そ、それで、莉花さんはなんて？」

  〝ん？　なんてって……しょうがないから――〟

  　しょうがない!?　そんなのでいいの!?

  〝――了解したわ〟

  　頭の中の銅ど鑼らがまるでカルテット。ドッシャーンドシャドシャうるさくて、それ以上、莉り花かさんの声は頭の中に入ってこなかった。
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  　どこだろう、ここ？

  　どこを見ても真っ暗で、深く冷たい闇の中。

  　ふわり。

  　黄色い花びらがひとひら浮かび、

  　ひらり。

  　暗闇の中を飛んでいく。

  　僕はその花びらを追いかける。泥の中でもがくように手足を動かし、その花びらを見失わないように進んでいく。

  　なのに少しずつ花びらと僕との距離は開いていく。花びらに向けて伸ばした手はむなしく空くうを切り、茫ぼう漠ばくとした闇が行く手に満ちていく。

  「ひょっほっほっ」

  　不意に聞き覚えのある笑い声が耳に届く。闇を縫うように響くその声は、

  「花の環わ、花の環、お花の環。標しるべないのは迷まよい子か――。その眼に映すはザクロか、はたまたユダノキか。踊れ、花の環わのわらべ。歌え、花の器の魂たまよ」

  　妖よう艶えんに詠うたい、そして忍び寄るような囁ささやきに変わる。

  「坊や、お花に惑まどい、真まことの実みを見逃したらダメよ」

  　その瞬間、暗闇の向こうに黄色い花の旋せん風ぷうが巻き起こった。

  　花びらを内ない包ほうした風は膨ふくれあがるように渦巻き、かすかな甘さとむせるようなすっぱさの混じった匂いを醸かもし出す。そして――。

  「誰かっ！」

  　黄色い花の旋風の中に悲痛な叫びが聞こえた。

  　誰？

  　目を凝こらす。群ぐん舞ぶする花びらの向こうにいたのは亜あ里り沙ささんだった。

  　亜里沙さん!?

  　亜里沙さんの身体からだは瞬またたく間に花の旋風に飲み込まれていく。両足を、腰を、胸を、そして首を。黄色い花びらが貼りつき、幾いく重えにも折り重なって、亜里沙さんの身体を覆おおっていく。

  「助けてっ！」

  　とうとう亜里沙さんの頭は、花びらの旋風の中に沈む。伸ばした手だけが、助けを請こうようにパタパタと振られていた。

  「亜里沙さん！」

  　その手に向かって僕は懸命に手を伸ばす。

  　しかし僕の手はむなしく空くうを切り、亜里沙さんの伸ばした手も、花の旋風の中にかき消えた。

  

  　ガバッと身体を起こすと、自分の部屋のベッドの上だった。

  「ゆ、夢!?」

  　室内は暗い。首を曲げて机の上のデジタル時計を見る。

  〝ＰＭ11：40〟と明るい表示。意外に時間が経っていないな、と首を捻ひねると、ずいぶん早い時間に寝たことを思い出す。

  　鴻こう野の家に行って亜あ子こさんのことを調べるつもりが、音符密みつ鬼おにとの戦闘に発展。帆ほ鳥とりちゃんの活躍でそれを撃げき退たいできたものの、結局それ以上亜子さんのことを調べずに帰ってきてしまった。自分の家に着いたのは七時近くだったように思う。夕飯は食べる気になれず、お風呂に入り、あとはベッドに寝転んで……そのまま。

  　普段よりもだいぶ早く寝てしまったせいで、おかしな夢を見たのかもしれない。

  〝助けてっ！〟

  　不意に夢の中の亜里沙さんの声が脳のう裏りをよぎった。

  　なんだろう？　焦しよう燥そう感かんで胸が押し潰つぶされそうになる。

  　今のはただの夢じゃないか。

  〝坊や、お花に惑まどい、真まことの実みを見逃したらダメよ〟

  　なんだろう？　この胸の高鳴りは？

  　夢で聞いた着物の人の声が頭の中でリフレインする。

  　……まるでなにか忘れ物をしている気分。とても大切な、絶対に見過ごしてはならないことが置き去りで。ほんのちょっと振り返れば、目を凝こらせば、その忘れ物が見つかることはわかっているのに……。

  　思い出すんだ。それはなんだっけ？

  　僕が視みたもの、聞いたもの、そして感じたもの。それらが指摘するものは――。

  「!?」

  　衝撃的に閃ひらめいた。それは火種となって、次々に別の記憶に着火し、答えに至る。その道の先を、煌こう々こうと照らしだした。

  　まさか。

  　ベッドの上で上半身だけを起こしたまま、描かれた想像に慄おののく。

  　でもいったん浮かび上がったそれは、徐々に強烈な存在感を放ち始めた。

  〝坊や、お花に惑い、真の実を見逃したらダメよ〟

  　夢の声に背中を押されるように、ベッドから飛び起きた。

  

  　ジーンズとシャツに着替え、急いで階下に行くと、ちょうど母さんが仕事から帰ってきたところだった。ベージュ色のタイトなスーツ姿を屈かがめ、玄関で靴を脱いでいる。

  「おや、わが息子、こんな時間にどうしたんだい？」

  　ドタバタと玄関に下りた僕を不思議そうな顔で迎える。事情を説明してる暇ひまなんてない。

  「母さん、僕、走ってくる！　身体からだ鍛きたえなきゃね！」

  　そう言ってドアを開ける。

  「むふふ、青春だねえ」

  「いや、たぶん母さんの想像、全然違うから！」

  「ありゃりゃ」

  　残念そうに肩をすくめた母さんを残し、僕は家をあとにした。さすがに自転車で行ける距離じゃない。中央通りまで出てタクシーを拾おう。それが一番早いはずだ。そう思いながら夜よ更ふけの道をひた走った。

  　これはあくまで想像だ。確証なんてこれっぽっちもない。もしかしたらあとで皆に笑われるかもしれない。うん、たぶん大笑い。

  　でも……。

  　口の中で呟つぶやく。

  　でも僕の想像が万が一当たっているなら、亜あ里り沙ささんに大変なことが起きているということだ。そんな可能性に気づいちゃったら、じっとしてなんていられない。とにかくたしかめるくらいはするべきだと思った。

  　果か彩さい町の夜道を走る。しんと静まり返った住宅路を抜けると、駅前に続く中央通りのネオンが見えてくる。

  　走りながら、今までギュッと握ったままだった拳こぶしを開いた。桜の花びらを模もしたイヤリング通信機がある。

  　莉り花かさん。

  　心の中で莉花さんの名を呼んだ。なぜか胸がズキンと痛んだ。

  　莉花さんと帆ほ鳥とりちゃんにこのことを伝えようかとも思った。でも夢で見たことがきっかけの推測なんて、やっぱりまともじゃないし、そんなことに付き合わせるのは気が引けた。

  　だいいち連絡の取りようがない。僕のほうから通信はつなげられないし、通信機があるせいか莉花さんも帆鳥ちゃんも携帯電話を持っていなかったはず。いや僕が知らないだけかもしれないけど。

  　だから独りでたしかめにいくしかないんだ。

  「……ていうのは言い訳かも」

  　自じ嘲ちよう気味に呟く。

  　たぶん一番の理由は…………莉花さんと話しづらいから。

  　秀しゆうさんの告白を受けた莉花さん。

  　音符密みつ鬼おにを退しりぞけた直後、そのことを聞いた僕は予想以上に狼ろう狽ばいした。あとのことがよく思い出せないのが、その証拠。

  　意識を取り戻した亜里沙さんは、すぐに自室で休んでしまった気がするし、目を覚ました帆鳥ちゃんと帰路に着いたときには、月つき夏なちゃんはすでにいなかった。でもそれもなんだか記憶が曖あい昧まいだ。

  　そんな自分の情けなさと、秀さんの告白をＯＫした莉花さんのことが頭の中をぐるぐると巡った。

  　驚くことじゃないのかもしれない。

  　ハス密鬼を倒したときの、莉花さんと秀さんの姿が脳のう裏りに浮かんだ。橋の上の二人。それを見上げる僕。優秀な花はな狩かりの秀さん。花はな視みじゃいられなくなるかもしれない僕。〝秀〟と名前で呼ばれる秀さん。〝君〟呼ばわりの僕。

  　鼻の奥がツンとした。慌あわてて頭をブンブンと振る。頭の中のあやふやな想いが全部出ていくまでブンブン。

  　そうしてそこに残った想いはとてもシンプルだった。

  　〝今持っている僕の花視の力を役立てたい〟。

  　奥歯を噛かみ締める。

  　帆ほ鳥とりちゃんにもそう言ったんだ。そのくらいはやろう。ううん、やらなきゃいけないんだ。

  　その想いを胸に刻みつつ、イヤリング通信機を耳に装着した。

  「ぜえっ、ぜえっ」

  　荒い息を吐はきながら、頑張ろう、と心の中で呟つぶやいたとき、前方からタクシーが近づいてくるのが見えた。

  　行ってくるね。

  　莉り花かさんを思い浮かべた。その密みつ花ばなを思い描いた。莉花さんの背に躍おどる真紅のバラ。何度視みても飽きることのない〝愛〟と〝美〟のバラが鮮明に、神こう々ごうしく、光り輝くように、僕の中に咲き誇った。

  　カチッ。

  　どこかでなにかがかみ合うような小さな音が聞こえた気がした。が、タクシーのエンジン音がそれを忘れさせる。

  　手を上げる。タクシーが減速する。

  「莉花さん！　僕、たしかめに行ってくる！　亜あ里り沙ささんに会いに行ってくる！」
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  　鴻こう野の家に着いたときには、午前零時半を少し過ぎていた。外から見たかぎり、どの部屋からも明かりはもれていない。海の底のような静けさが辺りを包み込んでいる。

  「ど、どうしよう？」

  　来てはみたものの、亜里沙さんに会ってなんと言っていいのか思いつかない。僕の推測をたしかめる術すべがない。

  「ホント、どうしよう？」

  　思わず鴻野家の玄関先で頭を抱えたとき、視界の端で白いものが動いた。視線を動かすと、前庭に面したアルミサッシの引き戸が半分ほども開いており、室内に掛かった白いカーテンが夜風に揺れている。たしかそこはリビングだったはず。

  　閉め忘れたのかな？

  　カーテンも完全に閉められていないため、室内の様子が暗がりの中うっすらと見える。

  　無用心と思うより先に、なんだかイヤな予感がした。室内に潜ひそんだ得体の知れないものの気配が、開いた引き戸からもれてくるようだった。

  　カーテンが手招きするようになびく。ゴクリと唾つばを飲み込み、引き戸の前まで進んだ。室内に目を凝こらす。暗闇にぼんやりと浮かぶ調度品。シェルフやテーブル、大型テレビにソファ……。

  「!?」

  　そのソファの脇に視線を動かし、ぎょっとした。

  　人が倒れてる!?

  　一瞬亜あ里り沙ささんかと思ったけれど、どうやら髪の短い男の人っぽい。暗がりの中、その人はうつぶせに倒れたままピクリとも動かない。咄とつ嗟さに室内に飛び込み、倒れたその人に駆け寄ろうとして、さらに目を見張った。外からは陰になって見えなかったけれど、その倒れた人のそばにはもう一人、髪を結ゆわえた女性が倒れていた。

  　なんでこんな!?

  　予想外の光景に一瞬頭が真っ白になりかけ、ふらっとよろめいた。

  「どなたですか？」

  　不意に背後で声が聞こえ、それと同時に部屋の照明がついた。

  「ひぇっ」

  　思わず悲鳴を上げながら振り返ると、リビングの入り口に亜里沙さんが立っていた。こんな時間だというのに、制服姿のままだ。

  「あ、亜里沙さん、きゅ、救急車を！　人が倒れて!?」

  　しかし亜里沙さんは少しも驚かない。動かない。僕がいることや人が倒れていることをまったく気にした様子もなく、瞳を冷れい然ぜんと細めた。

  「わたくしの父と母ですわ」

  　その眼まな差ざしの鋭するどさに背筋がすうっと寒くなる。

  「亜里沙……さん？」

  　ショックで立ちすくんでいるようには思えない。その証拠に亜里沙さんは次の瞬間、ニタアッと笑った。

  「!?」

  　あの匂いが漂ってきたのはそのときだった。

  　ほのかな甘さとむせるようなすっぱさの混じった匂い。それは亜里沙さんの全身からあふれるように、胸を焦こげ付かせるように匂ってくる。

  　僕は顔をしかめ、引き戸を背にあとずさった。

  　亜里沙さんのおかしな態度、そしてこの匂い。

  「亜里沙さん……君は……」

  　僕の想像は当たってしまったのかもしれない。

  　震える声で言った。

  「マ、マリーゴールド……」

  　きちんとたしかめなくちゃ。

  「マリーゴールドの匂いがしたんだ」

  　亜あ里り沙ささんはいびつな笑顔を貼り付けたまま、一歩こっちに近づく。僕は震える足でじりっと退しりぞく。

  「マリーゴールドって花は……品種によっては香草として使われるほど香りの強い花なんだ。中には虫除けにも使われる……独特で強烈な匂いがするヤツもある」

  　その匂いを、ここ数日何度か嗅かいでいたことに気がついた。あのヘンな夢がきっかけで。

  「亜里沙さんを花はな視み……ううん、占ったときは、柑かん橘きつ系けいの香水のいい香りがしたよ。でもあのとき……この家で、怪かい物ぶつがいると言って倒れた亜里沙さんを抱き起こしたときは……、亜里沙さんからはマリーゴールドの匂いがした」

  　亜里沙さんが立ち止まる。

  「――失礼な方ですわね、葉はノの宮みやさんって」

  　ほとんど口を動かさず、亜里沙さんは揶や揄ゆするような口調で言った。

  　僕は唾つばを飲み込み、身体全体が震えるのを自覚しながら続ける。

  「そ、それに、亜里沙さんを抱き起こしたとき、おかしいなって思ったんだよ。あの直前……ほら、一緒に亜あ子こさんの部屋にいたときの亜里沙さんはネックレスをしていたよね？　クローバーの入ったロケットの。でもそのすぐあと、リビングで倒れていた亜里沙さんはしていなかったよね？　亜里沙さんの首にネックレスはなかった。肌身離さず持っていると言っていたのに」

  　そして今、目の前の亜里沙さんの首もとにも、それはなかった。

  　僕は緊張と不安で喉のどを嗄からしながら言う。もう花か族ぞくや密みつ鬼おにのことを伏せている余裕はなかった。

  「同じ花族の仲間が、こ、こんなこと言ってたよ。敵はほかの密鬼を吸収する。能力を吸収するって。それが本当で、マリーゴールドがその敵の痕こん跡せきなら、そいつは……そいつはたぶん、自分とは別の分身を作るハス密鬼の能力と――」

  　密鬼との戦闘後、マリーゴールドの匂いを感じた場面はもう一つある。

  「四日前に倒した、プードル密鬼の擬ぎ態たい能力を得ているんだ」

  　あのとき、散り散りになったプードル密鬼の残ざん骸がいのほとんどを運んでいったのも、マリーゴールドの匂いのする風だった。

  「――だから？」

  　亜里沙さんがカクッと首を傾かしげた。

  「そ、それに音符密鬼を倒したとき、僕には聞こえた気がした。うん、聞こえた。あのプードル密鬼の特徴的な鳴き声が」

  『フラワ～ンッ』という鳴き声が。

  「――だから？」

  「リビングで倒れていた亜里沙さんは、もう亜里沙さんじゃなかったんだ！　敵は分身能力で音符密みつ鬼おにを作って、擬ぎ態たい能力によって亜あ里り沙ささんに擬態した！　そうなんでしょ!?」

  　亜里沙さんを精一杯睨にらみつけた。そうしないと怖くて泣きそうだったから。

  　亜里沙さんはなんと言う？　認めるか？　それとも――。

  「そんなわけ――」

  　やっぱり認めないか？

  「――ありませんワ～～ン」

  　…………。

  　……………………認めた。

  　亜里沙さんは、しまった、という表情をした。

  　もう間違いない。目の前にいるのは亜里沙さんじゃない。密鬼だ。

  　そう思ったときには亜里沙さんの、いや亜里沙さんに擬態した密鬼の両手に胸むな倉ぐらをつかまれていた。

  「!?」

  　目の前に迫せまったその顔は、目と口が凶きよう悪あくそうに歪ゆがんでいる。白い肌に青葉や茎を浮き上がらせつつ、人の輪りん郭かくを崩し始めていた。

  　突然のことに身構えることもできず、

  「うわっ」

  　次の瞬間、身体が持ち上げられ、後こう方ほうに投げ飛ばされていた。引き戸が開いていたおかげで激突は避けられたが、そのまま芝生に落ちると、ごろごろごろと何度も転がった。

  「ヒヒヒ、ムカツクムカツク、アンナデカイ分身ヲ創ルンジャナカッタゼ。チカラヲ回復サセルノニ時間ガカカッタノガ誤算ダッタナ」

  　体の痛みに悶もだえながら、その声を聞いた。それはもう亜里沙さんのものではなく、耳みみ障ざわりで不気味な極度の高音。

  「テメエ、花か族ぞくカ？」

  　顔を上げると、それは鴻こう野の家の引き戸の前に浮かんでいた。

  　は、蜂はち!?

  　亜里沙さんだったものはマリーゴールドの花と青葉、茎で構成されたハチ密鬼へ変へん貌ぼうしていた。しかしその体長は二メートルほどもある巨大バチ。丸々と膨ふくらんだ胸きよう部ぶとやや細長い楕だ円えんの腰よう部ぶはスズメバチのよう。茎で編まれた長い足は空中で垂れ下がり、花びらで組成された翅はねはぶおおんと唸うなっている。

  　明らかに物体化していることを鑑かんがみても、クイーンランク以上の密鬼だ。

  「ヒヒヒ、デモ一人カ？　ナンカ弱ソウダシナ。貴様ノ心ヲ、イ～ヤ、体ゴト食ッチマエバ、解決ジャネ？」

  　そのセリフに血の気が引いた。今になって自分の浅せん慮りよに慄おののく。

  　亜あ里り沙ささんに会って、それが擬ぎ態たいした密みつ鬼おにだと確かめることしか念頭になかった。そのあとのことなんてちっとも考えていなかった。正体を現した密鬼と戦闘になることは充分ありえたのに！

  　バカだ……僕……。

  「ヒヒヒ、顔色ガ変ワッタナ。ワカルゼ、ソレ。恐怖ッテヤツ？　ケッタイナモン持ッテヤガルゼ、人間ワ」

  　僕に戦う力なんてないのに……。

  「デモソンナ心ガ、カエッテウマイノナ」

  　二本の鎌を横にしたような、発達した口を軋きしませながら密鬼は笑った。

  「怯おびエロ、泣キ叫ベ、ヒヨワナ人間メ」

  　ハチ密鬼の一言一言に足がすくんでしまう。

  「ヒヒヒ、ムカツクムカツク、テメエミテエナ無力ナ野郎ニ、俺様ガ、気ヅカレルナンテヨ」

  　葉が折り重なった拳こぶし大だいの目玉でにらまれる。

  「オソレロ、オソレロ。絶望ッテヤツデ、貴様ノ心ニスパイスヲ振リ掛ケロ」

  　もうガタガタと震えることしかできない。

  「貴様ワ、ナニモデキネエ。無力デ、ヒヨワデ、無価値ナ心、俺様ガオイシク、イタダイテヤルゼ！」

  　ハチ密鬼の声が闇夜に爆はぜるように発せられた。その瞬間ハチ密鬼の身体は空中で翻ひるがり、腰よう部ぶの先端からナイフのような針が飛び出してきた。針は花弁と蔓つるの集合体だったが、それは際限なく伸び、すぐに尖せん頭とうと鉤かぎ型がたのフックのついた長なが槍やりとなる。

  　ビュウッ！

  　ハチ針は夜や陰いんを裂さいて高速で迫せまる。

  　ダメだっ。

  　ギュッと目を瞑つむった。凶器の針に胸を貫かれる光景がありありと浮かび、そして――。

  「あんたのディナーに付き合ってる暇ひまはないっ」

  　僕の胸が破られる音ではなく、間近で聞こえてきたのは、女の子の声。

  　まさか!?

  　目を開けると、僕の前に立つ長い髪の女の子――莉り花かさんだ！

  　莉花さんは左手でハチ密鬼の針をつかみ、右手で銃じゆう花かを構えていた。怒りのこもった声が響く。

  「こいつの心が無価値？　ふざけるなっ」

  　ハチ密鬼の針をつかんだ莉花さんの手から、血が一筋流れ落ちた。

  「こいつはたしかにまだひ弱で無力かもしれない。でも一人でここに来た想いは無価値じゃない。そんな心の強さに気づけないヤツにこいつを侮ぶ辱じよくする資格なんてないわ！」

  　言い放つと同時に、莉り花かさんはつかんでいたハチ針に向けて銃じゆう花かを発動。針はマリーゴールドの花弁を散らして切断された。

  「ム、ムカツクムカツク、コノアバズレノ不ぶ細さい工く女メ」

  　途中で断たれたハチ針を腰よう部ぶに引っ込めながら、ハチ密みつ鬼おには憎ぞう悪おの声を上げた。不穏な羽音とともに動き出した瞬間、

  「リーフレットガード」

  　飛来してきた葉は群ぐんの壁によって、叩たたき落とされた。

  「うふふ、莉花さんを侮辱したら、私が許しませんよ」

  「帆ほ鳥とりちゃん!?」

  　杖じよう花かを掲げた帆鳥ちゃんが立っていた。

  「どうして……、なんで二人ともここに？」

  　莉花さんがハチ密鬼に銃じゆう口こうを向けたまま言った。

  「どうしてって、君が通信で言ったんじゃない！」

  「へ？」

  「『たしかめに行ってくる！　亜あ里り沙ささんに会いに行ってくる！』って、叫ぶんだもの。ほっとくわけにはいかないでしょうが」

  「！」

  　その一言で思い出した。

  　あのとき――。鴻こう野の家に向かおうとタクシーに乗る寸前、カチッとなにかがかみ合うような音が聞こえたことを。

  　あれはイヤリング通信機が作動した音だったんだ！

  『その人のことを、自分の中にどれだけ認識して存在させることができるかどうか』

  　いつか帆鳥ちゃんが言ってくれたことが甦よみがえる。

  『洋ひろさんが本当に私たちを必要とするときには、きっとつながるはずです』

  　莉花さんを想ったあのとき、脳のう裏りには莉花さんのバラが鮮せん烈れつに描かれていた。まるで莉花さんが目の前にいるような、そんなはっきりとした実像が僕の中にはあった。

  　それが、自分の中に認識して存在させること。僕のつなぎ方。

  「今頃通信をつなげられるようになるなんて、遅すぎるけど」

  　莉花さんが素っ気なく言った。

  「ま、君もちょっとは成長してるってことじゃない」

  　その一言に胸が熱くなった。それだけでこんなにもうれしい。ついさっきまで、話しづらいなんて思っていたことがバカらしく思えるほどに。

  「クソッ、忌いま々いまシイッ」

  　優しい雰囲気に浸ひたっている暇ひまはない。

  　地面に打ち付けられたハチ密みつ鬼おにが、再び翅はねを鳴動させ、浮上しようとする。

  　それを見た帆ほ鳥とりちゃんが、頭上に展開させたリーフレットガードを四分割させ、ハチ密鬼の周囲を取り囲んだ。

  「ムカツクムカツク」

  　葉は群ぐんの壁が、ハチ密鬼を押し込めようと一いつ斉せいに動き出したとき、

  「跳はネロ！」

  　リーフレットガードの真ん中で、マリーゴールドの花弁が、数枚飛び散った。

  「!?」

  　一瞬でハチ密鬼の巨体はかき消えていた。

  　銃じゆう花かを構えていた莉り花かさんが、その銃じゆう口こうを下げる。

  「消えた……、ううん、跳とんだのね」

  　跳んだ？

  　その言い方が引っ掛かったが、僕はハッとして、ジーンズのポケットからハンカチを取り出した。

  「莉花さん」

  　莉花さんの左手をとる。

  「ん、んん？」

  　眉まゆをひそめる莉花さんにかまわず、莉花さんの手のひらを確認した。そこには四センチほどの切り傷がついていた。深くはなく、血もあまり出ていないけど、ハンカチをそこに当てた。僕をハチ密鬼の針から守ってくれたせいで負った傷だ。

  「な、なによ？　こんなのたいしたこと、ないわよ」

  　僕はきつくならないように、でもしっかりとハンカチを巻いて、端を結ゆわえた。

  「莉花さん、ありがと」

  　ハチ密鬼の針から守ってくれたこと。そしてハチ密鬼の嘲あざけりに怒ってくれたこと。その二つへの、お礼。

  「べつに、ちょっとむかっとしただけよ」

  「でも、ありがと」

  　莉花さんは困ったように、う～っと唸うなり、それから小さく呟つぶやいた。

  「あ、ありがと」

  「ん？」

  「だからこれ」

  　莉花さんはハンカチの巻かれた手をそっと上げてみせた。

  「ん～、どうやら〝メリセルタ〟は〝花か刻こくの端は境ざかい〟に、逃げたようだね」

  　不意に男の声が聞こえ、鴻こう野の家の壁の向こうの暗がりから、二つの影が現れた。ゆっくりとこっちに近づいてくる。

  「でも今ならメリセルタの痕こん跡せきを追えるんじゃないかな？　ね？　月つき夏な？」

  　この場にそぐわない楽しそうな声。

  「――可能」

  　そして感情のない呟つぶやき。

  　秀しゆうさんと、月つき夏なちゃんだった。
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  　鴻こう野の家の庭に現れた秀さんと月夏ちゃんに驚いたのは、僕だけのようだった。

  　莉花さんは平然と秀さんに訊きく。

  「秀、亜あ里り沙さちゃんの家の人は？」

  「今のところ命に別状はないよ」

  「今のところ？」

  「ん～、あれはメリセルタの〝呪のろい〟で眠らされている。普通の状態ではないね」

  　ランクの高い密みつ鬼おにの中には特殊な力を使って人に害をなすものもいる。そのあやかしの力のことをフラワー協会では〝呪い〟と呼んでいる。

  「ちなみにご近所の人たちも同様。頃合を見て、心を食べる気だったんだろう」

  「その〝呪い〟を解くためにも、あのハチ――メリセルタってヤツを倒さなくちゃいけないってことね」

  「そういうこと」

  　秀さんと莉花さんは見つめ合ったまま同時にうなずいた。その二人の様子に胸がチクリと痛む。

  　秀さんの告白をＯＫした莉花さん。二人は付き合う。カレシカノジョになるんだ。

  　そのことがどうしても頭から離れない。

  　秀しゆうさんはそんな僕の前まで来ると、地面からなにかを拾い上げた。

  　うわっ。

  　ハチ密みつ鬼おにのちぎれた針だった。それは五十センチほどの槍やりのような、凝ぎよう固こした花弁と蔓つるの塊かたまり。でも秀さんはそれを慈いつくしむように見つめた。

  「ん～、やっと俺の元に帰ってきたね。この世でもっともいとしきパートナー」

  　そう言うと呪じゆ文もんを紡つむぐように。

  「雄ゆう渾こん萌ほう芽が花か機き発はつ動どう――」

  　その声に反応したのか、ハチ密鬼の針だった花と蔓が一いつ斉せいに逆さか立だった。

  「――ハルベルト・ブロッサム！」

  　凝固していたそれは淡く発光し、解放されたように生長を始めた。細い蔓は互いに絡からみ合い融ゆう合ごうし太い茎となり、さらに別の茎とつながっていく。マリーゴールドの花弁は青葉に変へん化げ。茎をコーティングするように折り重なり、伸張していく先端に向かって厚みを増しつつ結合する。そこに月明かりを弾はじくような硬質さを宿すと、鋭えい利りな刃と、その背面に棘とげのようなフックを構成した。

  　お、斧おの？　槍やり？

  　最後に柄えと槍そう頭とうの境に一輪の花――紫のアイリスのようにも見えた――を咲かせ、二メートルほどの長なが槍やりとなった。

  「槍の王様ハルベルト。このハルベルト・ブロッサム――槍そう花かが、俺の武器なんだよ」

  　唖あ然ぜんとする僕に秀さんは誇らしげに槍花を掲げ、片手でそれをブウンッと振り回してみせた。燕えん尾びジャケットでそれを操あやつる姿は、悔くやしいくらい様になっている。

  　で、でもなんでハチ密鬼の針に？

  　当然の疑問が口から出かかったけど、それよりも先に莉り花かさんが声を上げた。

  「おしゃべりしてる時間はないわ。あのハチを追うんでしょ？」

  「ん～、そうだね。俺にハチ、いや恥をかかせた償つぐないをしてもらわないといけないな」

  「秀に協力するのはシャクだけど、あんな危険な密鬼はほっとけないわ」

  「うふふ、花か刻こくの端は境ざかいに行けるなんて、長生きはするものですね」

  「いや、この中でもあんたが一番若いからね」

  　そんなやりとりをする皆を、僕はおろおろと見つめる。なにがなにやらさっぱりだ。

  　莉花さんがちょっと面倒くさそうに眉まゆをひそめ、困惑する僕に言う。

  「説明はあと。今は一刻も早く花刻の端境に行くこと。月つき夏なの力でね」

  「月夏ちゃんの？」

  　月夏ちゃんは暗がりの中、取り残されたように佇たたずんでいた。

  　その瞳は星のない夜空よりも暗く、すぐに瞼まぶたが閉じられる。

  「――花の下に」

  　月つき夏なちゃんが呟つぶやくと、不意にその背にオレンジ色の花が咲き開いた。

  　それは黄色い柱ちゆう頭とうを中心に、回る風ふう車しやのように花弁をつけた無む垢くな花――ガーベラ。花言葉はたしか……〝神秘〟だったはず。

  　でもどうして花はな視みをしていない僕の目にも、月夏ちゃんの密みつ花ばなが視みえるのだろう？

  「連係済み」

  　まるで僕の心を見み透すかしたように月夏ちゃんが答えたけど、言われてもピンと来ない。そしてそれを考えるよりも、視界に描かれる光景に目を奪うばわれた。

  　月夏ちゃんの密花、ガーベラは、生長する花の早回し映像のように、頭上に広がっていく。連なったオレンジ色の花か序じよは、瞬またたく間に月夏ちゃんの背丈の三倍以上にもなり、周りに立つ僕らに向かって花の天てん蓋がいを下ろしてくる。

  「これは……？」

  　夜の闇を押しのけ、視界が月夏ちゃんのガーベラの色彩でいっぱいになる。

  　花のドームは優しく、柔やわらかく、でも美しすぎてちょっとだけ怖さを感じた。畏い怖ふってヤツかもしれない。足元がふらつき、花に溺おぼれるような息苦しさに、はあっ、と息を吐はいた。

  「!?」

  　誰かにそっと手を握られた。

  　莉り花かさんだった。莉花さんは僕がハンカチを巻いた手で、僕の手を握ってくれていた。

  　その温かさ。

  　どうしてそんなに温かいの？　優しいの？　どうして？

  　どうして、莉花さん……どうして秀しゆうさんと……。

  　しかしそんな胸の中のもやもやも痛みも、手の温もりにしだいに和やわらいでいった。

  　すでに視界はガーベラに満たされ、莉花さんの顔を見ることもできなかったけど、その手の温かさはなによりも強く、いつまでも僕の手に、心に残ってくれて――。

  　そして視界と意識は暗転した。

  

  　扉とびら。

  　暗闇の中、ぼんやりと大きな扉が見える。身体はふわふわ、上下左右の感覚が曖昧だ。

  「葉はノの宮みや洋ひろ」

  　僕を呼ぶ声。月夏ちゃん？

  　月夏ちゃんの声はかすかに、遠くで近くで反響するように聞こえてくる。

  　ギィ。

  　片開きの扉がゆっくりと半分ほど開かれ、止まる。その向こうも闇。けれど、それよりも濃い小さな影がそこに佇たたずんでいる。

  　月つき夏なちゃん？

  　声はうまく出なかった。

  　でもその影は扉とびらの向こうから、月夏ちゃんの声で応えてくれた。

  「私は〝花はな跳とび〟。花か刻こくの端は境ざかいという精神次元に移動することのできる能力者」

  　か、こくの……はざ……？

  「花を刻む、端たん緒しよの境。私のガーベラに秘められた花跳の能力が、葉はノの宮みや洋ひろたちを今そこに連れていく」

  　月夏ちゃんの声はいつもの片言ではなく、淡々としながらもよどみのないもの。そのことに驚く僕に月夏ちゃんが言う。

  「実際に話してるわけじゃない。私の心と葉ノ宮洋が感応してるだけだから。葉ノ宮洋が私の心を覗のぞいているだけだから」

  　説明されても判然としないし、なんだか夢の中にいるような、心こころ許もとない感じ。そんな僕に月夏ちゃんはかまわず続けた。

  「〝神秘〟のガーベラは花跳のガーベラ。私の母と同じ花。私にとっての…………恐怖の花」

  　え？

  「だからお願い、葉ノ宮洋。もう苦しむのはイヤ。だから……」

  　月夏ちゃんの声はわずかに震えている。まるでなにかを必死に堪こらえているように。

  「だから私が、母のような怪物になる前に――」

  　月夏ちゃん？

  「〝種たね植うえ〟して」

  　最後にそう言うと、扉がギィッと閉まっていく。

  　ま、待って！

  　しかし月夏ちゃんの声は聞こえてこない。暗闇の彼方かなたにすべてが消えてしまいそうな不安。

  「ねえ、待ってよ！」

  　声を上げ、懸命に手を伸ばした。

  

  　むにゅ。

  　…………むにゅ？

  　暗転していた視界に光が射し、その明るさに慣れるに従い、莉り花かさんの顔が見えてきた。僕は身を横たえているようで、莉花さんは僕を見下ろしている。

  　その顔は、綺麗とかわいいが黄金比率で構成された女神のような…………笑顔とはかけ離れた憤ふん怒ぬの表情で。

  「あ、あれ？　莉り花かさん？」

  　なんでそんなに怒っているのだろうと、慌あわてて身を起こそうとして――むにゅ。

  「へ？」

  　次の瞬間、風雲急を告げるがごとく、むにゅ、の正体が判明。

  「!?」

  　なんと莉花さんの胸に僕の手が伸びていてっ――ガツンッ！

  　グーで殴られた。

  「ご、ごめんなさい！　わざとじゃないんです！　寝ぼけたんです！」

  　土下座。

  　あと二、三発は覚悟していたけど、

  「うふふ、莉花さん、いちゃいちゃするのは敵を倒したあとにお願いしますね」

  　帆ほ鳥とりちゃんの声で救われた。

  「これのどこがいちゃいちゃに見えるのよ！」

  　莉花さんは憤ふん慨がいしながらも立ち上がり、僕に背を向ける。

  「ぼさっとしてると、ハチに刺されるわよ！」

  　莉花さんが銃じゆう花かを構えたのを見て、慌あわてて身を起こした。僕を囲むように、莉花さん、帆鳥ちゃん、秀しゆうさんがこっちに背を向け、それぞれの花の武器を構えている。

  「あ、あの、莉花さん、いったいなにが――!?」

  　言いかけて息を呑のんだ。

  　僕たちの周囲には、鴻こう野の家で対たい峙じしたハチ密みつ鬼おにのミニチュア版のような、それでもカラスくらいの大きさはあるハチ型密鬼が、ぶんぶんぶん、と何十匹も飛び交かっていた。

  「花か刻こくの端は境ざかいに来たとたん大歓迎ってわけね」

  　莉花さんがハチの群れに銃花を放ち、それに合わせるように秀さんが槍そう花かを振り上げる。二人の武器は確実に群れの数を削けずり、その狙ねらいを避けたハチ密鬼の突撃を、帆鳥ちゃんの葉は叢むらの盾たてが弾はじいていく。

  　円形の陣を崩さない三人の戦闘が続く中、その中心で僕は呆ぼう然ぜんとしていた。ハチの群れの襲しゆう撃げきに怯おびえていたのもあるが、それ以上にその向こうに広がる光景に目を奪うばわれていた。

  　なに、ここ？

  　何度も目をこすったけど、見間違いなんかじゃない。

  　そこはマリーゴールドの町だった。

  　重い鉛なまり色いろの空の下。二車線の道路、そこに建つ電信柱、電線、十字路の信号機、狭きよう小しような駐車場、道沿いに建つ塀、その向こうの一軒家……。

  　住宅街の様相を呈ていすそのすべてが、マリーゴールドの黄色い花弁の集合体によって作られていた。

  　あらゆるものが花でできた世界。

  　言葉にすればメルヘンだけど、実際に目まの当たりにするとぞっとする。花好きの僕だって、その氾はん濫らんした黄色に目め眩まいがするし、踏みしめた地面は微妙に柔やわらかく、かえって頼りなくて落ち着かない。

  「これが花か刻こくの端は境ざかい……？」

  　口からもれた声に、莉り花かさんが銃じゆう花かを連射しながら答えた。

  「そうよ。あたしも初めてだけど。これが鴻こう野の亜あ子この心を使って、メリセルタが創った精神世界」

  「なんだか、悪い夢みたいだ」

  「でも花はな瀑ばく布ふを体験してなかったら、君はもっとパニックになっていたはずよ」

  　それは……そのとおりだと思った。

  　最初に密みつ花ばなや密みつ鬼おにが視みえ始め、次に花瀑布という異常事態を体験した。そして今度はまるで異世界に来てしまったような――ホントに異世界かもしれないけど――大異変に遭そう遇ぐうしている。それらを段階的に踏めたことで、どうにか正気を保っていられるんだ。

  　でも……それだけじゃないような。

  　戦う莉花さんを見つめる。

  　僕が踏ん張れる一番大きな理由。それって、莉花さんがそばにいてくれるから、だと思う。

  　なんてことを考えたら、顔があっつくなるとともに、胸の中がすうっと冷たく寂しくなった。視線を動かすと、槍そう花かを身体からだの一部のように動かす秀しゆうさんの姿がある。

  　ああ、も～、こんなときに余計なこと考えちゃダメだ！

  　心の中で自分を戒いましめると、槍花を操あやつりながら秀さんが口を開いた。

  「あのハチの密鬼メリセルタはね、人の心の弱みに付け込み、暴走させることで花刻の端境というイレギュラーな精神世界を創るんだよ。その目的はわからないが、メリセルタの厄やつ介かいな点はそればかりじゃない」

  　三人の攻撃によって、周囲にはハチ密鬼の遺い骸がいが次々に落ちてくる。

  「メリセルタは他者の能力を取り込むことができる。ほかの密鬼の能力ばかりじゃなく、人のそれも」

  「秀の槍花もね」

  　口を挟んだ莉花さんに、秀さんは苦笑した。

  「ん～、一ひと月つき前、メリセルタとの戦闘で、ちょっと、油断というか、へまをしてね」

  　歯切れが悪い。

  「うふふ、女の子がらみですね？」

  「いやあ、決してメリセルタに襲おそわれたフェロモンムンムン美女に気を取られたからではないよ」

  　へらへらと笑う秀しゆうさんを無視し、莉り花かさんが力強く言い放った。

  「これでコンプリート！」

  　最後に一発の銃声。頭上を仰あおぐと、あれほどいたハチの群れは跡形もなく消え去っていた。

  「すごい……」

  　三人の花はな狩かりの力に驚きよう嘆たんしていると、視界に、ふうっと月つき夏なちゃんの姿が映った。

  「え？」

  　近くの一軒家の屋根の上に立っている。

  　月夏ちゃんが見当たらないのは、ハチの群れから守るために、莉花さんたちがどこかに隠れさせているのだろうと思っていた。でも屋根の上って……。

  　怪け訝げんに思った瞬間、月夏ちゃんはそこからふわりと飛び降りた。

  「危ないっ!?」

  　思わず叫んだときには、月夏ちゃんはその家の玄関屋根に下りていた。平然と。まるで階段を一段下りるくらいの雰囲気で。

  「月夏ちゃん!?」

  　玄関屋根の傾斜は、まともに立つのが難しいと思えるほどきつい。すぐにでも足を滑すべらせて落ちそうに見える。が、月夏ちゃんは少しもバランスを崩すことなく再びジャンプ。空中でクルリと一回転。今度は道路に面した塀の上に着地した。まるで体操選手のような身軽さ、ていうか忍にん者じやのようだと思った。

  「ん～、花はな跳とびは元々身軽でね」

  　月夏ちゃんの驚異的な身のこなしに呆あつ気けに取られていると、秀しゆうさんが言った。

  「花跳の能力が肉体にそういう影響を与え、花か刻こくの端は境ざかいに〝跳び〟やすい状態を作っていると考えられてるけどね。月夏は花跳の中でも際立っているのさ」

  　秀さんは言いながら、月夏ちゃんを見上げた。

  「月夏、この先の様子はどうだったかな？」

  　月夏ちゃんは三十センチほどの幅しかない塀の上に立ちながら、首を横に振った。

  「無理」

  　道の先を見つめるように目を細め、平板な声で続ける。

  「圧倒的数量」

  「なによそれ？　敵がいっぱいってこと？」

  　腑ふに落ちない表情の莉花さんに、月夏ちゃんがコクッとうなずく。

  「それなら気配を感じるはずよね。でもあたし、たいして感じないわよ」

  　そう言って帆ほ鳥とりちゃんを見ると、帆鳥ちゃんも思案顔で、う～んと唸うなっている。

  「私もこれといって」

  　ちなみに僕もまったく感じない。まあ、僕の場合は実際に密みつ鬼おにがいたとしても感じられるかどうかは微妙だけど。

  「たしかにヘンだな、俺にも感じられない。でも月つき夏なが見間違うわけもないし」

  　秀しゆうさんは頭を捻ひねり、顎あごに手を当て考え込む。

  　得体の知れない場所の得体の知れない情報に、皆、重苦しく沈黙した。

  「でも……」

  　そんな中、最初に声を上げたのは莉り花かさん。

  「あたしたちはメリセルタを倒して鴻こう野の姉妹を助けないといけない。たとえ敵がどれほどいても、どんな困難な状況でもね」

  　莉花さんは皆を見渡し、決然と言った。

  「だから答えは簡単――行くわよ！」
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  「ね、ねえ、いったいどこに向かおうとしてるの？」

  　マリーゴールドの住宅地。

  　その中を足早に進んでいく莉花さんたちの背に声をかけた。月夏ちゃんの情報のせいか、皆はピリッと緊張しているよう。

  　いや、月夏ちゃんだけは僕の横で顔色ひとつ変えていないけど。

  「洋ひろさん、この辺りの景色……というより町の造りに見覚えありませんか？」

  　帆ほ鳥とりちゃんが顔だけを振り返らせ、逆に訊きいてきた。

  　見覚え？

  　花弁で創られた町なんか見たことも聞いたこともないけど。

  　そう思いつつ町並みを注視した。

  　整然と連なる一軒家、町角に立つポスト、交差路から伸びる坂道、自動販売機を据すえた酒屋さん、小さな美容院……。

  　あれ？

  　見覚えがある。

  　この角を曲がれば…………たしかクリーニング店？

  　そう思いながら道を曲がると……あった。予想通り、花弁で作られたクリーニング店が、花びらの濃のう淡たんで描かれた看板とともに目に飛び込んできた。

  「亜あ里り沙ささんの家の近く？」

  　僕が言うと、帆ほ鳥とりちゃんはうなずいた。

  「ここが鴻こう野の亜あ子こさんの心を基にした世界だからだと思われます。おそらく亜子さんにとって印象の強い場所が、花か刻こくの端は境ざかいに反映されているのでしょう」

  　莉り花かさんが前を向いたまま言い足した。

  「それなら、彼女にとって一番関係のある場所に行ってみるべきだと思うわけ」

  　つまり鴻野家に。

  　家出を繰り返していた亜子さんが向かった先が、マリーゴールドの〝嫉しつ妬と〟と〝悲ひ哀あい〟で造られた自分の家なのかもしれない。

  　そんなことを思い、小さく息をついたとき――。

  「!?」

  　地面がずずずっと滑すべるように揺れた。驚いて足元を見ると、地面を構成しているマリーゴールドの花弁が、後こう方ほうに向かって波のように動いている。

  　危険を感じ、咄とつ嗟さに振り返る。

  「な!?」

  　たった今通ってきたうしろの地面に亀き裂れつが走っていた。

  　いや地面ばかりではなく、その亀裂は塀を伝い、家々の壁に伸び、屋根を裂さき、そしてあろうことか、頭上の鉛なまり色いろの空にまで及んでいた。

  　な、なにこれ!?

  　常識も遠近感もまるでむちゃくちゃ。たとえて言うなら、花の住宅地を描いた一枚の絵をビリッと乱暴に破いたような破は損そんが生じていた。そしてそのブラックホールのような亀裂に、周囲を形成しているマリーゴールドがゆっくりと流れこんでいる。

  　僕は慌あわててその亀裂から飛びのこうとして――ズルッ――僕らしく（？）足を滑らせ、闇よりも暗い亀裂に墜つい落らく。

  「うわあああああ～」

  　それが葉はノの宮みや洋ひろの最さい期ごだった。

  　――。

  　違う違う！　そんな不吉な光景がよぎっただけ！

  「リーフレットガード」

  　帆鳥ちゃんの声とともに、緑の葉は群ぐんが身体からだの下に潜もぐり込んできた。身体半分落ちかかっていた僕は、リーフレットガードにトランポリンのように押し上げられ、皆の前に帰還した。

  「な、なんなのこれ!?　すっごい怖かった！」

  　泣きそうになりながら、落ちかかった亀き裂れつを見つめる。

  　亀裂は広がってはいないが、底なしの暗黒が横おう臥がしているようで寒気がする。

  「花か刻こくの端は境ざかいの亀裂……。いや、無限の虚きよ無むか、な……」

  　虚無？

  　秀しゆうさんが眉まゆ根ねを寄せた。

  「亜あ子こって子に、なにかが起きているのかもしれないね」

  　この精神世界が亜子さんと直結しているなら、たしかにいい傾向ではない。

  「急いだほうがよさそうだ」

  　その言葉に月つき夏なちゃんを除のぞく皆がうなずき、早速移動を再開した。

  　黄色い道路を進む。突き当たりを右に折れ、三さん叉さ路ろまで進み、今度は左に向かう。この道を直進し、二つ目の角を左に曲がれば、鴻こう野の家を正面に臨のぞむことになる。

  　そして――。

  「!?――な、なによ、これ!?」

  「これは……信じられません」

  「月夏の言ったとおりだけど……これほどの大群なんて」

  　八十メートルほど先――そこに花弁で作られた鴻野家をとらえた瞬間、莉り花かさん、帆ほ鳥とりちゃん、秀さんの三人は慄りつ然ぜんとして、立ち止まった。三人とも蒼白な顔であとずさる。

  「敵数推測。千」

  　月夏ちゃんの事務的な口調。

  　千？…………の密みつ鬼おに？

  「こんなのヘンだわっ。見た感じ、クイーンやキングランクの密鬼まで集まってるじゃない？　メリセルタが集めたって言うの!?」

  「花刻の端境が密鬼を集めたのでしょうか？　でもこれほどとは……」

  「別の作戦を考えようか。といっても、これほどの大群との戦闘を回避して、メリセルタを追い詰める作戦なんて、すぐには思いつきそうもない、かな」

  　皆は鴻野家の方へ忌いま々いましい視線を向けた。その顔は一様に硬かたい。

  　なのに――。

  「ごめん。僕にはなにも見えないんだけど」

  　おずおずと言ったら、皆が一いつ斉せいに振り返った。責められているようで視線が痛い。恐縮してしまう。でも本当のことなんだ。

  　僕には見えていなかった。皆が言う密鬼の大群が、千の密鬼が、あらゆるランクが揃っているという密鬼の群れが、おぼろげにすら見えていなかった。

  　視線の先にあるのは周囲と同様、マリーゴールドの花弁で作られた鴻野家だけ。

  「見えてない？　あんなうじゃうじゃいる密鬼が？」

  　莉り花かさんが身を乗り出し、僕の目を覗のぞきこむ。

  「本当に、一匹も、これっぽっちも、影すら見えてないの？」

  「う、うん」

  　莉花さんがプイッと顔を背そむけるように、鴻こう野の家に目を向ける。秀しゆうさんが、やれやれ、といった表情を浮かべた。

  「ん～、そこまで花はな視みの力が不安定だとは。だいぶ問題だね。でまかせなんかじゃなく、正式に花視査定試験をしたほうがいいんじゃないかな？」

  「す、すいません…………――って、でまかせ？」

  　不ふ甲が斐いない自分にうなだれていたが、聞き捨てならない一言に顔を上げた。

  「今なんて？　え？　あれ？　花視査定試験が、でででででまかせ!?」

  　僕のリアクションに秀さんが不思議そうに目を丸くする。

  「おや、莉花からまだ聞いてなかったようだね」

  　そう言われて慌あわてて莉花さんを見るが、莉花さんは帆ほ鳥とりちゃんとともに、難むずかしい顔で鴻野家を凝ぎよう視ししている。それどころではないようだ。

  「葉はノの宮みやくん、俺の目的は世界中の美女と至し高こうの愛を語ること」

  「……」

  「じゃなくて、あくまでもメリセルタの討とう伐ばつ。そのために花か刻こくの端は境ざかいに跳とべる花はな跳とびの月つき夏なを、フラワー協会から連れ出してきたんだよ。試験とか〝種たね植うえ〟とかは正直関係なかった」

  　ガ～～ン！

  　衝しよう撃げき的事実に目め眩まいがした。

  「嘘？　嘘だったんですか!?　なんのために!?　ヒ、ヒドイですよっ」

  　さすがにカッときて秀さんに詰め寄ろうとしたら、月夏ちゃんがすうっと割って入った。

  「月夏ちゃん？」

  「理由、私。〝種植〟、希望」

  　言葉足らずな月夏ちゃんをサポートするように、秀さんが言った。

  「種眠たねむ市に花視がいるとわかった月夏は、葉ノ宮くんの〝種植〟能力を引き出すことを、俺への協力条件にしたんだよ。〝種植〟をして密みつ花ばなを変えれば、ガーベラに秘められた花跳の力が消えるかもしれない。もちろんフラワー協会は、今までもこれからも大反対だろうけど。月夏はそれを要求した」

  『〝種植〟……して』と、ベッドの上で迫せまってきた月夏ちゃんを思い出す。

  　花跳の力を消すため？　でもどうして？

  「たしかに騙だましていたことはあやまるよ、葉ノ宮くん。すまなかった。槍そう花かを奪うばわれたなんてなかなか言い出しにくくてね。でも月夏から、それじゃダメだと反対されたんだよ」

  「メリセルタ殲せん滅めつ、効率優先」

  「ん～、理由はともかく、さすがに無言の抗議三時間はきつかったよね」

  　秀しゆうさんの説明が終わると、月つき夏なちゃんが冷めた目つきで言った。

  「瀬せ々せ良ら月夏の処分、妥だ当とう、懲ちよう罰ばつ推すい奨しよう」

  　処分だとか懲罰だとか言われたら、こっちのほうが気が引けてしまう。

  「葉はノの宮みや洋ひろ？」

  「ううん、もういいよ。処分も懲罰もいらない。月夏ちゃんにそんなことしたら、僕がイヤだし」

  「お？」

  　やせ我慢だけど、せいいっぱい笑顔で答えた。

  　まあ、僕がちょっと（というには抵抗がある）騙だまされただけ。騙されたほうが悪い（というにはかなり抵抗がある）と思うことにした。花はな視み査定試験がないとわかってほっとしたのは事実だし。それでいいような気もした。

  　そんなことを考えてたら、突然莉り花かさんから肩をガシッとつかまれた。

  「？」

  　条件反射的に怒られると思い、身を縮める。

  「もう一度確認するわ。君には密みつ鬼おにの大群が視みえてないのね!?」

  「う、うん、ごめんなさい！　視えません！」

  　しかし莉花さんは怒る様子もなく、キラキラと輝く瞳で見つめてくる。

  「そういうことね！」

  　いやどういうことかさっぱり。けど莉花さんは納得するようにうなずき、僕の肩を離した。

  「莉花さん？」

  　鴻こう野の家に向き直った莉花さんは、一度深呼吸をすると胸を張って歩き出す。

  「おい、莉花!?」

  　突然の行動に秀さんが目を見張る。莉花さんはかまわず、たしかな足取りで鴻野家に向かっていく。

  「うふふ、そうでしたか」

  　それを見た帆ほ鳥とりちゃんが楽しそうに笑い、莉花さんのあとに続いた。

  「二人ともどうしたっていうんだい!?」

  　秀さんの言葉に莉花さんが振り返る。曇りのない表情が、秀さんじゃなく僕に向けられる。

  「――あたしたちは君の目を信じるわ」

  「え？」

  　呆あつ気けにとられた僕を見て、莉花さんは少し不満そうに目を逸そらした。

  「だ、だからっ……あたしたちは、そのくらいは君を信頼してるってことよっ」

  「洋さんは視てくれたんですよ。この場に密鬼の大群なんていないことを。なにもないことを視たのです」

  「！」

  　二人は僕の力を未熟だと思わず、信頼して受け入れてくれたんだ。

  「莉り花かさん、帆ほ鳥とりちゃん……」

  　鼻の奥がツンッとした。

  　二人との出会いからまだ一か月半。でもその短い時間の中でも、僕たちの間に生まれたものがたしかにある。それはいくら目を凝こらしたって見えないけれど、かけがえのないものだと思った。

  　僕は二人の横に駆け寄った。

  　莉花さん、帆鳥ちゃんと視線を交かわし、そして鴻こう野の家に向かって歩き出す。

  「ん～、クレイジーだね」

  　秀しゆうさんの呆あきれた声のあとに、月つき夏なちゃんの呟つぶやきが聞こえた。

  「……理解不能……でも――」

  　背後から、タタタタタタ、と月夏ちゃんの足音が近づいてくるのがわかった。
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  　花弁で作られた鴻野家まであと五十メートルほど。

  　僕と莉花さん、帆鳥ちゃん、月夏ちゃんの四人は並ぶようにして道を歩いていく。ちなみに秀さんは、僕らの様子をだいぶ後こう方ほうから窺うかがっている。

  「三人ともありがとう」

  　僕を信じてくれて。

  　帆鳥ちゃんは柔にゆう和わな笑みで応こたえ、月夏ちゃんは無反応。莉花さんは前方を睨にらみながら、ふん、と軽く鼻を鳴らした。その瞳には密みつ鬼おにの大群が映っているのだろう。横顔がかすかに強こわ張ばっている。

  　僕には千の密鬼なんて視みえていない。でも今は莉花さんたちが信じてくれた僕の目を、自分が信じよう。うん、きっと大丈夫。

  　それでも鴻野家が近づくにつれ動どう悸きが増した。汗がにじんで、視えない恐怖が迫せまってくる。黙っているとそれに押し潰つぶされそうになり、ごまかすように口を開いた。

  「そ、そういえば花はな視み査定試験のこと秀さんから聞いたよ。びっくりしたけど、でもほっとしたかな。これで皆のこと忘れずにすむもんね、あ～、良かったあ」

  　それを聞いた莉花さんは一気にうんざり顔。

  「全然良くないわよ。秀しゆうはメリセルタを追うために、あたしたちを戦力として利用しようとしたのよ。しかも武器を奪うばわれた赤っ恥を隠そうとしたんだから、最悪よ」

  「責任、私」

  「いや別に月つき夏なはいいの。メリセルタを取り逃がして自分の武器を奪われた秀に全責任があるのよ。たくっ、同じ花はな狩かりとして情けないわ」

  　そんな秀さんと付き合うことを決めた人の発言とは思えなかった。けどそれは高度な照れ隠し（？）なのかもしれない。高こう尚しような乙女心（？）なのかもしれない。

  　などと考えると、なんだか気持ちがズドンと沈んだ。

  「だいたい三時間も掛けてうだうだうだうだ……、そんなことを告白される身にもなりなさいよ。拷ごう問もんよ」

  「そうだね、それは大変な告白だったね…………――って、ええええええっ!?」

  　でまかせ査定試験以上の衝しよう撃げき的事実が聞こえたような聞こえなかったような……いや、やっぱ聞こえたよ！

  「ま、待って。莉花さん、もしかしてそのことを秀さんから告白されたの？　え？　それだけ？　告白ってそれだけ？」

  「ええ、そうよ。それだけで三時間よ。イタリアンレストランで。むかついたから、ガンガン注文してやったわ…………ん？　なんで君、がっくりと膝ひざをついてるのよ？」

  　そう、僕、がっくりと膝をついていた。

  　え？　嘘？　なに？　これってつまり……。

  　懸命に頭を整理しようと試みる。でもするまでもなく、これは……僕の……明めい々めい白はく々はく……勘違い祭り!!

  「はあ～～～～……」

  　完全脱力。もう、マリーゴールドの地面にそのまま埋まってしまいたい。そして誰か墓ぼ標ひようを立てて。

  「ありえない……」

  　秀さんの告白がそんなことだったなんて。いや、そもそも莉花さんの言い方が紛まぎらわしかったような……なんて口が裂さけても言えないね。僕のはずかしい早とちりが露ろ見けんするだけ。

  　自分の勝手な思い込みを呪のろうしかなかった。

  「いったいどうしたってのよ？　なにその嬉しそうな顔は？　気持ち悪っ」

  　莉花さんに言われ、初めて自分が笑っていることに気がついた。

  「嬉しそう……？」

  　それが安あん堵どの笑みだと自覚し、顔が一気に火ほ照てった。ぼわっ、ぼわわっと燃えるようだ。

  「な、なんでもないよっ！」

  　平静を装いつつ立ち上がり、誰よりも早く鴻こう野の家に向かって歩き出した。視みえない密みつ鬼おにと恥の炎を比べたら、今は後者のほうが耐えられないよ。

  「なに、あいつ？」

  「理解不能」

  「うふふ、青春なんですよ」

  　帆ほ鳥とりちゃんには僕の勘違いが気づかれているのかも、などと考えながら歩くこと数十秒。

  　鴻野家のマリーゴールドの芝生（ややこしい）の前庭がはっきり見え出した辺りで――。

  　不意に空間に張り詰めていたなにか――はちきれんばかりに膨ぼう張ちようし、圧迫していた重い空気が一瞬で晴れたような、そんな感覚を覚えた。

  　眼がん前ぜんに広がる前庭を見ながら、莉り花かさんがふぅっと息を吐はく。

  「消えたわ。跡形もなく、ね。まあ、いくら近づいてもリアクションがなかったからそんな気はしたけど、やっぱり幻げん覚かくだったのね」

  「さすが葉はノの宮みやくん。花はな視みは美女百人に匹ひつ敵てきするくらい心強いんだね」

  　秀さん、いつの間に……ていうか、美女百人の心強さがよくわからない。

  　秀さんはなれなれしく僕の肩を叩き、皆を鼓こ舞ぶするように言った。

  「行こう、最終決戦だ！」

  　ザッと足音を鳴らし、秀さんは槍そう花かを手に前庭へ足を踏み入れる。杖じよう花かを持った帆鳥ちゃんが続き、その横に月つき夏なちゃんが並ぼうとしたので、ひとこえ掛けた。

  「気をつけてね、月夏ちゃん」

  「お？」

  　月夏ちゃんは横顔を向けて、まばたき一つ。規則正しい歩調で帆鳥ちゃんのあとに続く。

  　そして銃じゆう花かを握った莉花さんが髪を翻ひるがえし、颯さつ爽そうと歩き出す。が、すぐに莉花さんだけ足を止めた。振り返らないまま、

  「……君」

  　後こう方ほうの僕に話しかけてきた。表情は見えないけど、少し雰囲気が硬かたい。

  「なに？　莉花さん」

  　ほかの皆は鴻野家の玄関扉とびらに向かってズンズンと進んでいく。莉花さんはためらうような間を空あけたあとで、言った。

  「月夏が君の部屋に行ったとき……」

  　一瞬なんのことかわからなかったが、夜中に月夏ちゃんが僕の部屋に来たことを言っているのだと思い至った。

  「あのとき本当に……」

  　莉花さんはゴホンと咳せき払ばらいをしてから続けた。

  「本当になにもなかったのよね？」

  　どうしていまさら、しかもこの状況で訊きいてくるのかわからず戸と惑まどう。けど僕はすぐに答えた。

  「うん。もちろん。僕はなにもしてない。ホントに。神に誓って」

  　たぶん莉り花かさんは月つき夏なちゃんのことを心配しているのだろう。まあ、僕に信用がないのがちょっと悲しいけど。こんなことで莉花さんに怒られたくないし、ヘンに思われたくもない。

  　莉花さんは前を向いたまま沈黙し、それから、ぷっと吹き出した。

  「莉花さん？」

  「そりゃそうね。なんかするような度胸が、君にあるとも思えないしね」

  「うん、そうだよ！」

  　あれ？　僕、なんか情けない？

  　ようやく莉花さんが振り返る。

  「さあ、行くわよっ」

  　見とれてしまうほどの笑顔だった。

  

  　マリーゴールドの鴻こう野の家の玄関扉とびらの前に立つ。

  　扉もノブも小さな嵌はめ殺しの窓も、すべてマリーゴールドの集合体でできている。しかしそれ以外は精せい巧こうに、物質世界の鴻野家が再現されているように見えた。

  　周りに注意を払いながら、秀しゆうさんがノブを回した。ざざざ、と花弁がすれる音とともに、扉が開く。花か刻こくの端は境ざかいに来てから、マリーゴールドの匂いは常に漂っていた。けど鴻野家の室内からはより濃密な臭しゆう気きを感じる。

  「鴻野姉妹の部屋は二階だね？」

  　秀さんの質問に帆ほ鳥とりちゃんがうなずく。

  「二階の手前が亜あ里り沙ささんの、その隣が亜あ子こさんの部屋です」

  「なんか、イヤ～な気配を感じるわ」

  　顔をしかめた莉花さんが、廊下の先の階段を睨にらむ。

  「月夏と葉はノの宮みやくんは、俺たちから絶対に離れないでいること。いいね？」

  　秀さんを先頭に、僕たちは階段をのぼり、二階に足を踏み入れる。

  　まっすぐの廊下に二つ並んだ部屋のドア。黄色一色の光景に遠近感がおかしくなりそう。でも、造りは物質世界で見た様相と瓜二つだった。

  「まずは妹の部屋か……――開けるよ」

  　秀さんが手前の亜里沙さんの部屋の前に立ち、深呼吸してからドアを開け放つ。マリーゴールドの花弁が数枚舞った。

  「亜里沙さん!?」

  　亜里沙さんはそこにいた。

  　物質世界で見た亜あ子こさんの部屋より一回りほども広い洋室の中、トロフィーがたくさん飾られたシェルフ脇のロッキングチェアに、亜あ里り沙ささんは目を瞑つむってもたれていた。もちろん室内のすべては花弁で構成された黄色の世界。制服姿の亜里沙さんは浮いた存在だった。

  「大丈夫!?　亜里沙さん！」

  　緩ゆるやかに胸が上下して、眠っているだけのようにも見えたけど、僕は慌あわてて駆け寄った。

  「バカッ！　気をつけて！」

  　そんな莉り花かさんの声が後こう方ほうで聞こえた瞬間、

  「!?」

  　僕の体は不意に、足元からせり出した花びら集合体の突とつ起き物ぶつに強きよう打だされた。

  　あまりの衝しよう撃げきに悲鳴を上げることもできず、身体は小石のように軽々と飛ばされ、そのまま部屋の壁へ。

  「洋ひろ!?」

  　耳に届いた声は、莉花さんのもの。

  　あ、僕の名を呼んでくれた。

  　そんな呑のん気きなことが頭をよぎったときには壁に激突し、そのまま――ズボボッ！

  　体操マットほどの固さだったマリーゴールドの壁を突き破り、隣の亜子さんの部屋に転がり落ちていた。

  「いった～っ！」

  　花弁の壁と床が衝撃を和やわらげたとはいえ、全身の痛みに涙目だ。ホントに痛い。でもこんなとこで倒れてはいられない。せっかく莉花さんが僕の名を呼んでくれたんだから。

  　などとわけのわからない理由をパワーに代え、懸命に身体を起こした。

  「ぼ、ぼぼぼ僕は……ぜはっ、ぜはっ、まったく、だいじょー、ごほっごほっ、ぶぶぶっ」

  「そんな説得力のない〝大丈夫〟、初めて聞いたわ」

  　隣の部屋から莉花さんにそう言われてしまった。でも、

  「無理しないで。そこにいなさい」

  　続いた言葉は、優しかった。

  　壁が大きく崩ほう壊かいしたせいで、隣室の状況がありありと見える。

  　亜里沙さんの部屋では、月つき夏なちゃんを背後に置いた莉花さん、帆ほ鳥とりちゃん、秀しゆうさんの三人が、ロッキングチェアにもたれた亜里沙さんの前に出現した突起物……いや、すでに二本の足で立っているそれと対たい峙じしていた。

  　それはマリーゴールド集合体の女の子だった。
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  　マリーゴールド集合体の背格好は亜あ里り沙ささんと同じくらい。

  　しかしうしろで結ゆわえた髪も、顎あごの細い顔も、裸の肢し体たいも、すべてが折り重なった花弁の凹おう凸とつで構成されていて、輪りん郭かくが判然としない。しかもプラスチックのようにのっぺりとして、生気もまったく感じられない。

  「ん～、まいったね」

  　秀しゆうさんが顔に憂うれいを覗のぞかせる。

  「少し遅かったかな。花か刻こくの端は境ざかいを創ってしまったくらいだから予想はしていたけど、これほど〝嫉しつ妬と〟と〝悲ひ哀あい〟でコーティングされているとはね」

  「やはりこの方が？」

  　早くもリーフレットガードを左右に展開させた帆ほ鳥とりちゃんに、秀さんは厳然と答えた。

  「鴻こう野の亜あ子こ、だね」

  　マリーゴールド集合体、いや、亜子さんは能面のような顔を莉り花かさんたちに向けたまま、濡ぬれた手の水を切るように、ヒュンッと両手を振った。

  　カシャッ。

  　こすれたような音ともに、亜子さんの両手には指先と融ゆう合ごうした花弁集合体の鎖くさりが出現していた。マリーゴールドで造形された鎖くさり、その先端には同じように花弁で作られた切っ先が、まるで矢じりのような鋭するどさを見せつけるように揺れている。


  [image: ]


  「やる気だね」

  　腰を落として槍そう花かを構えた秀しゆうさんに、莉り花かさんが顔色を変えた。

  「戦うの!?　あの子は人間よ、密みつ鬼おにじゃないわ！」

  「正気に戻す方法が見つからない。いや、もしかすると正気なんて、この子の中にはもうないのかもしれない」

  「で、でも――」

  「莉花、こういう状況では犠ぎ牲せいを最小限に留めることを考えるべきだ」

  　犠牲？

  　秀さんがピシャリと言った言葉にドキリとした。莉花さんを見ると、その顔は痛みを堪こらえるように歪ゆがんでいる。

  　莉花さん？

  　莉花さんが僕の視線に気づいて、お互いほんの一瞬だけ見つめ合った。

  　莉花さんの眼まな差ざしはいつもの精せい悍かんさを失い、迷いと怖おそれをにじませている。弱々しく見えた。

  　気のせいだったかもしれない。すぐに莉花さんの双そう眸ぼうは鋭するどさを増し、亜あ子こさんに向けられてしまったから。

  　それでも僕は奮ふるい立った。

  　どうにかしたい。この状況を打破する方法を、誰一人犠牲なんかださない、悲しまない方法を見つけたい――いや視みたい！

  　固く決意し、奥歯を噛かみ締めた瞬間、視線の先で蛍火のような光が瞬またたいた。

  「!?」

  　それは優しい青せい磁じ色いろの輝き。ロッキングチェアにもたれた亜あ里り沙ささんの胸元で、黄色い花の世界に抗あらがうように灯っていた。

  　光っているのは？……ネックレス…………ロケットの中…………クローバーの光？

  　その光は、亜里沙さんのロケットのクローバーと同じような、清せい澄ちような色を湛たたえている。

  『――幼少のおり、姉と二人で見つけたものを半分ずつに分けたのです』

  　資料室での亜里沙さんの言葉が脳のう裏りに甦よみがえり、その青磁色の光を別の場所でも視たことを思い出した。

  　別の場所？

  　いやあれは――。

  　ハッとして亜子さんの部屋に視線を向けた。

  　そうだ。あれは物質世界の亜子さんの部屋で視た光。でももしあれが亜子さんにとっても大切なものなら、亜子さんの心で創られたこの場所にもあるはずだ。そしてそれが、亜子さんを正気に戻す鍵になるかもしれない。

  　亜あ子こさんの部屋を凝ぎよう視しする。

  　あれはたしか……。

  　花はな視みの目を集中させ、部屋の一点――壁かべ際ぎわに置かれたライティングデスクを見つめる。

  「！」

  　あった。光はそこで輝いていた。デスクの引き出しの辺り、内部から、ぼおっとにじむような青せい磁じ色いろのともしび。

  　急いでデスクに駆け寄り、花弁を数枚散らしながら引き出しを開けた。

  　そこには片手に乗るくらいの箱があった。もちろん花弁の集合体であるそれは、直方体の本体に筒つつを半分に切ったような上うわ蓋ぶたが付いている。まるで小さな宝箱。

  　青磁色の光はその箱からもれている。が、その小箱には、今亜子さんの手から垂れているような鎖くさり、マリーゴールドの花弁で紡つむがれた鎖が巻かれていた。

  「くっ」

  　花の鎖を外はずそうとしたが、びくともしない。二重三重に巻かれた〝嫉しつ妬と〟と〝悲ひ哀あい〟の花の鎖は冷たく小箱を封じている。

  「くそっ」

  　僕は小箱を持って、亜子さんの部屋から亜あ里り沙ささんの部屋に向かおうとした。

  　亜里沙さんの部屋では、亜子さんの両手から繰り出された鎖を、秀しゆうさんが槍そう花かで弾はじき返したところだった。

  　焦しよう燥そうして手の中の小箱を見つめる。

  　この小箱を開けられたら、亜子さんの心はきっと！

  　そんな願望と確信を抱きながら、高々と小箱を掲げる。そのまま壊れた壁を通り、意気揚々と亜里沙さんの部屋へ飛び込もうとして、

  「んわっ」

  　こけた！　最悪だ！

  　壁の残ざん骸がいにつまずいた僕はダイブするようにつんのめり、その拍子に小箱は手から離れていった。

  　小箱は、緩ゆるやかな放物線を描き空中を飛ぶ。僕と、莉り花かさんたちと、亜子さんの間の空間を、青磁色の光を煌こう々こうと発しつつ。

  　あれを開けられたら、きっと！

  「――莉花さん！　箱を撃うって！」

  　咄とつ嗟さに叫んだ。

  　僕の声に、莉花さんはためらうことなく銃じゆう花かを構える。そして――。

  　ダ――ンッ！

  　銃じゆう花かが唸うなりをあげた。弾だん丸がんは小箱を封じていた鎖くさりを弾はじき飛ばし、上うわ蓋ぶたを貫通した。その衝しよう撃げきに蓋が開き、中から清せい冽れつな光と、そして――二葉のクローバー。

  　あふれた青せい磁じ色いろの光は一瞬で亜あ子こさんを包み、それに呼応するように亜あ里り沙ささんのロケットの光も膨ぼう張ちようした。

  　二つの光。同色の穏やかな光は重なり合い、その中に二人の思い出の品を再生させる。

  　四つ葉のクローバーだ。

  　玉のように膨ふくれ上がった光の中で、二人の二葉のクローバーが結びつき、四つ葉のクローバーとなって浮かんでいる。

  「!?」

  　その四つ葉のクローバーに身じろぐように、亜子さんが足元をふらつかせた。初めて見せる動揺。そしてそれが合図だったかのように、一本のクローバーの根元から無数のクローバーが生まれだした。

  　それは青葉の奔ほん流りゆうとなって亜子さんに――マリーゴールドで覆おおわれたその身体からだに取りついていく。全身を侵しん食しよく、いや、浄じよう化かしていく。亜子さんは抗あらがうことなく、クローバーに身を委ゆだねるように立ち尽くしたままだ。

  　その光景に目を細めながら、秀しゆうさんが独り言のように言った。

  「葉はノの宮みやくん、君は…………、君には視みえたのかい？　彼女の正気が」

  　そんなのは視えなかった。なにが正気で、なにがそうじゃないかなんて僕にわかるわけもない。

  「ただ……思ったんです」

  　クローバーの群ぐん落らくは亜子さんの身体を這はいずり、マリーゴールドを剥はがしていく。その下から生なま身みの肌が露あらわになっていく様子を見ながら、言った。

  「どうして亜子さんは、花か刻こくの端は境ざかいに亜里沙さんをさらってきたのかなって」

  「ん～、それは……メリセルタの仕し業わざだろう。亜子に亜里沙を殺させ、さらに暴走させようとしたのかもしれない。いや、亜子の意志が働いていたとしても同じことだね。才能豊かな妹――自分の〝嫉しつ妬と〟と〝悲ひ哀あい〟の元凶になった妹を、消滅させようとしたってとこかな」

  　僕もそうだと思っていた。悲しいけど、そうだと思っていた。

  　でもこの世界にも、二人の思い出のクローバーがあったことを知ったら、それを存在させた亜子さんの心は違うと感じた。

  「嫉妬しても、悲しくても、つらくても、不安でも、それがイヤで逃げ出しても……。それでもやっぱり、こんな世界に独りでいるのは寂しかったんじゃないのかなって」

  　だから二人のクローバー、その想いの強さに賭かけてみようと思った。それだけのこと。

  「…………独り」

  　その声は秀さんではなく、いつの間にか僕のうしろに立っていた月つき夏なちゃんの呟つぶやきだった。瞳はまっすぐに亜あ子こさんに向けられている。

  　その亜子さんはクローバーにマリーゴールドを剥はがされ、そしてクローバーも役目を終えたとばかりに身体から離れ、消えていく。それにつれ亜子さんを包む青せい磁じ色いろの光もしだいに収しゆう斂れんしていった。

  　亜子さんの身体はもうほとんど人のそれだ。

  　ただそうなると亜子さんは一糸纏まとわぬ姿となるわけで、それはもう直視できず、してたらダメだとも思ったので顔を伏せた。

  「ヒヒヒ！　ドウダ花か族ぞく？　俺様ノスパイスノ効イタ趣向ワ、楽シンデクレタカヨ!?」

  　メリセルタの下げ卑びた笑いが聞こえてきたのはそのときだった。四方から聞こえてくる耳みみ障ざわりな声。

  「どこよ、メリセルタ!?　花か刻こくの端は境ざかいももうおしまいよ！」

  　銃じゆう花かの銃じゆう口こうを前後左右に次々に向ける莉り花かさんに、メリセルタの声は嘲あざけるように応こたえた。

  「花刻の端境？　ヒヒヒ、ソンナモン、メインディッシュヲ引キ立テル前菜ナンダヨ」

  　その不穏な言葉に胸騒ぎを覚えた。

  「教エテヤラア、俺様ノメインディッシュワ――」

  　メリセルタの声がひときわ高らかに響き渡った瞬間、

  「じ、地震!?」

  　足元から突き上げられるような縦揺れに襲おそわれた。身体は一瞬浮き上がり、直後、マリーゴールドの床に叩たたきつけられる。それでもその衝しよう撃げきは収まらず立つこともできない。舌を噛かみそうで声も出せない。

  　壁が、床が、天井が、戒いましめを解かれたようにひとひらの花弁に分離し崩ほう壊かいしていく。

  「ヒヒヒ！　メインディッシュワ、花はな跳とびダ！」
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  　マリーゴールドの花弁の奔ほん流りゆうに沈み、もみくちゃにされ、平へい衡こう感覚も喪そう失しつ。花の圧迫感に呼吸できなくなったあたりで、ようやく身体からだが止まった。

  　視界は黄色一色。自分がおびただしい花弁の中に埋まっていることに気づき、慌あわてて両手で周りの花びらをかき分けた。

  「ぷはあっ」

  　二、三度かいたら上半身が出て、花か刻こくの端は境ざかいの鉛なまり色いろの空が視界に映る。マリーゴールドで作られたままの生いけ垣がきや、その向こうの家々の光景から、ここが鴻こう野の家の前庭だと当たりをつけた。

  　地震も収まってるし、とりあえず助かった？　と、息をつこうとしたら、

  「月つき夏なっ!?」

  　後こう方ほうで上がった莉り花かさんの逼ひつ迫ぱくした声に驚き、花びらをかきながら振り返った。

  「!?」

  　そこにあったはずの鴻野家はなくなっていた。

  　壁も窓も、玄関扉とびらも、二階のベランダも屋根も消失し、鴻野家の一階に相当する高さの花弁の山ができている。

  　莉花さん、帆ほ鳥とりちゃん、秀しゆうさんはその手前で山の上部に視線を向け、莉花さんたちの後方には、抱き合うように倒れている亜あ里り沙ささんと亜あ子こさんの姿があった。

  　そしてその山のてっぺん、鎮ちん座ざした檻おりの中に月夏ちゃんがいた。

  「月夏ちゃん!?」

  　檻は二メートルほどの鳥かごのような形。よく見ればマリーゴールドの花と葉と茎で組み立てられている。

  　月夏ちゃんはその中央で棒立ちになっていた。細い首には茎と青葉で編まれたロープのようなものが巻きついている。いや、ロープじゃない。月夏ちゃんの頭上に伸びたそれは檻の格こう子しの間を通り、その上で駆く動どう音おんのような羽音をたて浮遊しているハチ密みつ鬼おに――メリセルタの腰よう部ぶにつながっていた。

  　メリセルタの針が、月夏ちゃんの首を絞めてる!?

  　慌あわてて花びらに埋まっていた自分の身体を引っ張り上げる。這はうように一メートルほど進み、ようやく足場がたしかになると、莉花さんたちのもとへ駆け寄った。

  「莉花さん、どうして!?」

  「わかんないっ、わかんないわよっ」

  　少し取り乱した様子の莉花さんに代わって、帆鳥ちゃんが口を開く。

  「狙ねらわれたのは月夏さんというより、花はな跳とび能力だと思われます」

  「花跳能力が？」

  「それを吸収するのが、メリセルタの本来の目的だったのかもしれません」

  　秀しゆうさんが舌打ちする。

  「花か刻こくの端は境ざかいは、そこに跳とぶことのできる花はな跳とびを誘う餌えさだったってことか」

  　メリセルタが挑ちよう発はつするように、檻おりの上を左右に飛ぶ。月つき夏なちゃんの首がクイッと引っ張り上げられ、華きや奢しやな上半身がわずかに傾かしぐ。

  「月夏ちゃん！」

  　そんな状況でも月夏ちゃんの表情は変わらない。しかし顔には汗がにじみ、口の端から時折「かはっ」と短い息を吐はいている。

  「ヒヒヒ！　武器ヲ捨テヤガレ、花か族ぞく！　テメエラノ前デ、花跳ノ首ヲポッキリ折ッテモイインダゼ！　テメエラニ絶望ノスパイスヲ振リカケテモイインダゼ！」

  　メリセルタは羽音と声を勝ち誇ったように響かせる。

  「花刻ノ端境ナンテ、イツデモデキンダヨ！　人ノ心ワ美び味みダケド、砂糖菓子ヨリ脆もろイカラナ！　ヒヒヒ、ソンナモンヨリ、俺様ニワ今以上ノ〝跳ブ〟チカラガ必要ナンダ！　〝フローラノ花園〟ヘ跳ブチカラガナ！」

  　フローラの花園？

  　フローラは花を意味する春の女神の名だったはず。植物や花に関連する商品なんかではよく目にする。しかしもちろん僕には、メリセルタの言うフローラの花園がなんなのかわからないし、莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんも眉まゆをひそめている。

  　しかし秀さんだけが、その言葉を鼻で笑った。

  「そんなおとぎ話の楽園のために、花族が密みつ鬼おにに屈するわけにはいかないな」

  　そう言って槍そう花かの切っ先をメリセルタに向ける。が、メリセルタはガラスを引っかいたような声で笑い、わずかに上昇した。

  「くはっ」

  　月夏ちゃんの顎あごが上がり、爪つま先さき立だちになる。莉花さんがたまらず声を上げた。

  「秀！　槍花を下ろして！」

  　その悲痛な声に重なるように、

  「問題……ない」

  　月夏ちゃんのか細い声。

  「月夏、心配しないで！　すぐに助けるから！」

  　しかし月夏ちゃんは震えながら、絞められている首を横に振る。

  「犠ぎ牲せい……最小限……っ……選択」

  　つらそうな息を交まじえながら、言葉を零こぼす。

  「攻撃……して」

  「月夏、あんたなに言ってんの……？」

  「最善策……効率優先、す、推すい奨しよう……」

  「月つき夏な？」

  「……っ……瀬せ々せ良ら月夏、放ほう棄き」

  「バカッ!!」

  　莉り花かさんの怒ど声せいが月夏ちゃんの声をかき消した。

  「あんたって子は、なんでそんなバカなのよ！」

  　莉花さんは顔を真っ赤にしながら、手に持っていた銃じゆう花かを足元に叩たたきつけた。それに倣ならうように帆ほ鳥とりちゃんが杖じよう花かを、そして唇を噛かみながら、秀しゆうさんが槍そう花かを地面に置く。

  　皆の行動にメリセルタは爆はぜるように笑い、月夏ちゃんは不審そうに瞳を細めた。

  「理解……不能」

  「バカッ！　大バカ月夏！　これが当然なのよ！　仲間ってこういうもんなの！　あんたの言う最善策なんてその場を切り抜けるための手段じゃない！　それって違うわ！　人の選択って違う！　その向こうの想いを感じて、そこに近づこうとすることよ、きっと！　心のない行動なんて最善でもなんでもない！」

  　言いながら、莉花さんはぽろぽろと大粒の涙を零こぼしていた。月夏ちゃんが驚いたように目をパチクリさせる。

  「ねえ……、ねえ月夏、あたしもそうだった……。自分の想いも人の想いも考えられなかった。自分も周りもどうだっていいと思ったこともあったわ。でもね、あたしは帆鳥と帆鳥の両親に会えて心を育てることができた。ううん、それだけじゃなくって。ほんのちょっとの勇気で、自分の気持ちをもっと豊かに、楽しくできることだって知ったわ」

  　莉花さんの視線が僕に向けられ、すぐに月夏ちゃんへ戻る。

  「出会いがきっかけでね」

  「……」

  「独りだと見えないものって、たぶんいっぱいある。なにがあるかわからないから不安だけど、あたしだって怖いけど。それでもあたし、あんたに教えたいわ。独りじゃ見えないものを見せてあげたい。それがどんなに温かいか、あたしは少しだけ知ってるから」

  「理解……不……」

  　月夏ちゃんは最後まで言い切れず、口をつぐんだ。

  「あんた、このあいだ夢がないって言ったわね。それもたぶん、ないんじゃなくて見えてないだけ。気づいてないだけ。あんたにも絶対にあるはずよ。やりたいこと。叶かなえたいこと。夢。独りじゃ見えないならあたしが……あたしたちが一緒になって見てあげる。叶えられるように一緒になって頑張ってあげる」

  「……夢？」

  　莉花さんは涙で濡ぬれた顔に笑みを浮かべ、うん、とうなずく。

  「……夢」

  　月つき夏なちゃんの呟つぶやきに、先程までにはなかった困こん惑わくと熱っぽさが宿った。

  「……私の……夢は――」

  　ゴオオッ！

  　しかしその声は、唸うなりを上げる突風と、重々しい羽ばたきによって遮さえぎられた。と同時に上空からすべてを圧するような、ねじ伏せるような存在感が押し寄せる。

  　メリセルタがそれに怯ひるむように檻おりの上部にしがみつき、そのおかげで月夏ちゃんの首を絞めていたハチ針ロープが緩ゆるんだ。

  　なのに月夏ちゃんは目を真ん丸に見開き、いちだんと苦しそうに喘あえいでいる。

  「……ぅ……あぁっ……ああ」

  　その眼まな差ざしは抗あらがえないように上空へ。

  「ひょっほっほっ」

  　聞き覚えのある笑い声が、風と羽ばたきの狭はざ間まから聞こえてきた。突風に顔をしかめながら頭上を仰あおぐと、そこにはあの、ビキニに着物を羽織った人型密みつ鬼おにがいた。

  　ばさっ！　ばさあ！

  　鉛なまり色いろの上空で。

  　ばさっ！　ばさあ！

  　自分より三、四倍も大きく雄お々おしい巨きよ鳥ちよう――全身を青葉と蔓つると白い羽毛で覆おおった鳥型密鬼に乗って。

  「ひょっほっほっ」

  　緑眼でこっちを見下ろしていた。

  「なによあれ!?　どうしてこんなところに!?」

  　莉り花かさんが着物の人を睨にらみつける。帆ほ鳥とりちゃんは銃じゆう花かと杖じよう花かを拾い上げ、莉花さんに銃花を渡す。秀しゆうさんの手にも槍そう花かが握られていたけど、その顔は頭上ではなく月夏ちゃんに向けられていた。

  「月夏！　落ち着け！　気をしっかり持て！　あの人は敏とし美みさんじゃない！　密鬼だ！」

  　敏美さん？

  「ああっ……あああっ」

  　月夏ちゃんはまるで恐きよう慌こう状態だ。焦点の合っていない瞳を着物の人に向け、全身をガクガクと震わせている。

  　いったいなにが!?

  　状況がまったく理解できない。けど今は様子のおかしい月夏ちゃんが心配だ。見ると檻の上のメリセルタは身を縮ませている。チャンスかもしれない。僕は、ええい、と気合を入れ、花の山のてっぺんへ、月夏ちゃんのもとへ駆け出そうとした。でも――。

  「――ママッ！」

  　月つき夏なちゃんが突然発した声に、思わず足が止まった。

  　ママ？

  　その一言がなにを物語っているのか。まさかと思いつつ、脳のう裏りをよぎった想像に慄りつ然ぜんとする。

  「あああああっ！」

  　月夏ちゃんが叫ぶように声を上げ、それに呼応するように背から大量の密みつ花ばな――ガーベラがあふれだした。それは一瞬で怒ど濤とうとなり、月夏ちゃんを呑のみ込み、檻おりの中にあふれかえる。

  「ナ、ナンダヨ、コイツワッ！」

  　異変に気づいたメリセルタが、檻の上部から飛び上がろうとするが、

  「クソッ」

  　その腰よう部ぶの先から伸びるハチ針は檻の中に入ったまま。すでにオレンジ色のガーベラの群ぐん落らくに埋没している。

  「ムカツクッ、ムカツクッ」

  　どんなに翅はねを唸うならせてもピンッと張ったハチ針は抜けず、身体は檻につなぎとめられた格好になる。

  「離セ！　離シヤガレ！」

  　沸きあがるように増えるガーベラに、檻の形がしだいに歪ゆがみ、

  「イヤダッ！」

  　メリセルタの悲鳴が上がった瞬間、ガーベラの圧力に負けた檻が爆ばく砕さいするように壊こわれた。

  「ヒヒヒ、ヒヒヒエエエッ！」

  　その衝しよう撃げきと、襲おそい掛かるガーベラの激流にメリセルタの翅はねが飛び散った。巨体はガーベラの勢いに翻ほん弄ろうされ、そのたびに腰部が腹ふく部ぶが足が、頭部が無残にちぎれていく。

  　最後に忌いまわしいハチ針が、ガーベラの花と葉と茎に巻きつかれ、潰つぶされて。

  　メリセルタは完全に消滅した。

  　しかし月夏ちゃんのガーベラの増殖は止まらない。その異常な光景に秀しゆうさんが目を見張る。

  「密みつ花ばなと肉体が融ゆう合ごうするなんて……？」

  　ガーベラ群は頭上に噴ふきあがり、花弁と青葉を交こう錯さくさせながら群れとなる。上空の着物の人と巨きよ鳥ちようをその繁はん茂もの陰に隠し、みるみるうちに高層ビルほどの高さに。

  　そしてその先端でオレンジと緑のアメーバのように、または傘のように開いた二色の花火のように空中拡散していく。

  　それはまるで一輪のガーベラのようにも見えた。ガーベラ群で創造された巨大なガーベラという異様な情景だった。

  「……た……すけ……」

  　今はガーベラ群の噴出口になった月夏ちゃんのいた辺りから、声が聞こえた気がした。

  「月つき夏なちゃん！」

  「月夏っ！」

  　マリーゴールドの花の山のてっぺんに駆け上がったのは、僕と莉り花かさんで同時だった。

  「ダメですっ！　今近づくのは――」

  　帆ほ鳥とりちゃんの制止の声が聞こえたときには、僕と莉花さんはガーベラ群をかき分けようと手を伸ばしていて――。

  「！」

  　僕は右腕を、莉花さんは左腕を、ガーベラの奔ほん流りゆうに巻き込まれた。

  「莉花さん!?」

  　すぐそばで莉花さんの体が、スプリングに弾はじかれたように持ち上げられる。それを見て自分も同じような状況にあることを悟った。

  　ガーベラの勢いは予想以上で、いや、それによってメリセルタがバラバラになったのだから想像はできたはず。なのに月夏ちゃんのことで冷静さを欠いた結果、僕と莉花さんは噴ふん出しゆつする花弁と青葉に巻き込まれ、その流れに引きずられるようにして上昇していく。

  　なすすべなく。耳元で風がゴウゴウと唸うなるほどのスピードで。

  　チラリと下を見ると、地上の帆鳥ちゃんや秀しゆうさんの姿は、すでに指先ほどに小さくなっている。

  「どこにいるの!?　月夏！　返事しなさいよ！」

  　それでも莉花さんの声は凜りんとして、恐怖や動揺を少しも感じさせない。上空に向かって運ばれながらも、視線は月夏ちゃんを捜して四方に向けられている。

  　そんな莉花さんを目まの当たりにして、怖おじ気けづいてなんていられない。こんなもの新あら手ての絶叫マシンだと思えばどうってことない。

  　月夏ちゃんを助けたい。

  　不意に、先ほどの莉花さんの言葉を思い出す。

  『人の選択って違う！　その向こうの想いを感じて、そこに近づこうとすることよ、きっと！』

  　うん、選択は行動だ。今必要なのは、〝想いを感じて、そこに近づこうとする〟行動だ。

  　なら、花はな視みの僕にできることは……。

  　気を静めるように目を瞑つむり、深呼吸を一つする。

  　月夏ちゃん、僕たちは君を取り戻すよ。

  　目を開く。捜す。月夏ちゃんを、そのガーベラ群の中に。

  「!?」

  　それは僕と莉花さんがいる辺りから、三メートルほど上にあった。

  　ガーベラの花弁と葉、複雑に入り混じる茎に埋もれながら、五枚葉の光点が灯っていた。

  　蜜みつ口ぐち!?

  　さらに注意深く視みる。蜜みつ口ぐちらしき光点は、ささやかに咲く一輪の花弁の真ん中、柱ちゆう頭とうに刻印されている。

  　そこに月つき夏なちゃんがいるのかと思ったが、やはり視みえるのは蜜みつ口ぐちだけ。でもそこから月夏ちゃんが助けを呼んでいるようにも思えた。

  「莉り花かさん！　蜜口が、月夏ちゃんの蜜口があそこに！」

  　莉花さんは僕の目線の先を凝ぎよう視しし、首を振る。

  「あたしには見えない！」

  　莉花さんからまっすぐに見つめられる。

  「行って！　君ならできるかもしれない！」

  　その眼まな差ざしは勇気をくれる。莉花さんが見ていてくれるならなんだってできる。

  　僕はうなずき、月夏ちゃんの蜜口に視線を向ける。

  　ガーベラ群に巻き込まれていない左手を伸ばし、そこの青葉と茎をつかむ。右手を引っこ抜こうとする。が、ガーベラの茎が強く絡からんでいてなかなか抜けない。四苦八苦していると、莉花さんの左手が、絡んでいる葉や茎をちぎってくれた。

  「ありがとう」

  「気をつけるのよ」

  　ようやく右手が抜けると、それをさらに伸ばし身体からだを上方へ持ち上げる。手を離せば地面にまっさかさまの状況に身の毛がよだつ。でも我慢。上に向かって懸命に這はい上がる。

  　じりっ、じりっと蜜口が近づいてくる。

  　あともう少し。チラリと莉花さんに視線を向ける。莉花さんが励ますようにうなずいてくれる。僕は目め顔がおで応こたえ、腕を伸ばす。身体を持ち上げる。また腕を伸ばす。そしてまた……。

  　月夏ちゃんの蜜口が目の前に迫せまる。無む垢くなガーベラの一輪。月夏ちゃんの密みつ花ばな。

  「月夏ちゃん」

  　蜜口の浮かんだガーベラに語りかけるように名を呼び、顔を寄せ、唇を近づけ、そして――。

  　ペロリ。
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  　扉とびら。

  　オレンジ色の空間に浮かぶ無数の扉……。

  　月つき夏なちゃんの蜜みつ口ぐちをなめた瞬間、僕の視界はシャッターが下りたように暗くなり、一呼吸置いてオレンジ色が弾はじけた。同時にあれほどうるさかった風の音が聞こえなくなっていた。

  　噴ふん出しゆつするガーベラ群に張りついていたはずなのに、視界に映るのはオレンジ色の彩さい色しよく空間。そこに上下左右、不規則に並ぶ無数の扉が浮かんでいた。

  　ここは？

  　扉はノブのついた片開き。僕自身もその扉と同じように、無重力状態で浮遊しているような感覚だ。

  　バタンッ。

  　扉が一つ開いた。

  　そこには月夏ちゃんに似た女の子……いや、月夏ちゃんがいた。でも今の月夏ちゃんよりずっと幼い。六、七歳くらいかな？

  　月夏ちゃんの周りもオレンジ色。それは月夏ちゃんの密みつ花ばなのガーベラを思わせる。

  　幼い月夏ちゃんの隣には和服姿の大人の女性が寄り添うように立っている。手をつないでいる。母と子が仲良く買い物にでも出かけるような雰囲気だ。

  　月夏ちゃんが女性を見上げ笑顔で話しかける。女性は腰を屈かがめ、目線を合わせると月夏ちゃんの頭をなでた。気持ち良さそうに目を細める月夏ちゃん。

  「にゃはは～ん」「月夏はこうされるのが好きね」「うん、好き。ママになでてもらうの大好き」「ママも好きよ、月夏をなでるの大好き」

  　ふぅっと蝋ろう燭そくの炎が消えるように二人の光景が消失し、扉が閉まる。

  　バタンッ。

  　別の扉が開いた。

  　幼い月夏ちゃんが拗すねたような顔で、先ほどママと呼んだ女性の後うしろ姿すがたを見つめている。女性が振り返る。少し寂しそうな笑み。

  「夜までには必ず帰ってくるわ」「ホントに？」「ええ、誕生日プレゼントなにがいい？」「にゃんこのぬいぐるみ！」「うん、こ～んなおっきいの買ってきてあげる」「ホント!?」「約束。だからお仕事終わるまでパパと待っててね」「月夏いい子で待ってる！」

  　ひとつの扉の光景が消えると、別の扉が開く。

  　ソファに座った痩やせぎすの男がうな垂れている。震えている。それを少し離れたところから見つめる幼い月夏ちゃん。

  「パパ、ママはまだ帰ってこないの？」「……月夏……」「約束したの、にゃんこのぬいぐるみ買ってきてくれるって」「月つき夏な、ママは……」「どうしたの、パパ？　泣いてるの？　どこか痛いの？」「ママはね……」「パパ？　どうしたのパパ？　ママは？　ねえ、ママは？」

  　別の扉とびらが開く。

  　痩やせぎすの男が、数名の男たちに詰め寄っている。痩せぎすの男のうしろには幼い月夏ちゃんが佇たたずんでいる。

  「月夏を連れていく!?」「月夏さんに瀬せ々せ良ら敏とし美みさんと同一能力の覚かく醒せい兆ちよう候こうが見られます。花はな跳とびの可能性があるんです」「それがどうした!?」「協会での保護と指導が必要です」「俺から娘まで奪うばうのか!?」「月夏さんの安全を第一に――」「妻を守れなかったおまえたちに、そんなこと言う資格はない！」

  　痩せぎすの男の罵ば倒とうとともに扉は閉まり、また別のところで――バタンッ。

  　そこでは痩せぎすの男に、幼い月夏ちゃんがためらうように手を振っている。心細そうに呟つぶやく月夏ちゃん。

  「行ってきます、パパ」「……月夏……」「なに？」「そんな力なんて、なけりゃよかったのにな」「え？」「その力のせいで不幸になったんだよな、ママもパパも月夏も。その力のせいで」「月夏、わかんない」「わかんない？　ははっ、はははっ」「パパ？」「その力のせいでママは帰ってこない！　月夏もいなくなる！　その力が皆を不幸にしたんじゃないか！　まるで呪のろわれている！　忌いまわしい力だ！　そんなもののせいで俺はすべて失った！　そんなものに関わったせいで！　おまえたちに出会ったせいで！　こんなことなら最初から独りでいればよかったんだ！　なあ、そうだろ、月夏！　独りでいれば傷つかずにすんだんじゃないか！」

  　月夏ちゃんの瞳から涙が零こぼれて、扉は閉まった。

  　これは月夏ちゃんの心――記憶の断片が、花はな視みによって僕の意識に流れ込んでいるのだろうか？　そう思ったときには、別の扉が開いていた。

  　今の月夏ちゃんとほとんど変わらない姿。幼い頃にはあった表情がなくなっている。年とし嵩かさの男がその前で口を開く。

  「目撃したそうです」「説明」「しかし……」「説明」「Ａ市において、花か刻こくの端は境ざかいに跳とんだ花跳が見たそうです」「詳細、要求」「密みつ鬼おにに寄生された、いや、完全に同化した瀬々良敏美に似た個体を」「詳細……要求」「我々もそれ以上のことはつかめていません。ただ……」「ただ？」「いえ……」「言って」「……ただ、その圧倒的な力は、まるで未み曾ぞう有うの怪かい物ぶつを思わせた、と」「……怪物」

  　扉が閉まる。世界の果てのような静せい寂じやく。

  　月夏ちゃんが背負ってきたものに胸が詰まった。気け圧おされた。怖おじ気けづいた。

  「僕にできることなんて……」

  　弱気が呟きとなってもれたとき、扉とオレンジ色の狭はざ間まに、陽光のような鮮せん烈れつな声が響き、花びらが――。燃えるような真っ赤なバラの花びらが、無数に、縦横に舞い躍った。

  『やりたいこと。叶かなえたいこと。夢。独りじゃ見えないならあたしが……あたしたちが一緒になって見てあげる。叶かなえられるように一緒になって頑張ってあげる』

  　莉り花かさんのバラ。そして月つき夏なちゃんに言った言葉。

  　その言葉が消えずにここに存在する意味。これほど力強く鮮あざやかに咲き、響いている意味。

  　ああ、そっか。

  　そんなの決まってる。月夏ちゃんにとって、その言葉がかけがえのないものになったんだ。

  　それに気づいた瞬間、萎なえそうになっていた心に力が満ちた。

  　できることはある。

  「月夏ちゃん！」

  　声は空間に反響し、それに反応したように大量の扉とびらが一いつ斉せいにかき消えた。まるで電源が切られたテレビ画面のよう。

  　しかしそこにひとつだけ扉が残っている。

  　僕の身体からだが動いたのか、その扉が近づいたのか判然としなかった。気がつけば目の前にそれがある。ここで見失うわけにはいかないと、慌あわててドアノブを握り、ゴクリと唾つばを飲み込んだ。そして――。

  　ギィッ。

  　開けたドアの向こう、すぐそばの空間に、目を瞑つむった月夏ちゃんが膝ひざを抱えるような格好で浮かんでいた。

  「月夏ちゃん」

  　月夏ちゃんは薄く目を開けた。夢見心地のような眼まな差ざしで僕を見る。その唇からもれる声も眠そうだ。

  「葉はノの宮みや……洋ひろ？」

  「うん」

  「……見つけた……私の夢」

  「うん」

  「……ママを奪だつ還かんしたい」

  　それを聞いて唐とう突とつに思い出した。

  　ガーベラの花言葉には〝神秘〟だけじゃなく〝希望〟があることを。

  「うん。叶えよう。皆で力を合わせて」

  　月夏ちゃんはなにか言いたそうに唇を動かし、しかし逡しゆん巡じゆんするようにつぐんだあとで、ようやく言った。

  「ありが……と」

  　僕は笑顔でうなずき、月夏ちゃんに向かって両手を伸ばす。

  「戻ろう、皆のところへ」

  　月つき夏なちゃんは「お？」と口を開けたあとで、両手をぎこちなく上げ、そして自分の身体からだを投げ出すように、僕の胸へ――。

  

  　ビョウッ。

  　風音。耳元で風が吹き荒すさぶ。

  　唐とう突とつにガーベラ群とともに上昇する体感が戻り、ここが花か刻こくの端は境ざかいの空だと自覚する。と同時に、目の前の花と葉の塊かたまりが、卵の殻からが割れるように大きく裂さけた。

  「月夏ちゃん!?」

  　その狭はざ間まから月夏ちゃんの手が、顔が、体が現れ、僕の胸にその小さな身体からだが飛び込んできた。軽くて折れそうな細い身体。しかしそこにたしかな存在感を感じ、胸を撫で下ろした。

  　とたんに落ちた。落下した。

  「おわああああああああっ！」

  　そりゃそうだ。急上昇中のガーベラ群にしがみついていた腕は、今は月夏ちゃんを抱いている。落ちるのも道理。重力は罪なヤツ（意味不明）。

  　想像もつかない高さからの落下に絶望しそうになったけど、

  「!?――莉り花かさん!?」

  　片手でガーベラ群をつかみ、もう片方の手をこっちに伸ばしている莉花さんに気づき、自身に活を入れた。左腕で月夏ちゃんを抱いたまま、咄とつ嗟さに右腕を伸ばす。

  　届け！　莉花さんに！　熱き想いとともに！

  「届いたっ！」

  　若干、的外れな心意気が功こうを奏そうしたのか、僕の手と莉花さんの手がつながった。莉花さんがギュッと握ってくれた。

  「莉花さん！」

  　そんな一瞬の奇跡に感激したのも束つかの間、

  「きゃあっ！」

  　とたんに三人とも落ちた。落下した。

  「おわああああああああっ！」

  　そりゃそうだ。いくら莉花さんでも片手で僕と月夏ちゃんの重さを支えられるわけがない。落ちるのも道理。重力は罪なヤツ（意味不明・再）。

  　僕の首にしがみ付いている月夏ちゃんと、莉花さんとともに高速落下。怖さを通りこし、逆さかさになった頭の中が真っ白に……なりかけた瞬間。

  〝ひょっほっほっ〟

  　耳ではなく、頭の中に笑い声が響いた。

  　ハッとして気を入れなおすと、薄うす墨ずみのように濁にごった空の彼方かなた、はるか遠くの一点に小さな影が浮かんでいた。

  〝愉快、愉快。やるじゃない坊や〟

  　目を凝こらすと、巨きよ鳥ちようの背に跨またがった着物の人のシルエットだけが、かろうじて確認できた。

  　なぜその声が脳のう裏りに響いてくるのかよりも、月つき夏なちゃんの様子がまっさきに気になった。しかし月夏ちゃんは僕の胸の中に顔を埋うずめたまま。着物の人に気づいているそぶりはない。莉り花かさんはどうだろうと思ったが、急速落下中にそれを確認するだけの余裕はなかった。

  〝ひょほっ、額ひたいに汗して頑張ってる若い子ってたまらないわね。食べちゃいたいくらい。ほんと、いいものを見せてもらったわ〟

  　妖よう艶えんな声に意識がなぶられる。落下していく恐怖と相まって、着物の人のことを月夏ちゃんに伝えるべきがどうかも考えられない。

  　あなたは月夏ちゃんのことを覚えてないんですか？

  　訊ききたいが、訊いちゃいけないような気もして、頭がぐるぐる、ぐらぐらする。

  〝坊や、花の顔かんばせを見極めなさいな。そうすればいろんなことが見えてくる。そう、たとえば……――坊やの力が不安定なのは花はな視みではないから、とか？〟

  　!?

  〝なあんてね。口が過ぎたかしら？〟

  　着物の人の声は楽しそうに弾はずむ。

  〝坊やは花の環わ、眠りし花の魂たま。とてもセクシーな唯ひとつのこ・こ・ろ。ひょほっ、いずれ目覚めればフローラの花園に導かれるわ〟

  　な、なにを言って――!?

  〝よくお聞き、坊や。その円環の刻ときの中で、坊やには、もっとも大切な存在との別れが訪れるわ〟

  　大切な存在？　別れ？

  　ドキッとした。脳裏をよぎった顔が莉花さんだったような気がしたから。

  〝ひょっほっほっ、そしたらあちきが慰なぐさめてあげようかしら？〟

  　着物の人は、ひときわ高らかな笑い声を頭の中に響かせる。

  〝長い付き合いになりそうだわ。坊やとアンダー・ザ・ローズの彼女とも〟

  　アンダー・ザ・ローズ？　……バラ？

  　そう言い残して、彼方かなたのシルエットとともに、着物の人の声はかき消えた。

  　なんだったんだ……。

  　理解不可能な事態に、思わず落下の恐怖を忘れ呆ぼう然ぜんとしたとき、

  「リーフレットガードッ」

  　はるか下のほうから、帆ほ鳥とりちゃんの声が聞こえた。と同時に頭と背中が網のようなもの――いや、柔軟性のある葉は群ぐんに受け止められた。

  　ズボッ！

  　しかしさすがにこの勢いと衝しよう撃げきを止めるのは無理だったようで、僕たち三人はリーフレットガードを突き破って落ち続ける。

  「リーフレットガードッ」

  　すぐにリーフレットガードが再展開されたけど、また僕たちはそれを突破してしまう。

  「リーフレットガードッ」

  　三度目。ズボッ。突破。

  　しかしそのおかげで僕たちの落下速度は急激に衰おとろえ、そして四度目の、

  「リーフレットガード」

  　帆ほ鳥とりちゃんの声はすぐ下で聞こえたけど、葉は叢むらの盾たては今度こそ僕たち三人をしっかりと受け止めてくれた。が、

  「ふぎゅっ」

  　くんずほぐれつというかなんというか……。

  　三人折り重なって……。

  　上を見てるのか下を見てるのかわからない状態で……。

  　いつのまにか莉り花かさんのおしりが顔の上にあったりなんかして……。

  「ぐえっ」

  　莉花さんから肘ひじ打うちを喰くらったあたりで、リーフレットガードに乗った僕たちは無事（？）地面に着地した。

  「無茶しすぎですよ、皆さん」

  　リーフレットガードを連発した帆鳥ちゃんが、少し疲れたような口調で、でも安あん堵どの笑顔で迎えてくれた。秀しゆうさんは少し離れたところで、今は噴ふん出しゆつが収まったガーベラ群を見つめ「ん～、枯れている？　花が？　いったいなんの力に反応して？……」などとぶつぶつ呟つぶやいている。

  「リーフレットガードが間に合わなかったら、三人そろってお葬式でしたよ。もちろんそのときは盛大なものにしようと思いましたけど」

  「あたしは帆鳥を信じてたもの。どっかのヘタレみたいに号泣なんかしないわ」

  「いや、号泣してませんからっ」

  　しまった。〝どっかのヘタレ〟を自分だと認めちゃった。

  　しかしめいっぱい悲鳴を上げていたのは事実だし、それはやっぱりかっこ悪い。よし、今度落下するときは余裕を持って、男の器をアピールしながら落下しよう…………って、もう落下しないようにしようよ、僕！

  　なんてことを考えながら立ち上がると、帆鳥ちゃんが、うふふと笑った。心なしか目は笑っていないような気が……。

  「洋ひろさん、ずいぶんと月つき夏なさんと仲が良くなったのですね」

  「へっ？」

  　そう言われて、月夏ちゃんに、ひしっと抱きつかれたままだということに気がついた。

  「あ、あの月夏ちゃん？」

  　月夏ちゃんはむずかるように顔を動かし、ちょっと首を傾かしげただけで、再び僕の胸に顔を埋うずめた。

  「ちょ、ちょっと月夏っ」

  　なんだか焦あせった様子で詰め寄ってきたのは莉り花かさんで。

  「は、離れたほうがいいわよっ。ヘタレがうつるからっ。こら、離れなさい！」

  　ああ、莉花さん、そんなに月夏ちゃんのことを心配してるんだね。僕はなんだか悲しいけど。

  　しかし月夏ちゃんはもぞもぞと顔を上げると、ひとこと。

  「理解不能」

  「いやいや、あんた今のはごまかしたでしょ!?　理解してる顔だったわよ！　こら！　離れなさい！　あんたのためを思って言ってんだから！」

  　莉花さんが懸命に僕と月夏ちゃんを引き剥はがそうとするが、月夏ちゃんは意外に抵抗して離れてくれない。ていうか莉花さん、僕の顔をぐいぐい押して、とても痛いんだけど。

  　そんな僕たちを見て、帆ほ鳥とりちゃんが呆あきれたように息を吐はく。

  「あらあら、強敵出現のようですね」

  　意味はよくわからなかった。

  　とにかく頭の中は危機を乗り越えたうれしさでいっぱいで、皆一緒に無事に帰れることを、神様に感謝したいくらいだった。

  「――!?」

  　いや、前ぜん言げん撤てつ回かい。感謝はまだ早かった。全然早かった。ていうかちょっと恨うらみたくなった。運命の神様は最後の最後に、僕たちに大きな落とし穴を用意していたようだ。

  　そう、それは文字通りの穴。無限の穴。

  　巨大な黒い稲妻が走ったような地割れが、唐とう突とつに、足元に出現した。

  　忘れもしない。

  　花か刻こくの端は境ざかいで僕が一度落ちそうになった、漆しつ黒こくの空間――虚きよ無むの穴だった。
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  　足元に出現した真っ暗な空間亀き裂れつに気づいたとたん、浮遊感をともなった下降――強いて言うなら、エレベーターが降りだした瞬間を十倍くらい強めたような体感に襲おそわれた。

  「くっ!?」

  　気持ち悪くて吐はきそうになった。でもそれはすぐにやみ、荒々しいといった表現が相応ふさわしいほどの、濃厚な闇に包まれる。

  　静せい寂じやくで汚お濁だくした虚きよ無むの空間。その冷え冷えとした恐怖にぞくりとし、ようやく自分たちが空間亀裂に呑のみ込まれたことを自覚した。

  　それでもかろうじてパニックにならずにすんだのは、皆の姿を見ることができたからだろう。

  　周りには莉り花かさん、帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃん、秀しゆうさん、そして見えないベッドで眠っているような格好の、制服姿の亜あ里り沙ささんと、裸の亜あ子こさんの姿もあった。

  　が、その皆の姿がしだいにぼやけてくる。暗闇に薄く紛まぎれるように身体からだが透すけて、向こうの闇がしみてくるようにおぼろげになりつつあった。

  　最初に口を開いたのは秀さん。だいぶ早口だ。

  「今回の花か刻こくの端は境ざかいは、鴻こう野の亜子のマリーゴールドの密みつ花ばなと、それを利用したメリセルタによって創られた空間だからね。その二つの消失で生じた虚無に落ちてしまったってとこだろう。まずいな。ん～、じつにまずい」

  　そう言って、月夏ちゃんに尋ねる。

  「月夏、花はな跳とびは？」

  　月夏ちゃんが無言で目を閉じると、その背にはオレンジ色のガーベラが満開となる。

  　しかし、

  「無理」

  　そのガーベラが僕たちの頭上を覆おおう前に、月夏ちゃんは言った。

  「ちょ、ちょっと月夏、無理ってどういうことよ？　花跳できないの？　冗談でしょ？　なんかあたしら、かなりうす～くなってきてるんだけど」

  　さすがに慌あわてた様子の莉花さんに月夏ちゃんは首を傾かしげ、代わりに秀さんが答えた。

  「花跳は花刻の端境の元になった密花を足がかりにするんだよ。その力を利用することで物質世界と行き来する。でもここは亜子の心の虚無だ。マリーゴールドはない。だから花跳できない。そういうことだね、月夏？」

  「可能性大」

  「可能性大って、このままだとあたしらどうなるの!?」

  　莉花さんの質問に、月夏ちゃんは両手でそっと口元を押さえた。

  「い、言えないくらい大変なことになるってことね!?　そういうことね!?」

  「ん～、二度と美女と愛を語れなくなるってことか」

  　秀しゆうさんの発言はともかく、危機的状況は理解できた。こんな闇の空間の中でも莉り花かさんや秀さんの顔が青ざめているのが感じられる。僕の顔色だってたぶん青とか白とか大変なことになっているだろう。

  　絶体絶命だ。

  「でも……」

  　そんな中、顎あごに指をあてて思し索さくに耽ふけっていた帆ほ鳥とりちゃんが、ポツリと呟つぶやいた。

  「亜あ子こさんに新しい密みつ花ばながあれば……」

  　その一言に皆の注目が集まる。帆鳥ちゃんは一語一語たしかめるように言う。

  「暴走したマリーゴールドがないなら、それに代わる新しい密花を亜子さんに咲かせることで、それを基点に花はな跳とびができるのではないでしょうか」

  　秀さんが首を横に振る。

  「でもここにはそれがない。虚きよ無むからはなにも生まれない。新しい密花なんて――」

  　そこまで言って、秀さんは口をつぐんだ。ハッとしたような顔でなぜか僕を見る。

  　おや？　なにかな？

  　なぜか秀さんばかりでなく、莉花さんも帆鳥ちゃんも、月つき夏なちゃんも、僕を見ていた。

  　顔になんかついているのかな？　と場違いにもそんなことを思い、両手で頬ほおをぬぐおうとしたら、

  「あ」

  　閃ひらめいた。ていうか皆の視線の意味に気がついた。気がついちゃった。

  「ええっ!?」

  　皆の顔を見渡す。申し合わせたように、皆が一いつ斉せいにうなずく。

  　い、いや、でもそんなのって……いきなりそんなのって無理だよ？　無む謀ぼうだよ？

  　そう答えようとしたが、皆の顔や身体からだが闇と同化したように、さっきよりもずっと曖あい昧まいにな

  っていることに気づき、息を呑のんだ。

  　新しい密花を亜子さんが咲かせることができたら……。

  　帆鳥ちゃんはそう言った。そしてそれを可能とする術すべがひとつだけある。無理で無謀だけど、たしかにある。

  　そしてそれ以上にたしかで最悪な事実もある。

  　その唯ゆい一いつの術を成功させなければ、僕たち全員この虚無の中で……言えないくらい大変なことになるということだ。

  　逃げることは……――できない。

  　薄れていく皆を見ながら、そう思った。皆の笑顔が見られるなくなるなんて、やっぱりイヤだから。

  　だからやるしかない。

  　僕の決意を察したのか、莉り花かさんがビシッと僕を指さした。

  「君、鴻こう野の亜あ子この――」

  　皆の声が重なった。

  「〝種たね植うえ〟をしなさい！」「〝種植〟をしてください」「〝種植〟、して」「〝種植〟してくれ」

  「…………」

  　秀しゆうさんに言われるのだけは、なんか微妙。

  

  　亜子さんを視みる。

  　意識のない、いや心を失った亜子さんの身体を莉花さんがしゃがんで支え、その背中をこっちに向ける。

  　亜子さんの蜜みつ口ぐちは背中。すうっと伸びた背すじの真ん中に三つ葉型の光点が浮かんでいる。亜子さんは裸。普段なら直視できず、頭が茹ゆだってこっちが倒れそうだけど、さすがに今は気にひていいいられなひっ…………ごほんっ。落ち着くんだ。

  「花か族ぞく花はな狩かり尊みこと莉花――花族花はな視み葉はノの宮みや洋ひろの、鴻野亜子への〝種植〟を承認するわ」

  〝種植〟を行おこなうには、二人以上の花族の承認が必要だって言ってたっけ。

  　莉花さんの承認に帆ほ鳥とりちゃんが続いた。

  「花族花狩貴き島しま帆鳥――花族花視葉ノ宮洋の、鴻野亜子への〝種植〟を承認します」

  　僕は首しゆ肯こうし、莉花さんに抱かれた格好の亜子さんに近寄った。

  〝種植〟をするにはまず花視。

  　一度深呼吸をし、そして唇を亜子さんの蜜口に当てる。亜子さんの身体からだはとても冷たい。その冷たさが悲しかったけど、ぐっと堪こらえてなめた。亜子さんの蜜口を、美しい曲線を描くその背すじを。

  　舌に感じた心の蜜は、うつろな無味だった。

  　色彩もなく、形もなく、心の重みも意味もなく、ただなにもない深しん淵えんがぽっかりと覗のぞいているような――!?

  　それは虚きよ無むだった。

  　今僕たちを呑のみ込んでいる空間。その虚無が、亜子さんの心に満ちてしまっているんだ。

  　その背に花を。

  　豊かな花を。

  　目を瞑つむった。伝わってきた亜子さんの虚無の中に、自分の意識を潜もぐりこませるように深く、深く、念じる。

  　強く、強く、亜子さんという人の心を渇かつ望ぼうする。

  　虚きよ無むの中をサルベージするように。纏まとわりつく泥のようなからっぽをかき分けて。

  「！」

  　視みつけた。僕の花はな視みの意識が、亜あ子こさんの心の胎たい動どうを探し当てた。いや、これが帆ほ鳥とりちゃんが以前言っていた、密みつ花ばなの根というものなのかもしれない。

  　それは青せい磁じ色いろの光のカケラ。ある程度予想はしていたけど、見覚えのあるその光が、僕の脳のう裏りに鮮明な花の形となって変換される。

  　お願い。

  　祈りながら、花視をするときとは逆に、脳裏に描いた花を血流のように巡らせ、舌先へ運んでいく。

  　亜子さんの蜜みつ口ぐちに触れている唇を、さらに強く押し当てる。そして――。

  　ぺろっ。

  　もう一度亜子さんの背すじをなめた。心を結ぶように、受け渡すように……いや、これはたぶん、手をつなぐように。

  　ようやく亜子さんの蜜口から唇を離し、その寂しそうな細い背中を視つめた。

  　そこには小さな、ホントに花の種のような青磁色の光の粒が浮かんでいる。

  　お願い。

  　その光の種に目を凝こらしながら、再度、祈った。

  「――咲いて！」

  　光の種が小爆発をするように弾はじけ、そこから青々としたクローバーが芽吹いた。それは一気に亜子さんの背中一面に広がり、葉ばかりでなく、白いカップのようなクローバーの花も咲く。

  「これが僕の……、花視の〝種植〟？」

  　自分のやったことが信じられなくて、呆あつ気けにとられてしまう。

  　でもできたんだ、本当にできたんだ……僕に……〝種たね植うえ〟ができたんだ……。

  　九十パーセントの安あん堵どと十パーセントの充実感を覚えながら、ふう～っと息を吐はく。

  「クローバー？」

  　亜子さんを抱いている莉り花かさんが目を細めている。莉花さんたちにも見えているのだろう。亜子さんの背に咲き集う、生き生きとしたクローバーの群ぐん落らくが。

  　虚無の中で咲く〝幸福四つ葉〟のクローバー。

  　たとえその心に再びマリーゴールドが咲いたとしても、それを優しく内ない包ほうしてくれそうな、そんな亜子さんの新しい密花だった。

  「花はな跳とび、可能」

  　月つき夏なちゃんの落ち着いた声が聞こえた。

  　振り向くと、すでに月夏ちゃんの背後には〝神秘〟と〝希望〟の密花、ガーベラのオレンジ色が鮮あざやかに浮かんでいる。

  「帰還、皆、一緒」

  　うん、一緒に。

  　月つき夏なちゃんのガーベラが音もなく頭上に広がる。虚きよ無むの漆しつ黒こくと隔へだてるように僕たちの周りに花の幕を下ろす。

  　まるで僕たちを離さないように、月夏ちゃんのガーベラは強く皆を抱きしめた。

  　そして――暗転。

  

  　目を覚ますと、物質世界の鴻こう野の家の夜の庭だった。

  　僕と莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃん、そして亜あ里り沙ささんと亜あ子こさんと……。

  　月夏ちゃんと秀しゆうさんの姿はもうなくて、ただ満天の空が僕らの頭上に広がっていた。



  


  エピローグ

  

  「あっつ～い」

  　登校してくるなり、莉花さんは隣の席で突っ伏した。莉花さんがへばっているのは珍しいけど、それも一昨日おとといから、夏真っ盛り！　といった感じの猛暑続きだからしょうがない。

  　今朝だって学園の花壇に備えた温度計はすでに二十九度だったし、温室の中はちょっと地獄のよう。攪かく拌はん扇風機をフル稼働させても焼け石に水状態。顔を出してくれた紗さ代よちゃんは二分ほどで「葉はノの宮みやせんぱ～い。ほら、あそこに冷たそうな川が流れてますよ。あ、死んだおばあちゃんが手を振ってま～す――」などと言い出したので、慌あわてて外の木こ陰かげで休ませた。

  　とにかくそれほど暑いということで。

  「莉花さん、こういう暑いときは僕、涼しげな花のことを考えるんだ。アルケミラなんてどうかな？　アルケミラはね、黄緑色の小さな花がとても健けな気げで、見てるだけで暑さを忘れるよ。あ、そうだ。もっとおススメはイソトマ。これは星の形をしてて、青や白の花が夏の日射しの中、とっても涼しそうで――」

  「下敷きで扇あおいで」

  「はい」

  　ぱたぱた、ぱたぱた。

  　ホームルーム前の賑にぎやかな教室の中、額ひたいに汗しながら、莉り花かさんを扇あおぐ僕。

  「……」

  　なんか間違ってるような気もしたけど、

  「う～ん、涼し～」

  　莉花さんが気持ち良さそうだから、ま、いっか。

  　そんなことを思っていると、莉花さんが僕にだけ聞こえるような声で言った。

  「秀しゅうと月つき夏なのことなんだけど」

  　気になっていた名が出て、下敷きを動かす手が止まった。

  　幾いく多たの危機を乗り越え、花か刻こくの端は境ざかいから戻ったら二人はもういなかった。僕が目を覚ます前に、秀さんは鴻こう野の姉妹に〝勿忘菜わすれなさい〟を飲ませ、花刻の端境やメリセルタについての記憶を消したらしい。ていうか、秀さんが話していた〝勿忘菜〟の効力が本物だったことに驚いた。てっきりそれもでまかせだと思ってたから。

  　まあそれはともかく、そのあとすでに目覚めていた莉花さんと帆ほ鳥とりちゃんには、今回の件についてのお礼とお詫びと、そして別れの挨拶をしたようだけど、結局僕が起きる前に二人は去っていった。

  　それからもう十日が経っている。

  「手が止まってる」

  「はい」

  　再び扇ぎだすと、莉花さんは話し始めた。

  「秀はフラワー協会で謹慎中よ」

  「謹慎？」

  「秀のヤツ、メリセルタに槍そう花かを奪うばわれたことを報告してなかったのよ。月夏のこともかなり強引に連れ出したらしいし。協会はカンカンよ」

  「あの二人って」

  「遠い親戚らしいわ。月夏の父方のほうとつながりがあるとかって言ってたかな？　だから秀は前から月夏のことを知っていたみたい。お母さんのこともね」

  　花はな跳とびだった月夏ちゃんのお母さん、瀬せ々せ良ら敏とし美みさんは、月夏ちゃんが幼い頃に花刻の端境で密みつ鬼おにに心身を奪うばわれた。今はフラワー協会から怪かい物ぶつと恐れられているほどの存在だ。

  　それを知った月夏ちゃんの悲しみと衝しよう撃げきは想像もつかない。母への想いと、同じ花跳としての恐怖に心が引き裂さかれたかもしれない。

  『私が、母のような怪物になる前に――』

  　花跳でいる限り、自分も母と同じようになるかもしれない。その怖おそれが〝種たね植うえ〟を求めた理由のひとつかもしれない。でも一方で、花跳でなくなったら母とつながる道が完全に閉ざされてしまう。そうも考えたはずだ。

  　出口の見えない、つらい堂々巡り。

  　それを思うと胸が痛んだ。

  　莉り花かさんも同じようなことを考えていたのだろう。沈ちん鬱うつな表情を浮かべていたが、しばらくして気を取り直すように続けた。

  「とにかくあのヘラヘラ男のほうは、自分のミスを隠そうとあたしたちを騙だましたんだから、自じ業ごう自じ得とくってヤツよね」

  「フラワー協会に全部ばれたの？」

  「結果オーライで謹慎だけですんだらしいけど」

  　莉花さんは深々とため息をついた。

  「ホント、ああいう軽くて、いきあたりバッタリで、女の子に目がないとこ、子供の頃と全っ

  然変わってないんだから」

  　呆あきれ顔だ。

  「まったく慶けい三ざぶ郎ろうなんてカタそうな名が泣くわよ」

  「そうだね。慶三郎は秀しゆうさんには似合わ――ええええっ!?」

  　衝しよう撃げきの事実が脳を直撃し、動かしていた手も思わず止まる。

  「しゅ、しゅ、しゅ～」

  「機関車？」

  「秀さんって名前じゃなかったの!?　え!?　苗字!?　え!?　慶三郎!?」

  「なんでそんなリアクション大きいのよ？　そうよ、秀は、秀慶三郎よ」

  　ガ～～ン！

  「そんなあ、僕はてっきり名前だと思ったんだよ。だから莉花さんが『秀』って呼ぶのを聞くたびに――」

  「聞くたびに？」

  　莉花さんが不思議そうに首を傾かしげる。

  　慌あわてて口をつぐんだ。

  　なんだかとんでもないことを口走りそうな気がしたからだ。

  「……な、なんでもない、ですっ」

  　声を振り絞ってそれだけ言うと、ごまかすように手をわたわたと動かし、莉花さんを扇あおいだ。落ち着け、落ち着け。これ以上勘違い祭りを続けるわけにはいかない。大丈夫。べつになにかあったわけじゃない。慶三郎……うん、グッドネームですよ、秀さん。

  　莉花さんは腑ふに落ちないような表情で僕を見み据すえていたが、

  「まあ、いいけど」

  　肩をすくめた。

  　僕は平静を装いながら、莉花さんに訊きいた。

  「それで、月つき夏なちゃんは？」

  　フラワー協会に帰った月夏ちゃんはどうしているのだろう。

  「月夏は――」

  　莉り花かさんは少し困ったように眉まゆ根ねを寄せた。

  「あの子、フラワー協会に派は遣けん申請書を出したそうよ」

  「派遣？」

  「花か族ぞくとしてどっかの担当になるってこと。あたしや帆ほ鳥とりみたいにね」

  　つまり月夏ちゃんは、フラワー協会の外に出ることを決めたわけだ。

  「そっか……うん、それはたぶん……いやきっといいことだよね」

  　花か刻こくの端は境ざかいで月夏ちゃんの花はな視みをし、扉とびらの浮かぶ空間で彼女を見つけたことを思い出す。

  『……ママを奪だつ還かんしたい』

  　新生活に臨のぞむことを決めた月夏ちゃんの選択が、お母さんを取り戻す最初の一歩になりそうな、そんな予感がした。

  　うん、よかった。あのときガーベラの暴走から月夏ちゃんを取り戻せてよかった。花視がうまくいって本当によかった。

  　そう心の中で呟つぶやき、ふと思った。

  　花視？

  　たしかにあのとき月夏ちゃんの蜜みつ口ぐちを視みつけ、それをなめた。蜜口は一輪のガーベラの柱ちゆう頭とうに光っていたけど、元々月夏ちゃんの蜜口って唇だったよね？

  　え？　あれ？　なに？　それってもしかして、僕、月夏ちゃんの唇をなめたの!?　え!?　キスしちゃったの!?

  「いやいやいやいや、あれはそんなんじゃ！」

  　ガーベラ群と融合してたし！　あれは蜜口だったけど、唇じゃなかった！

  「あれは蜜口だったけど、唇じゃなかった！」

  　胸中で唱えたつもりが、思わず口に出していた。しまった。

  　莉花さんがぎょっとし、明らかに引いた。けど、僕がなんのことを言ったのかすぐに気づいたみたい。みるみるうちに表情が険けわしくなる。

  「り、莉花さん？」

  「あ、あんなのはっ」

  　肩を怒らせ言い放つ。

  「あんなのはノーカンッ！」

  「ノーカン？」

  「ノーカンッ！　ほら扇あおぐ！」

  　はいっ！　と返事をして、莉花さんを下敷きで扇ぐ。

  　ノーカン、ノーカン、ノーカンキス。

  　うん、そうだよ。そうじゃないと、月つき夏なちゃんがかわいそう。たぶん莉り花かさんも月夏ちゃんのことを考えて、そう言ったのだろう。でも僕もそれでほっとした。

  　ぱたぱた、ぱたぱた。

  　莉花さんの表情がようやく和やわらぎ、一安心。すると別の不安が頭をもたげた。

  　月夏ちゃんがフラワー協会の外に出ることはわかったけど、いきなり独りで、どこかの町で生活するのが想像できない。ていうか小学生が独り暮らしをしていると思われて、警察に通報されそう。

  「月夏ちゃん、生活、大丈夫かな？」

  　心配そうに言ったら、莉花さんは少し煩わずらわしそうに、前髪を指でかき上げた。

  「月夏の事情も事情だから、フラワー協会のお偉方も迷ったらしいわ」

  　今回の件で密みつ鬼おにと同化したお母さんと接触したことは、なおさらフラワー協会の頭を悩ませたかもしれない。

  「でも月夏のためになるならと認めたのよ。それに同じ花族が三人もいるとこだから安心だろうって」

  「そうなんだ？　独りじゃないんなら大丈夫だね。あ、それってどの辺なの？　休みの日に行けそうなとこなら、今度三人で会いに行かない？　月夏ちゃんも喜ぶと思うんだ」

  　素敵な提案をしたつもりだけど、莉花さんは諦てい観かんしたように息を吐はいた。

  「ホント鈍いわね。頭ん中、溶けたアイスでも入ってんじゃない？」

  　夏らしい、言い得て妙なたとえだ。

  「さっき通信があったから、そろそろじゃないの」

  　そう言って莉花さんは僕のうしろの開いた窓を指さした。

  　そろそろ？

  　なんのことかさっぱりだけど、振り返った。夏の日射しが眩まぶしくて、思わず視線を下げる。二年Ｃ組の教室は二階。校庭が見下ろせる。もうすぐ始業のチャイムが鳴る時間なので、校舎に向かう生徒の姿はまばらだった。

  　そして――。

  「!?」

  　その中を、狭い歩幅で歩いてくる小さな女の子がいた。

  　ゆっくり、ゆっくり。まるで別世界にいるような静せい謐ひつさを纏まとった女の子は――。

  「――月夏ちゃん!?」

  　着慣れていない感じがわかる、種眠たねむ北高の制服姿の月夏ちゃんだった。

  「まったく、こんな日に編入してこなくてもいいのに」

  　唖あ然ぜんとする僕の横に立った莉花さんは、校庭を見下ろしながら苦笑した。

  「一日でも早く行きたいからって、今日になったみたいよ」

  　ようやく事態が飲み込めた。

  　月つき夏なちゃんは花か族ぞくとして種眠市に赴ふ任にんし、そして種眠たねむ北高の一年生として新たな生活を始めることを決めたんだ。

  「そう……だったんだ……」

  　まっすぐ前を見て歩く月夏ちゃんは相変わらずの無表情。だけど出会った頃よりは晴々としているように見えた。

  「よかった」

  　安あん堵どの呟つぶやきをもらしたら、莉り花かさんは僕に――ニコッ――暑さも吹き飛ぶ爽そう快かいな笑顔をくれた。

  　ああ、莉花さんがいたらクーラーいらない。夏バテ知らずで頑張れる。

  　そんなことを思う僕の前で、莉花さんが声を弾はずませる。

  「というわけで、明日皆で遊びに行くわよ。もちろん君のおごりで！」

  「は？」

  　予想もしてなかったことを言われ、目が点に。莉花さんからジトッと睨にらまれた。

  「君が月夏に約束したんじゃない？　皆で遊びに行こうって、この町を案内するって」

  　ペロペロ占い初日に、帰り道でした約束だ。
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  「覚えてる、覚えてるよ。でも僕のおごりとは――」

  「よ～し、とことん遊んでやる！　とことん食べてやる！」

  　暑いのに震え上がる僕にかまわず、莉り花かさんは満面の笑顔で、校庭の月つき夏なちゃんを見つめた。

  「月夏をとことん楽しませてやる！」

  　気持ちのいい莉花さんの言葉に、些さ細さいなこと（？）はどうでもよくなった。

  　ホント、いろんなとこに連れて行ってあげたい。一緒に楽しみたい。

  　そう思いながら、開き直って答えた。

  「そうだね！　うん！　明日は皆で、とことん遊ぼう！」

  「そうよ！　だって――」

  　そのとき、校庭を歩く月夏ちゃんが、ふと顔を上げた。僕らに気づいたようで、立ち止まって、こっちを見つめる。なにかをためらうように俯うつむき、でもすぐにもう一度顔を上げると…………少しぎこちなく、小さく――笑った。

  　そして莉花さんの声が、夏の白い日射しの中に弾はじける。

  「だって明日から夏休みなんだから！」

  

  　そう！　明日から僕たちの夏休み!!


  


  あとがき

  

  　こんにちは、桜さくらこうです。

  　さっき近所の子供に「ねんど！」って指をさされました。

  　意味がわかりません。こんなときの大人の対応を誰か教えてください。

  　まあそんな粘ねん土ど体質（？）で、ねちっこい性格と評判の桜ですが、二冊目の本を出すことができました。

  　タイトルは『僕がなめたいのは、君っ！②　～二十四時間ベロチュッチュ♡～』

  　半分嘘うそです。サブタイトルは今二秒で考えました。自分のセンスのなさに愕がく然ぜんとしますね。

  　それはともかく、今作は前作『僕がなめたいのは、君っ！』の続編です。そうです。一巻を読んでくださった、買ってくださった方々のおかげで続編を出してもいいとお許しがでたのです。ホントありがとうございます。うれしいです。読者様のためなら、桜脱ぎます。誰も喜ばないからやめときますが。

  　そんな感謝とプレッシャーを抱きつつ書き上げた②について少し。

  　新キャラが出てきましたね。物語冒頭から登場する、ほらあの、素敵な、かわいらしい――ヨネおばあちゃん。

  　…………違いますね。そうじゃなくて月つき夏なと秀しゆうです。とくに月夏は今回、メインストーリーにだいぶ絡んできます。

  「種たね植うえして♡」とベッドの上で洋ひろに迫ったりします。ああ、〝♡〟は付いてないや。

  　本編を読まれていない方には、おいおいおい、でしょうが、本当です。②はそれがすべてといっても過言ではないでしょう。

  　いや過言ですね。それだと五ページくらいで終わりますし。いやでも、あとの二百数十ページをイラストにすれば、すげえ売れんじゃね？　よし、ちょっと担当様と真面目に相談してみよう。

  　…………はい、真面目に怒られました。

  　そ、そんなわけで、ほかにもなめシーンとかバトルシーンとかラブでコメなシーンとか、一作目を超えようと書いてみたわけですが、いかがでしたでしょうか？

  　よろしかったら、感想などを送っていただければうれしいです。

  　読者様の厳しく温かい声にしっかりと耳を傾かたむけ、少しでもよりよい作品を書いていきたいと思っています。

  　以下謝辞です。

  　一作目に勝るとも劣らない素す敵てきイラストを描いてくださった西にし邑むらさん、ありがとうございます。カバーの帆ほ鳥とりのかわいさに身み悶もだえました。

  　あ、そういえば一巻発売後に、知人からこんなことを言われましたよ。

  「あんたさ、こんなうまいイラストの足を引っ張っちゃダメだよ」

  　さすがに作者としてカチンと来て、ビシッと言ってやりましたよ。

  「おい！　西邑さんのイラストの魅力はな、桜さくらがどんだけ足引っ張ってもびくともしないんだよ！」

  「……い、いや、作者として、それどうよ？」

  　あれ？　桜、間違ってませんよね？

  　担当様。基本、適当が服着て（時々全裸）歩いているような桜が、こうして二冊目を出せたのも、担当様のアドバイス、ご指導のおかげです。毎度迷惑ばかりかけておりますが、少しずつですけど成長して、期待にそえるような作品を書いていきたいと思っています。

  　デザイナー様、ガガガ文庫編集部の皆様、この本の制作、出版に携たずさわってくださったすべての方々に厚くお礼申し上げます。

  　そしてなにより、この本を読んでくださった皆さんに、全身全霊で感謝いたします。

  　皆さんが幸せでありますように、と全方位に念を送りつつ。

  　それでは、また。

  　桜でした。



  
    桜 こう
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  桜　こう

  Kou Sakura

  

  第２回小学館ライトノベル大賞ガガガ賞で拾われた強運の持ち主。つぎのオリンピックを目指して口パクの練習をはじめました。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ

  僕がなめたいのは、君っ！②
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